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光
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島
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観光まちづくり学部 観光まちづくり学科 入試情報

◆令和6年度（2024年度）一般選抜入試

◆観光まちづくり学部特別選考入試 （V方式・A日程受験者対象）

國學院大學の
受験生WEBサイトを
確認しよう！

動画コンテンツ配信  大学の基本情報や、入試説明、学部学科の学び、模擬授業などを公開中。

バーチャルキャンパス  渋谷・横浜たまプラーザキャンパスを360度でご覧いただけます。

國學院大學　入学課（若木タワー1F）　TEL03-5466-0141（直通）　E-mail  exam@kokugakuin.ac.jp

入試制度 試験日 出願期間 合格発表日

V方式（大学入学共通テスト利用入試） 1/13(土) 
1/14(日) 1/4(木)～1/12(金)

2/13(火)
A日程

（全学部統一）

3教科型
（3科目の偏差値合計で判定） 2/2(金)

1/4(木)～1/22(月)得意科目重視型
（最高成績科目の偏差値を2倍換算） 2/3(土)

学部学科特色型
（学部学科独自の方法で判定） 2/4(日)

B日程（後期） 3/2(土) 1/4(木)～2/22(木) 3/11(月)

入試制度 試験日 出願期間 （消印有効） 合格発表日 入学手続期間 （消印有効）

観光まちづくり学部特別選考 書類選考のみ 1/4（木）～2/22（木） 3/11（月） 3/11（月）～3/18（月）

1

2

B日程で英語検定試験の利用が可能

観光まちづくり学部特別選考を実施

試験科目「外国語」の代わりに英語検定試験のスコアが利用可能。スコアに応じて本学外国語試験の得点に換算します。スコア
を提出したうえで本学外国語試験を受験した場合は、高い方の得点を合否判定に利用します。

令和6年度V方式・A日程において、観光まちづくり学部観光まちづくり学科を受験した者を対象に、以下3点の総合評価に
よって合否判定を行う入試です。一般選抜入試成績だけでなく、学びへの興味・関心や学修意欲も評価します。

【選考方法】 ①志望理由書（700～800字）　②V方式・A日程の成績　③調査書

入試検定料

入試のポイント

入試日程

試験会場

お問い合わせ先

受験生向けサイトを中心にオンラインでの情報発信を行っています。
ここから
アクセス

公募制自己推薦（AO型）の出願は
2023年10月6日に受け付けを終了しました。

同時出願

A・B日程

A・B日程

合計

38,000円
54,000円

83,000円
123,000円

43,000円
53,000円

16,000

40,000

10,000

18,000

43,00030,00013,000

3	 『観光まちづくり』第3号発刊に寄せて
	 國學院大學観光まちづくり学部長　西村	幸夫

特集	アートと響き合う観光まちづくり
4	 神奈川県相模原市藤野　
	 持続可能な暮らしと表現活動が
	 豊かな風景を生み出すまち
12	 島根県大田市温泉津　
	 神楽と温泉街の融合がにぎわいを創出

第3回「観光まちづくりフォーラム」開催報告
20	 第一部	動き出した観光まちづくり学部
21	 	 基調講演
	 	 〈まちするたび〉と〈たびするまち〉東京大学教授　吉見	俊哉氏

22	 	 吉見教授	×	西村学部長　対談
23	 第二部	シンポジウム「観光まちづくりのリアル、そして未来」
	 	 パネルディスカッション
	 	 プレゼンテーター
24	 	 上綱	久美子氏	 三重県伊勢市の観光地デザインの取り組み紹介
25	 	 多田	稔子氏	 和歌山県田辺市熊野ツーリストビューローの取り組み紹介
26	 	 前川	さおり氏	 岩手県遠野市遠野遺産制度の取り組み紹介

28	 第5回～第7回「観光まちづくりカフェ」開催報告

30	 地域マネジメント研究センター（CMI）の活動
31	 「観光まちづくりライブラリー」

32	 地域連携最前線　岐阜県高山市

34	 観光まちづくり学部	専任教員紹介
36	 第2回教員座談会　執筆者に聞く！教科書の読み方・使い方
42	 研究クローズアップ　
	 「変化する農村を調査するようになるまで」　松本	貴文准教授

地域と歩む博物館
46	 Vol.5　昭和のくらし博物館
48	 Vol.6　佐田岬半島ミュージアム

50	 観光まちづくり学部WEBサイト・観光まちづくり学部X（旧ツイッター）のご案内
	 観光まちづくり学部GUIDEBOOK	2023	全ページ公開のご案内

第3号
2 0 2 3  
N o v e m b e r  

表紙の言葉

タイトル“Fujino・Satoyama”

これは“藤野良品店”の“里
山クラフトチョコレート”のパッ
ケージのために描き下ろした
もの。
主人公のカップルのキジはこ
の辺ではよく見かける野鳥。
季節ごとに移ろう山 と々空を
映す湖の“magic	hour”は幻
想的で、時に霧に包まれた朝
は銀色に光る景色になる。そ
んな藤野の光景を自分の色
で描くのが好き。それにしても
山がラブレター持ってるなん
て…可愛いすぎない？

内田	松里（うちだ	まつり）
画家、イラストレーター
(相模原市藤野在住）

3

『観光まちづくり』第３号発刊に寄せて
國學院大學観光まちづくり学部長

西村 幸夫

　
私
た
ち
國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
は
開
設
か
ら
2

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
2
回
目
の
入
学
式
も
無
事
終
了
し
、
新

た
に
1
年
生
3
0
0
人
余
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
年
生
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
作
業
を
多
く
含
む
プ
ロ
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
試
行
で
あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
」
が
始
ま

り
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
学
内
外
に
公
開
す
る
機
会
を
つ
く
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。

　
本
号
で
は
「
ア
ー
ト
と
響
き
合
う
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
銘

打
ち
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
藤
野
エ
リ
ア
と
島
根
県
大
田
市

温ゆ

の

つ
泉
津
エ
リ
ア
を
取
り
上
げ
、
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
が
ま
ち

の
魅
力
づ
く
り
に
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を

探
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ー
ト
は
対
象
を
見
つ
め
る
新
鮮
で
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
視

点
を
も
た
ら
し
、
対
象
の
新
し
い
価
値
を
見
い
だ
す
機
会
を
私

た
ち
に
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
本
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
楽
し

げ
な
活
動
の
様
子
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
、
こ
う
し
た
場
所
で

の
充
実
し
た
生
活
の
実
感
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
魅
力

が
多
く
の
仲
間
に
拡
散
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
し
て
い
く

の
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
あ
る
時
は

廃
校
や
古
民
家
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
時
は
祭
礼
な
ど
の
伝
統
行

事
で
す
。

　
地
域
を
よ
り
熱
い
目
で
見
つ
め
る
中
で
、
地
域
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
重
要
な
契
機

と
な
る
は
ず
で
す
。

　
本
号
で
は
ま
た
、
2
0
2
3
年
3
月
に
出
版
し
た
『「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
地
域
の
見
方
・
調
べ
方
・
考
え
方
』（
國

學
院
大
學
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
朝
倉
書
店
）
の
共
著
者
の

う
ち
の
3
名
に
よ
る
座
談
会
の
模
様
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
書
名
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
地
域
調
査
の
際
に
教
科
書
と
な

る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
、
実
際
、
私
た
ち
の
学
部
の
講
義
で

あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
I
」
に
お
い
て
も
、
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
教

科
書
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ま
っ
た
く
の
新

し
い
試
み
で
す
。
こ
れ
も
執
筆
者
の
専
門
分
野
が
、
広
く
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
本
学
部
の
特

色
を
生
か
し
た
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
同
書
は
、「
第
Ⅰ
部
　
地
域
を
見
つ
め
る
――
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
地
域
の
個
性
を
知
る
」
と
「
第
Ⅱ
部
　
地
域
を

動
か
す
――
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
構
想
し
、
実
践
す
る
」
の
2

部
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、私
た
ち
の
学
部
の
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る
「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動
か
す
」
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
を
、
教
科
書
と
い
う
形
で
示
し
た

も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
か
の
現
場
で
、
読
者
の
皆
様
と
相
ま
み
え
る
こ
と
を

期
待
し
つ
つ
、
本
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。



藤
野
町

1
9
5
5
年
に
吉
野

町
・
日
連
村
・
名
倉

村
・
牧
野
村
・
佐
野
川

村
が
合
併
し
て
発
足
。

2
0
0
7
年
に
相
模
原

市
に
編
入
さ
れ
、
相
模

原
市
藤
野
町
と
な
る
。

2
0
1
0
年
に
市
が
政

令
指
定
都
市
へ
移
行
。

藤
野
地
域
の
行
政
区

は
緑
区
と
な
り
、
住
所

か
ら
は
藤
野
町
の
表

記
が
外
れ
て
い
る
。

4

〈参考文献〉
相模原市藤野ふるさと芸術村メッセージ事業推
進委員会『藤野ふるさと芸術村メッセージ事業
35周年記念誌』2022年
相川俊英：『奇跡の村 地方は「人」で再生す
る』集英社新書・2015年

藤野
東京都

山梨県

静岡県

相模原市

横浜市

神奈川県

アートと響き合う
観光まちづくり

持
続
可
能
な
暮
ら
し
と

表
現
活
動
が

豊
か
な
風
景
を

生
み
出
す
ま
ち

神
奈
川
県
相
模
原
市 

藤
野

神
奈
川
県
の
最
北
西
部
か
つ
、東
京
都
と
山
梨
県
の
県
境
に
位
置
す
る
相

模
原
市
・
藤
野（
旧
津
久
井
郡
藤
野
町
※
）。1
9
8
0
年
代
後
半
に「
藤

野
ふ
る
さ
と
芸
術
村
構
想
」※
を
掲
げ
、現
在
に
至
る
ま
で
ア
ー
ト
事
業

を
継
続
し
て
い
る
。ア
ー
ティ
ス
ト
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
移
住
・
定
住
。暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
地
域
住
民
の
多
様
な
活
動
。民
間
主
導
に
よ
る
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
、シュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
、ト
ラ
ン
ジ
ショ
ン
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
動
き
も
目
を

ひ
く
。そ
れ
ぞ
れ
が
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
風
景

と
、緩
や
か
に
続
く
ま
ち
の
変
化
を
取
材
し
た
。

藤
野
の
歴
史
と
現
在

構
成
・
文
＝
橋
本
誠

写
真
＝
加
藤
甫（
K
）・
橋
本
誠（
H
）・
椎
原
晶
子（
S
）

編
集
協
力
＝ 

相
模
原
市
藤
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
　
藤
野
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

疎
開
芸
術
家
が
夢
見
た

芸
術
都
市

　
新
宿
か
ら
J
R
中
央
線
で
、

あ
る
い
は
車
で
甲
州
街
道
を
西
へ
走
り
、
八
王

子
も
抜
け
て
約
1
時
間
。
相
模
湖
に
流
れ
込
む

相
模
川
流
域
の
自
然
豊
か
な
山
あ
い
に
広
が
る

の
が
藤
野
の
ま
ち
だ
。
人
口
は
約
7,
9
0
0

人
／
約
3,
7
0
0
世
帯
（
2
0
2
3
年
7
月

現
在
）。
ま
ち
の
約
80 

%
が
森
林
の
中
山
間
地

域
で
、
か
つ
て
は
養
蚕
や
炭
焼
き
な
ど
の
生
業

も
あ
っ
た
。
現
在
は
林
業
・
農
業
、
各
種
加
工

業
な
ど
が
目
に
つ
く
も
の
の
大
き
な
産
業
は
な

く
、
都
心
に
通
勤
し
て
い
る
人
も
多
い
。
藤
野

を
含
む
緑
区
全
体
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

深
刻
だ
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

た
影
響
も
あ
り
、
藤
野
で
は
こ
こ
数
年
、
住
民

の
転
出
よ
り
転
入
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　
風
光
明
媚
で
あ
り
な
が
ら
、
東
京
に
も
近
い

こ
の
地
に
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
多
く
の
芸

術
家
（
猪
熊
弦
一
郎
、
藤
田
嗣
治
な
ど
）
が
戦

火
を
避
け
て
疎
開
し
て
き
て
い
た
と
い
う
。
時

を
経
て
1
9
8
6
年
、
疎
開
芸
術
家
た
ち
が
こ

の
地
で
自
然
と
結
び
つ
い
た
芸
術
都
市
を
夢
見

た
と
い
う
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
き
継
ぎ
、

「
藤
野
ふ
る
さ
と
芸
術
村
構
想
」
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
神
奈
川
県
と
相
模
川
流
域
13
市
町
村

に
よ
る
「
い
き
い
き
未
来
相
模
川
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
い
た
モ
デ
ル
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
こ
れ
を

受
け
て
野
外
彫
刻
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
ス

タ
ー
ト
、「
藤
野
ふ
る
さ
と
芸
術
村
メ
ッ
セ
ー

ジ
事
業
」※
が
現
在
ま
で
長
期
に
わ
た
り
展
開

さ
れ
、
県
立
施
設
「
藤
野
芸
術
の
家
」※
が
で

き
る
（
1
9
9
5
年
）
な
ど
、
機
運
を
つ
く
る
。

芸
術
に
限
ら
な
い

多
様
な
社
会
的
活
動

　
並
行
し
て
、
自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
や
広

義
に
芸
術
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
の
は
、
在
住
芸
術
家
や
移
住
者
、
各
種
団

体
な
ど
に
よ
る
独
自
の
催
し
や
、
芸
術
に
限
ら

な
い
多
様
な
社
会
的
活
動
だ
。
例
え
ば
、
メ
ッ

藤野観光協会藤野ふるさと芸術村
メッセージ事業

H

藤
野
ふ
る
さ
と

芸
術
村
構
想

ア
ト
リ
エ
や
工
房
、
住

宅
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
な
ど
を
用
意

し
、
芸
術
家
を
誘
致

す
る
「
ア
ー
ト
・
ビ

レ
ッ
ジ
」、
手
工
業
職

人
を
養
成
す
る
「
マ

イ
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ

ジ
」、
ビ
ジ
タ
ー
向
け

の
創
作
活
動
施
設
「
レ

ジ
ャ
ー
・
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」（
1
9
9
5
年

「
藤
野
芸
術
の
家
」
で

一
部
実
現
）、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、
滞
在
施

設
な
ど
を
有
し
た
「
ロ

グ
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど

を
つ
く
り
一
大
ア
ー

ト
・
リ
ゾ
ー
ト
化
す
る

と
い
う
内
容
だ
っ
た

が
実
現
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

藤
野
ふ
る
さ
と
芸
術

村
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業

「
藤
野
ふ
る
さ
と
芸

術
村
構
想
」
を
P
R

す
る
位
置
づ
け
で

1
9
9
0
年
に
神
奈
川

県
が
事
業
化
し
、
大
掛

か
り
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
。
1
9
9
2

年
に
藤
野
町
へ
事
業

が
移
管
さ
れ
、
規
模
は

さ
さ
や
か
な
が
ら
現

在
ま
で
継
続
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。（
次
項

を
参
照
）

藤
野
芸
術
の
家

1
9
9
5
年
に
藤
野
青

少
年
の
家
を
建
て
替

え
て
で
き
た
県
立
施

設
。
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
陶
芸
や
木
工
、

ガ
ラ
ス
工
芸
な
ど
の

芸
術
体
験
が
で
き
る

工
房
を
備
え
る
。
ホ
ー

ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
会
議

室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
レ

ン
タ
ル
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
宿
泊
・
キ
ャ
ン
プ

利
用
も
で
き
る
。5

相模湖に流れ込む相模川と日連大橋

藤野在住画家、内田松里画“Fujino・Satoyama”。（本誌表紙絵原画）
藤野には多くのアーティストも住む

藤野駅を降りると広がる山あいの風景
髙橋政行さんの作品『緑のラブレター』が目に飛び込む

セ
ー
ジ
事
業
の
開
始
直
後
に
は
、
行
政
に
頼
ら

ず
芸
術
家
が
自
主
的
に
大
規
模
野
外
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
「
砂
の
曼
荼
羅
」
を
企
画
・
運
営
し

（
1
9
9
0
年
）、
そ
の
後
も
様
々
な
野
外
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
流
れ
が
で
き
た
。「
ふ
じ
の

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」（
1
9
9
3
年
〜
）、

「
ぐ
る
っ
と
お
散
歩
篠
原
展
」（
1
9
9
7
年

〜
）、「
藤
野
ぐ
る
っ
と
陶
器
市
」（
2
0
0
0

年
〜
）、「
こ
も
り
く
」（
2
0
0
6
〜

2
0
1
5
年
）
な
ど
、
ア
ト
リ
エ
や
シ
ョ
ッ
プ

を
つ
な
ぐ
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
形
式
の
催
し
や
回

遊
型
の
展
覧
会
、
大
規
模
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
体

験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　
永
続
可
能
な
農
業
を
も
と
に
、
人
と
自
然

が
共
に
豊
か
に
な
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い

く
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
普
及
す
る
拠
点

「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

（
P
C
C
J
）」
の
発
足
（
1
9
9
6
年
）、
実

学
や
体
験
を
重
視
し
た
独
自
の
思
想
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
一
貫
教
育
を
行
う
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

学
園
初
等
部
・
中
等
部
開
校
（
2
0
0
5
年
）

の
影
響
も
大
き
い
。
P
C
C
J
で
の
学
び
を

き
っ
か
け
に
藤
野
に
出
合
い
、
そ
の
ま
ま
移
住

す
る
人
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園
へ
の
通
学
を
目

的
に
移
住
す
る
人
も
出
て
き
た
か
ら
だ
。
そ
こ

に
あ
る
も
の
を
生
か
す
。
感
性
を
大
事
に
す
る

視
点
は
芸
術
家
的
で
も
あ
る
。
2
0
0
9
年
に

は
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
市
民
活
動
「
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
藤
野
」
も
始
ま
っ
た
。

人
々
が
自
ら
の
暮
ら
し
を

つ
く
る
ま
ち
へ
更
新

　
廃
校
を
活
用
し
た
宿
泊
交
流
施
設
「
篠
原

の
里
」（
2
0
0
5
年
〜
）、
ラ
イ
ブ
や
展
覧
会

も
開
催
可
能
な
「
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
S
h
u
」

（
2
0
0
7
年
〜
）、
コ
ン
テ
ナ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
立
ち
並
ぶ
ア
ー
ト
市
場
「
ふ
じ
の
ア
ー
ト

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」（
2
0
1
0
年
〜
）、
シ
ェ
ア
ス

タ
ジ
オ
・
オ
フ
ィ
ス
「
M
A
R
G
I
N
A
L 

F
U
J
I
N
O
」（
2
0
1
2
年
〜
）、
藤
野
観

光
案
内
所
「
ふ
じ
の
ね
」（
2
0
0
9
年
〜
）、

「
廃
材
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ゆ
る
ゆ
る
」（
2
0
1
3

年
〜
）、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
る

「
森
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
F
U
J
I
N
O
」

（
2
0
2
2
年
〜
）
な
ど
、拠
点
も
増
え
て
き
た
。

　
派
手
な
催
し
が
行
わ
れ
た
り
、
大
規
模
な

施
設
が
多
く
つ
く
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
芸
術
家
や
移
住
者
に
よ
る
創
造
的
な
営

み
が
次
々
と
生
ま
れ
、
地
域
は
そ
れ
を
受
け
入

れ
、
行
政
が
さ
さ
や
か
に
支
え
る
と
い
う
構
造

が
ま
ち
に
活
力
を
与
え
好
循
環
を
生
み
出
し
て

い
る
。
そ
れ
は
藤
野
を
「
芸
術
村
」
と
い
う
限

ら
れ
た
芸
術
家
に
よ
る
ま
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
い
つ
の
間
に
か
塗
り
替
え
、「
人
々
が
自
ら

の
暮
ら
し
を
つ
く
る
ま
ち
」
に
更
新
し
て
い
る
。

K



6

中
村
賢
一
さ
ん

旧
藤
野
町
に
生
ま
れ
、

1
9
7
0
〜
2
0
0
4

年
に
か
け
て
藤
野
町
役

場
勤
務
。
福
祉
、
ま

ち
づ
く
り
の
分
野
な

ど
を
担
当
し
「
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ

ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」

や
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

学
園
」
の
誘
致
も
行
っ

た
。
2
0
1
0
年
に

ふ
じ
の
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
設
立
（
こ
れ
を

母
体
に
2
0
1
5
年

に
藤
野
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
設
立
）、

2
0
1
3
年
藤
野
里

山
交
流
協
議
会
を
設

立
す
る
な
ど
、
民
間
に

立
場
を
変
え
て
地
域

と
移
住
者
の
橋
渡
し

役
を
務
め
て
い
る
。

芸
術
の
道

名
倉
地
区
な
ど
に
つ

く
ら
れ
た
28
の
野
外
環

境
ア
ー
ト
作
品
を
め

ぐ
る
た
め
の
ル
ー
ト

整
備
が
さ
れ
、
マ
ッ
プ

が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

れ
に
向
け
た
景
観
づ
く
り
と
し
て
彫
刻
を
設

置
。
当
初
は
そ
の
P
R
事
業
と
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
事
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
元
に

な
っ
て
い
る
『
い
き
い
き
未
来
相
模
川
プ
ラ
ン
』

は
ハ
ー
ド
整
備
が
中
心
で
し
た
が
、
藤
野
は
水

源
地
だ
か
ら
そ
れ
が
や
り
に
く
い
と
い
う
事
情

も
あ
っ
た
は
ず
。
結
果
と
し
て
み
れ
ば
、
新
し

く
で
き
た
建
物
は
あ
ま
り
な
い
け
れ
ど
、
ソ
フ

ト
整
備
で
面
白
い
ま
ち
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。」
と
語
る
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
の
立
ち
上
げ
当
時
、
か
つ

て
の
疎
開
芸
術
家
た
ち
の
存
在
は
ま
ち
で
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
役
場
内
で
も
芸
術

と
い
う
響
き
に
違
和
感
が
あ
っ
た
と
い
う
。
当

時
は
数
人
だ
っ
た
ま
ち
の
在
住
芸
術
家
も
、
中

身
の
な
い
ハ
ー
ド
整
備
に
全
員
が
否
定
的
な
意

見
を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
バ
ブ
ル
経
済
の
頃
で

予
算
は
あ
り
、
外
か
ら
代
理
店
が
関
わ
り
大
き

な
仕
掛
け
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
い
う
手
法
は

あ
る
意
味
で
常
套
手
段
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
自

体
は
大
規
模
に
ス
タ
ー
ト
し
、
注
目
を
集
め
る

き
っ
か
け
に
は
な
っ
た
そ
う
だ
。
時
を
同
じ
く

し
て
1
9
9
0
年
、
在
住
芸
術
家
に
よ
る
初
の

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
「
砂
の
曼
荼
羅
」
も
開
催
さ

れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
の
力
は

借
り
ず
、
自
己
資
金
で
の
取
り
組
み
。
言
わ
ば

県
政
へ
の
反
発
か
ら
生
ま
れ
た
動
き
だ
っ
た
。

「
藤
野
ア
ー
ト
ス
フ
ィ
ア
」

と
し
て
の
再
出
発

　
潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
1
9
9
2
年
。
バ
ブ

ル
崩
壊
の
影
響
も
あ
り
県
が
予
算
を
打
ち
切

る
一
方
で
、
町
は
少
な
い
財
政
の
中
で
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
事
業
の
継
続
を
図
る
。
同
規
模
に
は
遠

く
お
よ
ば
ず
と
も
ま
ず
は
1
／
10
に
あ
た
る

2,
0
0
0
万
円
の
予
算
を
組
み
（
現
在
は
数

百
万
円
／
年
規
模
）、
別
名
「
藤
野
ア
ー
ト
ス

フ
ィ
ア
」
と
し
て
再
出
発
し
た
の
だ
。
河
内
さ

ん
た
ち
は
、
代
理
店
な
ど
を
使
わ
ず
日
頃
か
ら

親
交
の
あ
っ
た「
砂
の
曼
荼
羅
」実
施
メ
ン
バ
ー

ら
に
相
談
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
地
域
の
作

家
や
住
民
を
主
体
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
、
予

算
は
出
す
け
ど
内
容
に
は
口
を
出
さ
な
い
こ
と

な
ど
を
伝
え
て
「
炎
・
舞
・
響
・
刻
」
と
い
う

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
さ
せ
た
。

　
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
事

業
「
藤
野
ア
ー
ト
ス
フ
ィ
ア
」
は
名
前
を
変
え

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
い
年
で
年
間
30

以
上
の
団
体
・
イ
ベ
ン
ト
が
こ
れ
に
参
加
し
て

い
る
。「
芸
術
家
も
で
す
が
、
住
民
の
方
が
自

発
的
に
や
り
た
い
と
提
案
し
て
く
る
も
の
を
5

〜
10
万
円
の
補
助
金
も
含
め
て
、
と
に
か
く
町

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
あ
ま
り
う
る
さ
い
こ

と
を
言
わ
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
を
実
現

す
る
努
力
を
す
る
。
だ
か
ら
い
ろ
ん
な
活
動
が

起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
、“
藤
野
っ
て
い
つ
も
何

か
や
っ
て
い
て
、
面
白
い
と
こ
ろ
だ
よ
ね
”
と

い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。」（
河
内
さ
ん
）

藤
野
ら
し
い
暮
ら
し
や
活
動
が

つ
く
る
芸
術
村

　
ま
た
「
藤
野
が
面
白
い
」「
活
動
し
や
す
い

ら
し
い
」
と
い
う
噂
は
す
ぐ
に
広
ま
り
、
物
書

き
か
ら
役
者
、
文
楽
の
人
形
遣
い
な
ど
様
々

な
芸
術
家
が
次
々
と
移
住
し
た
流
れ
も
あ
っ

た
。
役
場
は
明
確
に
芸
術
家
の
移
住
窓
口
な
ど

を
設
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
相
談

を
受
け
る
と
そ
れ
に
も
丁
寧
に
対
応
し
、
地
域

の
空
き
家
を
持
つ
人
な
ど
に
つ
な
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
も
し
て
い
た
。
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
事

業
も
担
当
し
、
P
C
C
J
や
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学

園
の
誘
致
に
も
携
わ
っ
た
元
藤
野
町
職
員
の
中

村
賢
一
さ
ん
※
に
至
っ
て
は
、
当
時
担
当
し
て

い
た
福
祉
課
の
仕
事
の
範
囲
や
公
私
を
超
え
て

手
伝
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
藤
野
で
の
生
活
に
興

味
を
持
つ
芸
術
家
は
、
創
作
に
は
こ
だ
わ
り
が

あ
っ
て
も
、
地
域
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

い
真
面
目
な
人
た
ち
が
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
も
起

こ
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
。「
芸
術
と
い
う
よ

り
、
農
業
や
林
業
、
あ
る
い
は
生
活
文
化
・
生

産
文
化
み
た
い
な
も
の
を
含
め
て
藤
野
ら
し
い

暮
ら
し
ぶ
り
や
活
動
み
た
い
な
も
の
を
つ
く
っ

て
い
く
。
そ
う
い
う
の
が
芸
術

村
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。」

（
河
内
さ
ん
）

役
場
内
で
も
違
和
感
が
あ
っ
た

芸
術
と
い
う
響
き

　
1
9
8
6
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
「
藤
野
ふ

る
さ
と
芸
術
村
構
想
」
は
、
神
奈
川
県
の
主

導
に
よ
り
「
藤
野
ふ
る
さ
と
芸
術
村
メ
ッ
セ
ー

ジ
事
業
」
と
し
て
1
9
8
8
年
に
事
業
化
。

1
9
9
2
年
に
県
か
ら
藤
野
町
へ
事
業
が
移
管

さ
れ
、
2
0
0
7
年
の
相
模
原
市
へ
の
編
入
を

経
て
現
在
に
至
る
ま
で
毎
年
継
続
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
当
初
は
億
単
位
だ
っ
た
予
算
も
現
在

で
は
数
百
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
に
長
期
的
に
芸
術
文
化
活
動
を
推
進
し
て

い
る
自
治
体
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
こ
れ
が

有
形
無
形
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
多
様
な
形
で
生
み

出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
変
遷
、
ま
ち
と
し

て
の
ス
タ
ン
ス
を
探
っ
た
。

　
元
藤
野
町
職
員
の
河
内
正
道
さ
ん
は
、
芸
術

村
構
想
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
の
立
ち
上
げ
当
時

を
よ
く
知
る
ひ
と
り
だ
。
藤
野
の
篠
原
地
区
の

農
家
に
育
ち
、
町
役
場
・
企
画
財
政
課
の
職
員

と
し
て
1
9
8
9
年
か
ら
約
6
年
間
メ
ッ
セ
ー

ジ
事
業
の
担
当
を
務
め
た
。
河
内
さ
ん
は
「
漠

然
と
し
た
構
想
が
県
か
ら
打
ち
出
さ
れ
て
、
こ

藤野ふるさと芸術村
メッセージ事業
36年の歩み

河内さんの家は篠原地区で
８代続く元養蚕農家

元藤野町職員の河内正道さん
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特
定
の
人
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

持
続
可
能
な
や
り
方

　「
山
が
荒
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
地
区
の
住

人
で
枝
打
ち
に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
し
、
自
然

の
中
で
の
生
き
方
も
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。今
人
間
に
必
要
な
の
は
、自
然
を
も
っ

と
理
解
す
る
こ
と
。
自
然
と
共
に
生
き
る
知
恵

を
獲
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
藤
野
に
は
、
そ
う
い
う
感

性
を
持
っ
て
い
る
人
の
移
住

が
か
な
り
多
い
と
思
い
ま
す
。」

（
髙
橋
さ
ん
）

　
県
が
手
を
引
い
て
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業

の
参
加
企
画
の
中
に
は
、
大

が
か
り
な
も
の
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
の
多
く
は
規
模
の
大

き
さ
を
求
め
て
い
な
い
。
特
定

の
人
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

持
続
可
能
な
や
り
方
で
、
住

民
や
藤
野
の
環
境
に
興
味
の

あ
る
人
た
ち
が
共
に
楽
し
め

る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

　「
作
品
の
販
売
ス
タ
イ
ル

も
、
東
京
に
持
っ
て
い
っ
て
売

る
の
で
は
な
く
て
、
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
／
ア
ト
リ
エ
形
式
が
一

般
的
。
景
色
も
い
い
し
お
茶

を
し
が
て
ら
来
て
く
だ
さ
い

と
い
う
形
に
し
て
、
藤
野
の
暮

ら
し
も
感
じ
て
も
ら
う
。
そ

れ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。」

（
髙
橋
さ
ん
）

ま
ち
の
意
思
表
明
と
し
て
制
作
し
た

『
緑
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

　
現
在
の
藤
野
で
も
そ
の
多
く
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
野
外
彫
刻
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
の
一

環
と
し
て
1
9
8
6
〜
1
9
9
1
年
に
か
け
て

制
作
さ
れ
た
も
の
だ
。
億
単
位
の
予
算
が
投

入
さ
れ
、
国
内
外
の
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

参
加
。「
芸
術
の
道
」※
と
名
づ
け
ら
れ
た
山
沿

い
の
通
り
や
休
憩
所
な
ど
の
公
共
的
ス
ポ
ッ
ト

に
、
大
型
の
彫
刻
作
品
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。

1
9
8
8
年
に
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催

さ
れ
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
、
野
外
環
境
彫

刻
展
と
し
て
3
0,
0
0
0
人
を
動
員
し
た
年

も
あ
る
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

　
た
だ
前
頁
に
記
し
た
よ
う
に
、
当
時
ま
だ
少

な
か
っ
た
在
住
芸
術
家
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
自

体
に
距
離
を
と
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。
そ
の
中
で
彫
刻
展
に
参
加
し
、
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
的
作
品
と
な
っ
て
い
る
『
緑
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
』
を
制
作
し
た
造
形
作
家
の
髙
橋
政
行
さ

ん
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。「
そ
も

そ
も
美
術
業
界
を
含
む
、
人
間
の
社
会
か
ら
距

離
を
と
り
、
自
然
と
付
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
い

環
境
に
身
を
置
く
た
め
に
、
1
9
8
0
年
に
横

浜
か
ら
移
住
し
ま
し
た
。『
緑
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

は
県
の
企
画
と
い
う
よ
り
は
、
町
と
し
て
こ
れ

か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
意
思
表
明
を
す
る
た

め
に
、
藤
野
を
象
徴
す
る
作
品
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
意
図
で
直
接
役
場
か
ら
相
談
を
受
け
て

形
に
し
た
も
の
で
す
。
駅
か
ら
も
国
道
か
ら
も

見
え
る
山
の
、
町
長
の
土
地
が
使
え
る
と
い
う

こ
と
を
提
示
さ
れ
て
、
表
現
を
通
し
て
問
題
提

起
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。」

　
作
品
は
、
山
の
木
々
の
中
に
白
い
シ
ー
ト
な

ど
で
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
形
を
表
現
し
た
も
の
で
、

サ
イ
ズ
は
縦
17 

m
×
横
26 

m
。
添
え
ら
れ
た
手

の
形
か
ら
、
山
が
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
抱
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
を
見
る
人
に
、山
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

住
む
場
所
を
藤
野
に
移
し
た
髙
橋
さ
ん
の
根
源

的
な
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

アートと響き合う
観光まちづくり 神奈川県相模原市藤野

「芸術の道」野外環境彫刻展’86〜’91と
在住芸術家の思い

❶菅木志雄『景の切片』　❷フェリット・オズ
シェン『雨』　❸髙橋政行『山の目』　❹三梨
伸『両側の丘の斜面』　❺杉浦康益『語り合う
石たち』と名倉地区の里　❻「芸術の道」沿に
ある葛原神社。古くからの神社や寺院がある集
落に屋外環境アートが共存している

❶❷1980年に東京から移住
した造形作家の髙橋政行さ
ん。同じく作家活動を行うパー
トナーと共にオープンハウス形
式での発表活動も行う　❸篠
原地区に立つ住む髙橋夫妻
のアトリエ兼住まい

●❸

❷

❸

 ❶

●❹ ●❷❷

●❻ ●❺

●❶

藤野の名倉地区を一周する「芸術の道」沿いに
多くの野外環境アート作品が設置されている

写真提供：相模原市HH

H
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う
に
な
る
。
ま
た
子
育
て
世
代
の
芸
術
家
同
士

や
住
人
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
「
マ
ッ
コ
ー
保
育

園（
現
の
び
る
っ
こ
保
育
園
）」も
あ
っ
た
。
声

を
か
け
れ
ば
人
が
す
ぐ
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
の
規
模
感
。
子
育
て
を
機
に
移
住
し
た
人

も
馴
染
み
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
と

い
う
環
境
が
い
い
形
に
作
用
し
て
い
た
の
だ
。

「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
」
と

「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園
」
の
開
設

　
ま
た
自
然
と
共
に
生
活
を
営
み
、
人
間
ら

し
い
文
化
も
生
み
出
す
と
い
う
点
で
は
価
値

を
共
有
し
な
が
ら
、
芸
術
活
動
と
は
異
な
る

ア
プ
ロ
ー
チ
で
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
活
動
や

拠
点
も
増
え
て
い
く
。
ま
ず
、
1
9
9
6
年

に
「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
（
P
C
C
J
）」
が
発
足
。
留
学
先
の
ア

メ
リ
カ
で
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
出
合
い
、
日

本
で
そ
の
提
唱
と
実
践
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

拠
点
（
農
家
・
農
場
）
を
探
し
て
い
た
の
は

P
C
C
J
の
設
楽
清
和
さ
ん
。
藤
野
に
移
住

し
て
い
た
知
人
の
カ
ナ
ダ
人
女
性
を
訪
ね
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
候
補
地
と
し
て
の
検
討
が

進
み
、
役
場
を
訪
ね
る
と
移
住
希
望
者
同
様
、

非
常
に
丁
寧
で
協
力
的
な
対
応
を
得
て
決
定

に
至
っ
た
と
い
う
。
P
C
C
J
は
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
実
践
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
そ
の
理

論
や
手
法
を
単
発
・
連
続
講
座
な
ど
を
通
し
て

普
及
。全
国
か
ら
こ
れ
を
学
び
た
い
人
が
訪
れ
、

そ
の
暮
ら
し
の
実
践
を
す
べ
く
そ
の
ま
ま
藤
野

へ
の
移
住
を
決
め
る
人
も
い
る
と
い
う
。
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
の
卒
業
生
は
2,
2
0
0
名

（
2
0
2
2
年
現
在
）
に
の
ぼ
る
。

　
続
い
て
、
2
0
0
5
年
に
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

学
園
」
初
等
部
・
中
等
部
（
2
0
1
2
年
に
は

高
等
部
）
の
開
校
。
ド
イ
ツ
発
の
独
自
思
想
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
教
育
機
関
で
、
日
本

で
は
1
9
8
7
年
に
新
宿
で
私
塾
的
に
開
校
。

そ
の
後
、
場
所
を
変
え
規
模
を
大
き
く
し
な
が

ら
、内
閣
府
に
よ
る
構
造
改
革
特
別
区
域
法（
い

わ
ゆ
る
特
区
）
の
制
度
を
活
用
し
て
学
校
法
人

化
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柔
軟
化
を
目
指
し
て
い

た
。
藤
野
で
は
少
子
化
に
よ
り
2
0
0
2
年
頃

か
ら
小
学
校
の
統
合
や
廃
校
が
進
み
、
そ
の
数

は
2
0
0
6
年
ま
で
に
10
か
ら
3
に
減
少
。シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
学
園
は
そ
の
廃
校
の
活
用
※
で
町
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。
町
外
か
ら
は
、
他
の

私
立
校
か
ら
廃
校
を
林
間
学
校
施
設
と
し
て

活
用
す
る
申
し
出
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
様
々
な

変
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
地
域
性
と
の
相
性
、

通
年
の
活
用
や
家
族
ぐ
る
み
で
の
移
住
を
期
待

し
て
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園
の
受
け
入
れ
を
決
め

た
と
い
う
。
生
徒
の
保
護
者
に
は
医
師
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
作
家
、
写
真
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
時
間
や
場
所
に
拘
束
さ
れ
づ
ら
い
人
が
多

藤
野
の
ア
ー
ト
情
報
を

ま
と
め
て
発
信

　
芸
術
村
構
想
を
道
半
ば
で
打
ち
切
っ
た
県
だ

が
、
1
9
9
5
年
に
藤
野
青
少
年
の
家
を
建
て

替
え
、
構
想
の
ご
く
一
部
を
実
現
し
た
よ
う
な

「
藤
野
芸
術
の
家
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
芸
術
家
・
住
民

の
活
動
拠
点
が
増
え
た
点
で
は
も
ち
ろ
ん
、
町

内
外
か
ら
気
軽
に
訪
問
で
き
る
場
所
に
も
な

り
、機
運
を
後
押
し
し
た
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
に
つ
い
て
は
一
定
期
間
に
集

中
し
て
行
わ
れ
る
形
で

は
な
く
、
担
い
手
の
企

画
に
応
じ
て
年
間
を

通
し
て
行
わ
れ
る
形
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　
芸
術
家
や
活
動
に

協
力
的
な
住
人
が
つ

な
が
る
機
会
や
場
も

あ
っ
た
。
詩
人
・
編
集

者
で
も
あ
っ
た
旧
藤

野
町
議
会
議
員
の
三

宅
節
子
さ
ん
の
呼
び

か
け
を
き
っ
か
け
に
、

1
9
9
7
年
に
芸
術
家

集
団
「
き
の
こ
ぷ
ら
ん

に
ん
ぐ
」が
結
成
さ
れ
、

自
分
た
ち
の
手
で
藤

野
の
ア
ー
ト
情
報
を
ま

と
め
て
発
信
し
て
い
く

活
動
や
、
藤
野
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な

ど
を
手
が
け
て
い
く
よ

パーマカルチャー・センター・
ジャパン（PCCJ）

パーマカルチャーとは、永続可能な農業をもとに、人
と自然が共に豊かになるような関係を築いていくため
のデザイン手法。日本では、留学先のアメリカでパー
マカルチャーに出会った設楽清和さんにより、1996
年に藤野に「パーマカルチャー・センター・ジャパン
（PCCJ）」が発足。その実践と普及活動を行っている。

シュタイナー学園
ドイツの思想家ルドルフ・シュタイナーの教育理念に
基づき、子どもの成長・発達に合わせた芸術性豊かな
小中高一貫教育を行う。実学や体験を重視したシュタ
イナー教育独自のカリキュラムにより、どんな時代・
どんな環境においても、自分らしく生きていける自立
した「自由な人間」を育てることを目指している。日
本では1987年にこれを取り入れた「東京シュタイナー
シューレ」が開設。2005年に「シュ
タイナー学園」初等部・中等部（2012
年には高等部）が開校した。

廃
校
の
活
用

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園

と
な
っ
た
廃
校
の
他

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら

の
ア
ト
リ
エ
「
牧
郷
ラ

ボ
」（
2
0
0
3
〜
）、

宿
泊
交
流
施
設
「
篠

原
の
里
」（
2
0
0
5

〜
）、
体
験
施
設
「
ふ

じ
の
体
験
の
森
や
ま

せ
み
」（
2
0
0
9
〜
）

な
ど
様
々
な
形
で
活

用
が
始
ま
っ
た
。

生活を営み、
文化も生み出す動きの数々

神奈川県立「藤野芸術の家」。宿泊施設や
キャンプ場も備えたアート体験施設

2005年に開講したシュタイナー学園。
通学のため、移住する家族も増えた

築150年以上の古民家を活用
した「柚子の家」。農業法人藤
野倶楽部は複数の農園や食堂、
宿泊施設を運営

S
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「
廃
材
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ゆ
る
ゆ
る
」

エ
コ
と
ア
ー
ト
の
融
合
と

助
け
合
い
の
精
神
に
よ
る
運
営

　
芸
術
家
が
自
ら
の
手
で
生
み
出
し
た
、
独

創
的
な
拠
点
／
活
動
も
あ
る
。「
廃
材
エ
コ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ゆ
る
ゆ
る
」
は
、
絵
画
に
始
ま
り

万
華
鏡
な
ど
も
制
作
す
る
傍
嶋
飛
龍
さ
ん
が

2
0
1
3
年
に
ス
タ
ー
ト
。
藤
野
の
中
心
部
か

ら
も
外
れ
た
山
奥
の
限
界
集
落
の
一
角
に
あ
る

廃
工
場
と
敷
地
を
廃
材
で
つ
く
り
変
え
た
ス

ペ
ー
ス
で
、
ど
こ
か
に
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
調
度
品
が
至
る
所
に
飾
ら
れ
て
い
た

り
、
太
陽
光
の
電
力
に
よ
る
電
飾
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
た
り
と
、
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
る
。

　「
こ
こ
は
エ
コ
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
み
た

い
な
形
で
、99 .
9
%
が
ゴ
ミ
で
で
き
て
い
ま
す
。

震
災
も
き
っ
か
け
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
不
在
化
し
て
い
る
社
会
に
疑
問
を
感
じ
て
い

て
、
仲
間
を
集
め
て
秘
密
基
地
づ
く
り
と
い
う

テ
ン
シ
ョ
ン
で
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
4
年
は

ほ
と
ん
ど
空
間
を
つ
く
り
込
む
こ
と
に
時
間
を

く
、
結
果
と
し
て
地
域
医
療
の
充
実
や
地
域
活

動
の
活
性
化
と
い
う
思
わ
ぬ
影
響
も
あ
っ
た
と

い
う
。

「
ふ
じ
の
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

「
地
域
通
貨
」「
藤
野
電
力
」
な
ど
の

地
域
活
動
の
誕
生

　
2
0
0
7
年
に
藤
野
が
相
模
原
市
に
編
入
さ

れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
は
継
続
と
な
る
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
数
自
体
も
減
少
傾
向
と
な
る
。
し
か

し
公
的
な
動
き
に
頼
ら
な
い
活
動
や
拠
点
が
生

ま
れ
る
流
れ
は
止
ま
ら
ず
、
ラ
イ
ブ
や
展
覧
会

も
開
催
可
能
な
「
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
S
h
u
」

（
2
0
0
7
年
〜
）、
コ
ン
テ
ナ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

立
ち
並
ぶ
ア
ー
ト
市
場
「
ふ
じ
の
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」（
2
0
1
0
年
〜
）な
ど
が
オ
ー
プ
ン
。

そ
し
て
市
民
が
自
発
的
に
地
域
の
暮
ら
し
を
考

え
、日
々
の
暮
ら
し
方
を
変
え
て
い
く
活
動
「
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
藤
野
」
が
2
0
0
9
年
に
始
ま

る
。
こ
こ
か
ら
「
地
域
通
貨
よ
ろ
づ
屋
」「
藤

野
電
力
」
な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ
る
地
域
活
動

も
生
ま
れ
た
。

費
や
し
て
い
ま
し
た
が
。」（
傍
嶋
さ
ん
）

　
運
営
の
仕
組
み
は
シ
ン
プ
ル
で
、
月
1
回
開

催
し
て
い
る
と
い
う
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
誰
で
も
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
費
や
定
め
ら
れ
て
い
る
義
務
は
な
く
、
各
々

が
こ
こ
で
や
り
た
い
こ
と
を
部
活
と
い
う
形

で
、
共
有
し
な
が
ら
や
る
。
足
り
な
い
も
の
は

自
ら
持
ち
寄
り
、
つ
く
る
。
太
鼓
を
叩
く
、
映

画
を
見
る
、
畑
を
つ
く
る
、
料
理
を
す
る
、
染

色
を
す
る
、
子
ど
も
と
自
然
の
中
で
遊
ぶ
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
や
っ
て
み
る
等
々
。
た
ま
に

遊
び
に
来
る
だ
け
で
も
い
い
。

　「
登
録
制
の
村
づ
く
り
と
い
う
感
じ
で
、
緩

や
か
な
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
お
金
で
人
が
分
断
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
ギ
フ
ト
だ
け
で
や
っ
て
い
て
、
お
賽
銭

箱
が
置
い
て
あ
る
だ
け
で
。
野
菜
を
持
っ
て
く

る
と
か
、
掃
除
を
す
る
と
か
で
も
い
い
。
コ
モ

ン
と
い
う
か
、
共
有
度
が
高
い
場
所
。
音
楽

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
み
た
い
な
感
じ
で
、
何
か
足
り

な
く
な
っ
て
も
誰
か
が
い
れ
ば
続
く
し
、
そ
こ

に
ま
た
人
が
来
る
み
た
い
な
形
で
続
い
て
い
ま

す
。」（
傍
嶋
さ
ん
）

　
お
金
に
頼
ら
な
い
贈
与
の
関
係
、
助
け
合

い
の
精
神
に
よ
る
独
自
の
運
営
方
針
に
共
感
し

各
々
の
興
味
と
ペ
ー
ス
で
参
加
・
活
動
す
る
メ

ン
バ
ー
（
＝
村
民
）
が
今
で
は
9
0
0
人
以
上

も
い
る
と
い
う
。
メ
ン
バ
ー
は
全
国
に
い
る
そ

う
だ
が
、
多
い
の
は
車
を
1
時
間
く
ら
い
走
ら

せ
れ
ば
来
れ
る
、
東
京
や
神
奈
川
の
方
が
中
心

と
の
こ
と
だ
。

　「
も
ち
ろ
ん
相
性
は
あ
る
と
思
う
。
あ
く
ま

で
う
ち
は
僕
が
村
長
っ
て
い
う
感
じ
で
、
多
様

な
村
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
大
事
で
。『
よ

ろ
づ
屋
』
み
た
い
な
も
の
も
あ
る
し
、
も
の
づ

く
り
系
作
家
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
あ
っ
た
り
、
藤

野
は
そ
の
辺
り
が

豊
か
だ
と
思
い
ま

す
。」（
傍
嶋
さ
ん
）

アートと響き合う
観光まちづくり 神奈川県相模原市藤野

自然と共に

❶❷❸ふじのアートヴィレッジ　
❹里山の斜面に県の花ヤマユ
リが自生する　❺❻廃材エコ
ヴィレッジゆるゆる

2013年から「廃材エコヴィレッジゆるゆる」
を運営する傍嶋飛龍さん

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻ K

K

K

K

S

K

K

●❶
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「トランジション・タウン」は2005
年、パーマカルチャー講師のロブ・
ホプキンスがイギリス南部のトット
ネスで起こした市民運動が始まり。
地域の社会的な課題に対して、市
民が自らの創造力を発揮しながら、
地域の底力を高めるために実践的
な提案活動を行うムーブメントを
指す。藤野では、2009 年にコアメンバーが
集い活動がスタート。つながりのある安心感
を生み出す藤野地域通貨よろづ屋、自立分散
型の自然エネルギー活用を推進する「藤野電
力」などの様々なワーキンググループが生ま
れて活動している。

る
こ
と
を
目
的
に
藤
野
に
移
住
し
た
髙
𫞎𫞎𫞎𫞎
靖
典

さ
ん
も
、
ま
さ
に
そ
の
担
い
手
の
ひ
と
り
。
本

業
は
新
規
事
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
。
川
崎
で
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

を
取
り
入
れ
た
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ

て
い
た
が
、
子
ど
も
の
小
学
校
入
学
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
移
住
に
至
り
、
現
在
は
築
1
8
0
年
の

古
民
家
を
借
り
て
暮
ら
し
て
い
る
。
中
村
さ
ん

の
「
ふ
じ
の
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
手
伝
っ

て
い
た
流
れ
も
あ
り
、
こ
れ
が
母
体
と
な
り

2
0
1
5
年
に
立
ち
上
が
っ
た
「
一
般
社
団
法

人
藤
野
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
代
表
理
事

を
中
村
さ
ん
と
共
同
で
務
め
て
い
る
。

　「
徳
島
県
名
西
郡
神
山
町
※
の
大
南
信
也
さ

ん
が
“
創
造
的
過
疎
”
を
提
唱
し
て
い
ま
す

が
、
藤
野
も
移
住
者
は
増
え
な
が
ら
も
全
体
の

人
口
減
少
に
は
抗
え
な
い
中
で
、
子
育
て
世
代

の
割
合
や
、
社
会
的
な
活
動
は
増
え
て
い
る
な

ど
、
い
い
形
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
神
山
と
同
じ
よ
う
に
人
が
人
を
呼
ぶ
。
数

人
面
白
い
人
を
知
る
と
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
よ

う
、
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
人
も
多
い
感

じ
で
す
ね
。」（
髙
𫞎𫞎𫞎𫞎
さ
ん
）

昼
間
に
人
に
会
え
る
距
離
感
で
の

活
発
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
藤
野
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
ふ
じ
の

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
他
に
も
、
シ
ェ
ア
ス

タ
ジ
オ
・
オ
フ
ィ
ス
「
M
A
R
G
I
N
A
L 

F
U
J
I
N
O
」※
や
、
髙
𫞎𫞎𫞎𫞎
さ
ん
が
本
業
と

し
て
い
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
株
式
会
社
と
の
連
合

で
2
0
2
2
年
か
ら
「
森
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
F
U
J
I
N
O

（
森
ラ
ボ
）」※
の
運
営

も
行
っ
て
い
る
。

　
M
A
R
G
I
N
A
L 

F
U
J
I
N
O
は
廃

墟
に
な
っ
た
ビ
ル
跡
地

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
拠
点
で
、
半
地
下

の
駐
車
場
だ
っ
た
部
分
を
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト

工
房
と
し
て
活
用
し
て
い
る
部
分
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
が
、
地
域
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
た
め
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
機
能
も
あ
り
、
起
業
に
向
け

た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
森
ラ
ボ
も
基
本
機
能
と
し
て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
を
運
営
し
つ
つ
、
宿
泊
を
伴
う
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
施
設
の
情
報
提
供
や
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
多
い
環
境
を
生
か
し
た
ア
ー

子
育
て
世
代
が
増
え

社
会
的
活
動
が
活
発
に

　
市
民
や
民
間
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
的
な

動
き
も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
前
項

に
挙
げ
た
「
ふ
じ
の
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
は
、

市
町
村
合
併
を
機
に
2
0
0
4
年
に
役
場
を
退

職
し
た
中
村
賢
一
さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
。「
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
藤
野
」（
2
0
0
9
年
〜
）
の

立
ち
上
げ
は
、
P
C
C
J
に
参
加
す
る
人
や

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園
に
通
う
生
徒
の
保
護
者
な

ど
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

　
子
ど
も
を
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園
に
入
学
さ
せ

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町

1
9
9
9
年
か
ら
「
神
山

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
／
K
A
I
R
」（
ア
ー

ト
の
滞
在
制
作
を
通
じ
た

国
際
交
流
）な
ど
の
活
動
を

重
ね
て
い
た
神
山
町
国
際

交
流
協
会
が
2
0
0
4
年

に
N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
を
設
立
（
代
表
理

事
：
大
南
信
也
）。
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
支
援
事
業
、

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
受
託
管
理
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
指
定

管
理
事
業
、
森
づ
く
り
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
過
疎

地
域
の
創
造
的
な
変
化
を

促
し
て
い
る
。

M
A
R
G
I
N
A
L 

F
U
J
I
N
O

廃
墟
に
な
っ
た
ビ
ル
跡
地

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
拠

点
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
ラ
フ

ト
ワ
ー
カ
ー
の
ア
ト
リ
エ
、ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
と

し
て
16
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し

出
す
。
ま
た
地
域
活
動
団
体

や
、
地
域
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
の
た
め
の
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
を
設
け
、
起
業
に

向
け
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

行
っ
て
い
る
。

森
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ

F
U
J
I
N
O

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
と
し
て
使
え
る
場
を

提
供
。
住
民
、企
業
、行
政
、

大
学
な
ど
と
の
共
創
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
実
践
。
藤
野

地
区
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
環
境
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
な
ど
も
行
う
。「
S
D
G
s 

w
i
t
h 

A
R
T
」
を
掲

げ
、
個
性
豊
か
な
地
域
と

つ
な
が
る
ハ
ブ
と
な
り
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

こ
と
を
⽬
指
し
て
い
る
。

藤野で暮らし、
働ける環境と
経済の循環を生み出す

トランジション藤野

●❶

●❷

●❸
❶シュタイナー学園がきっかけで藤野に
移住した髙𫞎𫞎靖典さん。一般社団法
人藤野エリアマネジメント代表理事も
勤める。同法人が運営する「森のイノ
ベーションラボFUJINO」は住人や来
訪者も使えるテレワークの場として人気 
❷MARGINAL FUJINO１Fシェアオ
フィス。「藤野電力」などスタートアップ
企業や地域団体のバックアップも行う　
❸「藤野ふるさと芸術村メッセージ事
業」など日頃の市政で息永く細やかに
住民活動を支える相模原市藤野の行
政職員のみなさん

「藤野電力」では太陽光発電ユニッ
トの組立ワークショップや設置も行う

これまでの藤野地区における行政主導・住民主体の取組
（道祖英一・瀬田史彦2023＊より）

一般社団法人藤野エリアマネジメントがホ
テル跡地を整備して作ったMARGINAL 
FUJINO。1階はシェアオフィス

＊ 出典:道祖 英一・瀬田 史彦
「中山間地域における芸術の
まちづくりが移住者の移住動
機に与える影響について－相
模原市緑区藤野地区をモデ
ルとして－」都市計画報告集
22 (2),175-181,2023-09-
07,p177図３より
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も
、「
働
け
る
環
境
と
経
済
の
循
環
を
生
み
出

す
」
こ
と
が
ま
ち
に
さ
ら
に
活
力
を
与
え
、
好

循
環
を
つ
く
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

地
域
で
暮
ら
し

働
け
る
環
境
を
取
り
戻
す

　
現
在
、
日
本
各
地
の
過
疎
地
域
で
移
住
・
定

住
の
推
進
や
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
地
域
と
ア
ー
ト
と

い
う
と
、「
大
地
の
芸
術
祭
」（
新
潟
県
十
日
町

市
・
津
南
町
、
2
0
0
0
年
〜
）
な
ど
の
大
規

模
な
芸
術
祭
の
意
義
、
規
模
は
小
さ
く
と
も
、

地
域
の
芸
術
家
や
団
体
の
活
動
な
ど
が
参
加
す

る
「
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・
マ
ン
ス
」（
大
分
県
別

府
市
、
2
0
1
0
年
〜
）
な
ど
中
間
支
援
型
事

業
の
意
義
が
語
ら
れ
て
久
し
い
が
、
藤
野
で
は

1
9
9
0
年
代
か
ら
そ
の
あ
り
方
を
模
索
し
な

が
ら
実
践
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
芸
術
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
対
外
的
に
注
目

を
集
め
や
す
い
が
、
そ
れ
は
き
っ
か
け
に
し
か

な
ら
な
い
。
継
続
す
る
た
め
の
様
々
な
コ
ス
ト

も
課
題
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
藤
野
の

よ
う
に
地
域
で
暮
ら
し
、
働
け
る
環
境
を
現
代

ら
し
く
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
。
芸
術
家
に
限

ら
ず
、
市
民
が
「
何
か
し
て

み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
も

後
押
し
で
き
る
環
境
に
し
て

い
く
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
地

道
な
取
り
組
み
や
機
運
の
あ

る
ま
ち
こ
そ
が
広
義
の
「
芸

術
村
」
で
あ
り
、真
に
「
人
々

が
自
ら
の
暮
ら
し
を
つ
く
る

ま
ち
」
だ
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

え
、
新
し
い
取
組
が
始
め
や
す
い
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。」（
髙
𫞎𫞎𫞎𫞎
さ
ん
）

寛
容
性
が
育
ま
れ
て
き
た

街
道
沿
い
の
ま
ち

　
住
ん
で
い
る
地
域
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
、

人
の
距
離
感
が
近
い
と
い
う
環
境
が
あ
る
か
ら

こ
そ
「
何
か
新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
な
り

や
す
く
、
そ
れ
を
表
現
活
動
と
し
て
初
期
の
頃

か
ら
藤
野
で
形
に
し
て
き
た
の
は
在
住
芸
術
家

た
ち
だ
っ
た
。
そ
れ
が
表
現
活
動
に
限
ら
ず
、

「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
藤
野
」
の
よ
う
な
市
民
の

自
主
的
な
活
動
の
豊
か
さ
に
も
確
か
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
こ
れ
は
、
藤
野
が
歴
史
的
に
相
模
国
・

武
蔵
国
・
甲
州
の
境
、
街
道
沿
い
の
ま
ち
で
も

あ
り
新
し
い
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
。
新

た
な
領
主
な
り
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

人
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら
反
対
せ
ず
、
ま
ず
は

見
守
る
寛
容
性
が
育
ま
れ
て
い
た
と
い
う
土
壌

に
も
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

ト
体
験
や
自
然
体
験
を
取
り
入
れ
た
合
宿
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
、
福
祉
農
園
や
障
が
い
者
を
対

象
と
し
た
就
労
支
援
施
設
が
参
加
す
る
農
林

福
藝
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
推
進
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
藤
野
で
働
く
こ
と
、
経
済
活

動
の
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　「
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
の
移
住
と
い
う
流
れ

も
あ
り
ま
す
が
、
森
ラ
ボ
の
利
用
者
も
、
そ

れ
ま
で
は
通
勤
し
て
い
た
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に

な
っ
た
か
ら
と
い
う
人
が
多
い
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
、
社
内
で
直
接
会
う
機
会
が
減
っ
た
か
ら

合
宿
と
し
て
行
う
と
い
う
需
要
が
あ
り
ま
す
。」

「
日
本
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
が
増
え
て
し
ま
っ
て
、

住
む
と
こ
ろ
と
働
く
と
こ
ろ
が
別
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
本
来
は
ま
ち
の
中
で
仕
事
や
経
済

も
あ
る
程
度
ま
わ
っ
て
い
て
暮
ら
せ
る
方
が
い

い
。
藤
野
は
周
辺
を
含
め
れ
ば
数
万
人
の
人
口

規
模
だ
し
、
仕
事
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
で
き
れ
ば
、

仕
事
と
暮
ら
し
が
同
じ
場
所
で
出
来
る
。ま
た
、

同
じ
地
域
で
生
活
す
る
時
間
が
長
い
こ
と
で
、

日
中
に
地
域
で
色
ん
な
人
と
会
え
る
機
会
も
増

アートと響き合う
観光まちづくり 神奈川県相模原市藤野

　
初
め
て
藤
野
を
訪
れ
た
の
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て

駅
の
北
側
の
桐
花
園
と
い
う
キ
ャ
ン
プ
場
だ
っ
た
。

大
自
然
の
中
で
鱒
の
つ
か
み
取
り
を
し
た
り
、
孟
宗

竹
で
巨
大
な
そ
う
め
ん
流
し
を
つ
く
っ
た
り
し
た
。

新
潟
の
山
村
育
ち
の
私
で
さ
え
、
奥
深
い
山
奥
に
来

た
な
あ
、
と
い
う
感
覚
を
覚
え
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
は
中
央
線
終
電
に

乗
り
高
尾
駅
で
降
り
忘
れ
、
藤
野
駅
ま
で
行
っ
た
こ

と
が
数
回
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
に
は
遠
す
ぎ
る
。

ど
こ
か
泊
ま
る
か
と
思
っ
て
も
ホ
テ
ル
も
無
く
駅
で

夜
を
明
か
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り

地
理
的
に
は
そ
う
遠
く
な
い
の
だ
が
、
意
識
的
に
は

遠
く
て
大
変
な
と
こ
ろ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

　
昨
年
、
学
部
の
視
察
で
藤
野
を
訪
れ
、
陣
馬
の
湯 

陣
渓
園
周
辺
を
案
内
い
た
だ
き
、
森
や
渓
谷
を
生
か

し
た
新
た
な
観
光
活
動
を
拝
見
し
、
あ
あ
、
こ
こ
は

桐
花
園
の
近
く
だ
と
直
感
し
、
今
で
も
変
わ
ら
な
い

自
然
の
深
さ
や
渓
谷
の
美
し
さ
に
感
心
し
た
。
ま
た

基
礎
ゼ
ミ
で
学
生
と
訪
れ
た
和
田
峠
付
近
で
の
林
業

の
施
行
現
場
で
は
、
森
林
や
地
球
環
境
は
俺
た
ち
が

守
る
の
だ
と
い
う
心
意
気
を
見
せ
て
貰
っ
た
。

　
藤
野
芸
術
の
家
の
先
に
か
つ
て
私
が
青
山
で
お
世

話
に
な
っ
た
家
具
工
房
が
あ
る
。
社
長
は
V
A
N 

J
U
N
世
代
の
怪
し
い
オ
ヤ
ジ
で
あ
る
。
不
幸
に
も

工
房
が
火
災
に
な
っ
た
が
現
在
も
若
者
を
中
心
に
仲

間
を
広
げ
、「
ふ
じ
の
リ
ビ
ン
グ
ア
ー
ト
」
と
し
て
家

具
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
人
怪
し
い
お
じ
さ
ん
が
い
る
。
相
模
原
市

の
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
輸
入
車
専
門
シ
ョ
ッ
プ
の

店
長
が
急
に
店
を
辞
め
、
藤
野
の
奥
で
ひ
っ
そ
り
自

動
車
整
備
の
活
動
を
し
て
い
る
。
本
人
曰
く
藤
野
に

秘
密
基
地
を
つ
く
っ
た
と
。

　
藤
野
は
本
質
を
求
め
ひ
っ
そ
り
と
活
動
す
る
人
達

の
新
た
な
秘
密
拠
点
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　新たな秘密拠点〜藤野　  
観光まちづくり学部　教授　南雲 勝志

❶❷地下駐車場跡を活用したMARGINAL FUJINOの
シェアアトリエ。陶芸や木工などのアトリエが入る

山の緑と渓谷のせせらぎも藤野の魅力

藤野の緑の山々に囲まれた相模湖｡
神奈川県の水源であり、多くの人々の憩いの場、ふるさとである

●❶

●❷

K

K

K

S
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❸❷

温泉津

温
泉
津

島
根
県
中
部
に
位
置

し
、
港
近
く
に
源
泉
が

湧
き
出
る
温
泉
街
を

有
し
て
い
る
。
温
泉
津

町
は
1
9
5
4
年
に

発
足
し
、
2
0
0
5

年
の
合
併
に
よ
り
大

田
市
温
泉
津
町
と
な

る
。
世
界
遺
産
「
石
見

銀
山
」
エ
リ
ア
内
に
あ

り
、
温
泉
津
沖
泊
港
か

ら
は
、
採
掘
さ
れ
た

銀
が
世
界
へ
と
運
び

出
さ
れ
た
歴
史
が
あ

る
。
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
古

い
町
並
み
を
中
心
に
、

旅
館
７
軒 

54
室 

定
員

1
5
0
名
、
景
観
を

生
か
し
た
古
民
家
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
12
軒 

34

室 

1
1
4
名
が
あ
り
、

幅
広
い
客
層
に
人
気

だ
。

❶日本神話に登場する怪物ヤ
マタノオロチと、荒ぶる神といわ
れるスサノオノミコトの闘いを描
いた石見神楽の演目「大蛇」　
❷❸神楽好きの子どもたちは幼
少の頃から舞台経験を積む

❶
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り
を
融
合
さ
せ
た
舞
台
芸
術
と
し
て
全
国
で
行

わ
れ
て
い
る
。
神
社
で
の
奉
納
舞
と
し
て
、
地

元
民
が
世
代
を
超
え
て
伝
え
継
い
で
き
た
伝
統

芸
能
で
あ
る
。地
域
の
文
化
で
あ
る
と
同
時
に
、

楽
し
さ
と
興
奮
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
神
楽

の
た
め
に
地
元
に
残
り
続
け
る
若
者
も
少
な
く

な
い
。

　
だ
が
、
20
数
年
前
ま
で
、
温
泉
津
の
町
に
は

神
楽
を
舞
う
神
楽
団
「
舞
子
連
中
」
が
な
か
っ

た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
温
泉
津
エ
リ
ア
で
は

神楽と温泉街
の融合が

にぎわいを創出

島根県

松江市

大田市

山口県

広島県

鳥取県

温泉津

鄙
び
た
温
泉
街
が
活
気
づ
く

「
石
見
神
楽
」
と
い
う
ア
ー
ト

　
ド
ン
！
　
ヒ
ュ
ー
ラ
ラ
、
ド
ン
、
ド
ン
！
　

温
泉
街
に
、笛
や
太
鼓
の
音
色
が
響
き
わ
た
る
。

毎
週
土
曜
日
の
夜
、
町
の
守
り
神
で
あ
る
「
龍

た
つ
の

御ご
ぜ
ん前
神じ

ん
じ
ゃ社
」※
の
屋
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
石い

わ

見み

神か
ぐ
ら楽

※
。
華
や
か
な
演
舞
と
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
大
勢
の
観
光
客
が
見
物
に

訪
れ
て
い
る
。

　
神
楽
は
、
古
代
よ
り
演
劇
性
と
音
楽
、
踊

神
楽
が
発
展
し
、
観
光
資
源
と
な
っ
た
の
か
。

ま
ず
、
そ
れ
を
解
き
明
か
し
て
み
る
。

　
島
根
県
石
見
地
方
。
こ
こ
で
は
近
世
以
前
か

ら
、
神
楽
が
盛
ん
に
公
演
さ
れ
て
き
た
。
祭
り

や
お
盆
に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
お
囃は

や

子し

が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ
こ
に
吸
い
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
人
々
が
集
ま
る
。
そ
れ
が
地
域
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
温
泉
津
の
町
で
神
楽
の
風
景
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1
9
9
7
年
と

比
較
的
最
近
だ
。
そ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は

次
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
語
る
が
、
石
見
神
楽
の
お

膝
元
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
温
泉
津
の
町

で
神
楽
が
頻
繁
に
公
演
さ
れ
る
様
子
は
、
か
つ

て
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
地
元
に
鎮
座
す
る
龍
御
前
神
社
で

夜
神
楽
を
定
期
公
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
く

の
観
光
客
を
呼
ぶ
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
は
、
こ

こ
数
年
の
こ
と
だ
。

　「
お
客
様
が
来
す
ぎ
て
、対
応
が
大
変
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、「
石
見

神
楽
温
泉
津
舞
子
連
中
」※（
脚
注
は
P 

14
）
副
代

表
の
河
村
隆
弘
さ
ん
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
な
ど
の
S
N
S
を
使
い
、

神
楽
公
演
の
情
報
発
信
を
担
っ
て
い
る
。

神
楽
好
き
が

周
囲
を
動
か
す

　
夜
神
楽
は
い
ま
、
限
定
50
席
が
毎
回
満
席
に

な
る
ほ
ど
好
評
だ
。
拝
観
料
は
一
人
2
0
0
0

円
。
拝
観
時
間
の
夜
8
時
前
に
な
る
と
、浴
衣

姿
の
温
泉
客
が
そ
ぞ
ろ
歩
き
な
が
ら
神
社
へ
と

向
か
う
。
神
楽
の
前
後
に
は
、
温
泉
街
の
バ
ー

で
一
杯
飲
ん
だ
り
、カ
フ
ェ
で
ご
当
地
グ
ル
メ
を

楽
し
ん
だ
り
。
し
っ
と
り
と
し
た
温
泉
街
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
光
景
だ
。

　
こ
の
光
景
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

一
人
が
、
神
楽
面
職
人
の
小
林
泰
三
さ
ん
。
神

楽
の
「
顔
」
と
も
言
え
る
舞
面
を
手
が
け
な
が

ら
、
自
ら
も
舞
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

小
林
さ
ん
が
神
楽
と
出
合
っ
た
の
は
幼
少
の

頃
。
神
楽
が
盛
ん
な
近
隣
の
浜
田
市
に
母
親
の

実
家
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
物
心
が
つ
い
た

時
か
ら
神
楽
に
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
。

　“
神
楽
は
カ
ッ
コ
い
い
”。
こ
れ
が
地
元
の
子

ど
も
た
ち
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
だ
。
小
林
さ
ん
も

神
楽
に
魅
せ
ら
れ
、
11
歳
の
頃
か
ら
面
工
房
に

足
を
運
び
、
面
づ
く
り
を
習
い
始
め
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
の
が
、
地
元
の
神
楽
団
「
石
見
神

楽
温
泉
津
舞
子
連
中
」を
共
に
結
成
す
る
こ
と

に
な
る
大
門
克
典
さ
ん
。
温
泉
津
出
身
、
神
楽

好
き
と
い
う
共
通
点
か
ら
、「
い
つ
か
温
泉
津

で
こ
ん
な
演
目
を
舞
い
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
思
い
が
、
周
囲
を

動
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

島根県大田市

龍
御
前
神
社

室
町
時
代
後
期
の

1
5
3
2
年
に
建
立

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
海
運
の
守
り
神
と

し
て
古
く
か
ら
信
仰
さ

れ
て
お
り
、
境
内
に
は

船
の
絵
馬
や
船
主
が

寄
進
し
た
石
灯
籠
が

奉
納
さ
れ
て
い
る
。
本

殿
裏
手
の
巨
岩
が
ご
神

体
で
、
龍
が
口
を
開
け

た
よ
う
な
姿
が
特
徴
。

石
見
神
楽

島
根
県
の
石
見
地
方

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
。

日
本
書
紀
や
古
事
記

に
登
場
す
る
神
話
や
、

神
事
に
関
連
す
る
舞

な
ど
を
題
材
に
、
き

ら
び
や
か
な
衣
装
を

身
に
着
け
た
舞
い
手

が
、
笛
や
太
鼓
の
拍
子

に
合
わ
せ
て
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
踊
る
。
地
域

の
風
土
や
文
化
と
深

く
結
び
つ
い
て
い
る
。

温泉津※と書いて「ゆのつ」。この地に古くから
ある温泉街がいま、若い世代を魅了する旅ス
ポットへと変貌しつつある。その核となっている
のが、神への奉納舞「神

か ぐ ら

楽」。湯を主役に観
光を活性化するのが温泉街の定石だが、温
泉津エリアでは神楽がキーワードとなり、全て
をつなぐ血脈となっている。温泉津エリアで行
われているまちづくりの軌跡を取材した。

観客の手が届く距離で舞われる神楽

構成＝（株）アットゴー　吾郷 直美
文＝（株）おふぃす・ともとも　高野 朋美

写真＝山本 大智
写真協力＝大田市観光協会、ゆのつ組、温泉津女子会、

石見神楽温泉津舞子連中
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石
見
神
楽
温
泉
津

舞
子
連
中

神
楽
を
公
演
す
る
社

中
（
小
集
団
）。
石

見
地
方
に
は
1
3
0

を
超
え
る
社
中
が
存

在
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
石
見
神
楽
温

泉
津
舞
子
連
中
は

1
9
9
7
年
発
足
と
比

較
的
新
し
い
。
神
楽
に

魅
了
さ
れ
た
温
泉
津

の
若
者
が
同
好
会
と

し
て
立
ち
上
げ
た
の

が
前
身
。

御
花

通
常
は
、
お
祝
い
や
お

供
え
と
し
て
出
す
金

品
。
こ
こ
で
は
、
神
楽

の
観
客
に
よ
る
、
観
劇

へ
の
感
謝
や
舞
子
連

中
や
団
員
を
応
援
す

る
気
持
ち
を
込
め
た

寄
付
行
為
。

神
楽
の
有
料
化
と

毎
週
公
演
の
実
現

　
温
泉
津
に
「
石
見
神
楽
温
泉
津
舞
子
連
中
」

が
発
足
し
た
の
は
1
9
9
7
年
。
当
時
温
泉
津

町
役
場
で
働
い
て
い
た
前
出
の
団
長
の
大
門
さ

ん
は
、「
地
元
の
祭
り
の
舞
台
に
立
ち
た
い
！
」

と
の
率
直
な
願
望
を
町
長
に
掛
け
合
い
、
小
林

さ
ん
ら
と
「
同
好
会
」
を
発
足
。
皆
が
本
業
の

傍
ら
神
楽
の
練
習
に
取
り
組
み
、
地
元
の
祭
礼

や
行
事
、
他
府
県
で
の
公
演
に
出
演
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
地
元
に
後
援
会
が
で
き
、
支
援
を

受
け
た
の
を
機
に
「
石
見
神
楽
温
泉
津
舞
子
連

中
」
と
な
り
、
神
楽
団
と
し
て
本
格
的
に
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
中
で
、

大
門
さ
ん
を
始
め
団
員
ら
に
地
元
の
観
光
や
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
意
識
が
芽
生
え
て
い
っ

た
と
い
う
。

　
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
初
め
て
海
を

背
景
に
神
楽
を
披
露
し
た
「
海
神
楽
」
だ
。
小

林
さ
ん
は
当
時
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
（
現
・

京
都
芸
術
大
学
）
に
勤
務
し
て
い
た
。
そ
こ
で

学
生
を
巻
き
込
ん
だ
「
温
泉
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
海
神
楽
の
企
画
を
手
が
け
た
。

「
海
神
楽
」
は
い
ま
で
こ
そ
県
内
外
に
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
時
は
ま
っ
た
く
の
無
名
。
少

し
で
も
ア
ピ
ー
ル
に
な
れ
ば
と
、
2
0
0
9
年
、

プ
レ
公
演
と
し
て
龍
御
前
神
社
で
神
楽
を
上
演

し
た
と
こ
ろ
、
地
元
住
民
や
観
光
客
が
見
に
来

て
く
れ
た
。「
こ
れ
な
ら
、
月
1
回
の
定
期
公

演
も
で
き
る
か
も
と
思
い
、
自
主
的
に
神
社
公

演
を
始
め
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
チ
ラ
シ
す
ら
作

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
」。

　
そ
の
翌
年
、
古
事
記
編
纂
1
3
0
0
年
の
記

念
行
事
と
し
て
県
の
予
算
が
つ
き
、
温
泉
津
温

泉
旅
館
組
合
が
「
自
分
た
ち
が
主
催
者
に
な
ろ

う
」
と
声
を
上
げ
て
く
れ
た
。
チ
ラ
シ
の
作
成

や
集
客
も
、旅
館
組
合
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
し
ば
ら
く
し
て
、
神
楽
団
も
旅
館
組
合
も

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。『
神
楽
が
観
光
客
数
の

底
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
…
…
』
と
。
定

期
公
演
を
行
う
週
末
は
、
神
楽
を
や
っ
て
も
や

ら
な
く
て
も
観
光
客
は
来
る
。
こ
れ
で
は
神
楽

が
観
光
資
源
に
な
り
得
な

い
…
…
。

　「
そ
こ
で
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
、
神
楽
の
有
料
化

と
毎
週
公
演
で
す
」（
河

村
さ
ん
）。
毎
週
公
演
す

れ
ば
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル

し
や
す
く
、
有
料
化
す
れ

ば
お
金
を
払
っ
て
で
も
見

る
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か

を
見
極
め
ら
れ
る
。
神
楽

団
は
2
0
1
2
年
、
1ワン
コ

イ
ン
5
0
0
円
の
夜
神
楽

毎
週
公
演
に
踏
み
切
っ
た
。

　
そ
の
後
、
拝
観
料
を
6
0
0
円
、8
0
0
円
、

1
0
0
0
円
、
1
5
0
0
円
と
段
階
的
に
引
き

上
げ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
公
演
活
動

を
維
持
で
き
な
い
か
ら
だ
。
神
楽
に
は
、
一
着

数
十
万
円
か
ら
数
百
万
円
す
る
き
ら
び
や
か
な

衣
装
、
そ
し
て
神
楽
面
が
欠
か
せ
な
い
。
激
し

い
舞
で
衣
装
や
面
が
傷
み
、
修
繕
が
必
要
な
こ

と
も
よ
く
あ
る
。
そ
う
し
た
費
用
を
ど
こ
か
ら

捻
出
す
る
か
が
、
神
楽
団
の
頭
痛
の
種
だ
。
そ

れ
を
解
決
す
る
方
法
が
、
拝
観
料
の
引
き
上
げ

だ
っ
た
。

地
元
の
連
携
に
よ
る

神
楽
継
承
の
土
台
づ
く
り

　「
石
見
温
泉
津
舞
子
連
中
」
は
、
地
元
の
神

社
例
大
祭
を
主
に
活
動
し
、
地
域
に
根
差
し
地

域
に
愛
さ
れ
る
神
楽
団
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。

　「
け
れ
ど
、1
0
0
0
円
に
値
上
げ
し
た
と
き
、

地
元
住
民
か
ら
『
高
く
な
っ
た
か
ら
も
う
見
に

行
け
な
い
』
と

言
わ
れ
、
地
元

の
た
め
に
始
め

た
神
楽
な
の

に
…
…
と
悩
み

ま
し
た
。
そ
こ

で
、
年
6
回
の

奉
納
神
楽
だ

け
は
無
料
に
す

る
代
わ
り
、
観

客
の
皆
さ
ん

に
、
神
楽
団
を

応
援
す
る
「
御
花
」※
と
神
社
へ
の
「
御
神
前
」

で
寄
付
を
募
る
案
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
龍

御
前
神
社
の
修
復
費
に
充
て
、
神
楽
を
神
社
で

継
続
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
出
し
た
時
、
氏
子
の
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。
神
楽
の
継
続
は
僕
た
ち
だ
け
で

は
で
き
な
い
。
神
社
と
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
な
ん
で
す
」（
小
林
さ
ん
）。

　
神
社
、
地
元
住
民
、
旅
館
組
合
が
連
携
し
、

観
光
と
経
済
を
紡
ぐ
こ
と
で
、
神
楽
を
継
承
す

石見神楽の団員による
奏楽とお囃子が流れる自動販売機

伝統と革新のアートで
　　　　　観光資源を生む
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採
用
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
居
場
所

に
変
え
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う

し
た
思
い
の
中
で
向
き
合
っ
て
い
っ
た
の
が
、

経
済
を
回
す
と
い
う
観
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
で

あ
り
、
観
光
産
業
だ
。

　「
僕
は
、
観
光
は
あ
ら
ゆ
る
事
業
と
コ
ミ
ッ

ト
し
合
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
を
旅
館

や
飲
食
と
い
っ
た
狭
い
意
味
で
は
捉
え
て
い
ま

せ
ん
」（
小
川
さ
ん
）。

　
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ

ソ
ー
ス
を
観
光
事
業
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
経

アートと響き合う
観光まちづくり 島根県大田市温泉津

ゆ
の
つ
組

住
民
有
志
を
中
心
に

地
域
活
性
イ
ベ
ン
ト

を
実
行
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
。
会
則
は

な
く
、
イ
ベ
ン
ト
機
材

を
無
料
で
貸
し
出
す

な
ど
、
町
に
と
ど
ま
ら

ず
島
根
県
内
外
の
に

ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る

催
し
の
自
主
的
な
企

画
・
開
催
を
後
押
し
し

て
い
る
。
祭
り
な
ど
の

行
事
を
通
じ
た
若
手

の
育
成
に
も
貢
献
し

て
い
る
。

御
花

通
常
は
、
お
祝
い
や
お

供
え
と
し
て
出
す
金

品
。
こ
こ
で
は
、
神
楽

の
観
客
に
よ
る
、
観
劇

へ
の
感
謝
や
舞
子
連

中
や
団
員
を
応
援
す

る
気
持
ち
を
込
め
た

寄
付
行
為
。

る
土
台
を
つ
く
っ
て
い
る
温
泉
津
エ
リ
ア
。
そ

の
中
心
に
あ
り
な
が
ら
、
小
林
さ
ん
は
い
ま
、

神
楽
面
職
人
と
し
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
る
。
石
州
和
紙
を
使
っ
た
神
楽
面
の
技
法

を
生
か
し
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
ー
ト
作
品
、

球
体
の
龍
の
飾
り
と
、
石
見
神
楽
の
世
界
を
表

現
し
た
壁
面
レ
リ
ー
フ
の
制
作
だ
。
こ
れ
が
観

光
資
源
へ
と
発
展
す
れ
ば
、
伝
統
を
土
台
に
し

た
革
新
の
ア
ー
ト
が
、
町
の
魅
力
の
一
つ
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
小
林
さ
ん
を
応

援
し
な
が
ら
、
神
楽
の
担

い
手
と
し
て
で
は
な
く
、

経
済
人
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
人
が
い
る

こ
と
も
、
温
泉
津
エ
リ
ア

変
貌
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

人
を
呼
ぶ

仕
掛
け
で
、

経
済
と
人
材
を

育
て
る

　「
神
楽
？
　
好
き
で
す
よ
。

で
も
ぼ
く
は
、
神
楽
を
舞

う
よ
り
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
（
経

済
支
援
）
し
た
い
ん
で
す
」。
と
語
る
の
は
、

地
元
で
石
油
販
売
、
運
輸
、
土
木
、
飲
食
な
ど

６
部
門
の
事
業
を
展
開
す
る
小
川
商
店
の
代
表

取
締
役
、
小
川
知
興
さ
ん
。
神
楽
の
継
続
を
支

え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
を
ま
と

め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
事
業
家
で
あ
る
小
川
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に

目
を
向
け
た
の
に
は
、
大
学
時
代
の
学
び
が
影

響
し
て
い
る
。「
統

計
学
の
講
義
で
、

地
域
経
済
を
考

え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

一
企
業
が
一
人
勝
ち
し
て
は
い
け
な
い
、
み
ん

な
で
経
済
を
回
す
や
り
方
で
な
い
と
、
地
方
は

生
き
残
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。

　
温
泉
津
を
見
回
す
と
、
後
継
者
が
お
ら
ず
、

廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
会
社
が
続
出
し
て
い

た
。
空
き
店
舗
が
増
え
、
働
く
場
所
が
失
わ
れ

て
行
っ
た
。
小
川
さ
ん
は
、
人
が
当
た
り
前
に

済
の
波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
発
想

か
ら
組
織
し
た
の
が
、
会
則
も
会
費
も
な
い
有

志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ゆ
の
つ
組
」※
だ
。

　
ゆ
の
つ
組
は
、
温
泉
津
を
中
心
に
島
根
県
内

外
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
人
へ
の
機
材
の
無

料
貸
し
出
し
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
で
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
温
泉
街
を
ま
る
ご
と
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
見

立
て
た
「
ノ
ス
タ
ル
ヂ
ッ
ク
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
ゆ

の
つ
」、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
大
集
合
す
る
「
ノ

ス
タ
ル
ヂ
ッ
ク
温
泉
津
」
な
ど
、
毎
月
の
よ
う

に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
“
人
を
呼

び
込
む
仕
掛
け
”
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
賑
わ
い
と
熱
気
を
強
く
印
象
付
け
て
い
る
。

　
小
川
さ
ん
は
、
早
く
か
ら
「
温
泉
津
温
泉
夏

祭
り
」
を
有
料
化
し
、
収
益
を
祭
り
継
続
の
資

金
源
に
し
て
い
る
。
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
こ

う
し
た
動
き
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
、
持
続

可
能
な
基
盤
を
ど
う
つ
く
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
小
川
さ
ん
。「
誰
か
一
人
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
組
織
で
活
動
で
き
る
体
制
づ
く

り
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

❶石州和紙の立体作品「玉龍」　❷神楽面職人・小林泰
三さん。東京での個展も2年連続開催している　❸神楽の
世界感を石州和紙で表現した壁面レリーフ　❹全国から
ファンが集まる「海神楽」　❺海を背景に設置された海神
楽の舞台　❻「湯泉津夏祭り」のクライマックスは「大蛇」

小川商店の代表取締役・小川知興さん。大学卒業
後、輸入車販売の会社で勤務し、27歳で帰郷。家業を
発展させながら、温泉津エリアに経済循環を生み出すさ
まざまな取り組みを行っている

●❹

●❺

●❻
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❻

「
古
民
家
再
生
」
で

子
ど
も
た
ち
に
残
す
ま
ち
づ
く
り

　
温
泉
津
エ
リ
ア
は
、
過
疎
化
が
深
刻
な
地
域

だ
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
住
ま
い
手
を
な
く

し
た
家
が
点
在
す
る
。
そ
こ
を
改
装
し
、
温
泉

旅
館
と
は
違
う
タ
イ
プ
の
宿
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
て
い
る
の
が
、
宿
泊
観
光
業
を
通
じ
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
株
式
会
社
W
A
T
O
W
A
だ
。

現
在
、
合
計
90
人
の
宿
泊
客
を
受
け
入
れ
る
古

民
家
ド
ミ
ト
リ
ー
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
運
営
し

て
い
る
。

　「
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
時
、
町

が
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
。
そ
れ
が
一
番

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
」
と
語
る
の
は
、

W
A
T
O
W
A
代
表
取
締
役
社
長
の
近
江
雅
子

さ
ん
。
温
泉
津
エ
リ
ア
の
古
刹
、
西
念
寺
の
住

職
を
夫
に
持
つ
、
三
人
の
子
の
お
母
さ
ん
だ
。

　『
近
江
さ
ん
が
温
泉
津
エ
リ
ア
の
ま
ち
お
こ

し
の
流
れ
を
変
え
た
』。
そ
う
言
う
人
は
多
い
。

し
か
し
近
江
さ
ん
自
身
は
「
私
は
も
と
も
と

パ
ー
ト
勤
務
の
主
婦
。
宿
泊
施
設
を
運
営
し
始

め
た
の
も
、
詳
し
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
温
泉
津
に
人
が
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
肌
感
覚
に
よ
る
も
の
で
す
」
と
話
す
。

　
1
泊
3
3
0
0
円
の
部
屋
か
ら
1
泊
10
万
円

の
一
棟
貸
し
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
客
層
を
対
象

に
し
た
宿
は
、
す
ぐ
に
予
約
で
埋
ま
る
ほ
ど
好

評
。
あ
え
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ま
な
か
っ

た
の
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
近
江
さ
ん
の
思
い
に
よ
る
も
の
だ
。

　
近
江
さ
ん
は
、
温
泉
津
の
出
身
で
は
な
い
。

近
隣
に
あ
る
江ご

う

津つ

市
で
生
ま
れ
育
ち
、
結
婚
し

て
東
京
で
暮
ら
し
た
。
そ
し
て
約
十
年
前
、
一

家
で
温
泉
津
に
越
し
て
き
た
I
タ
ー
ン
組
だ
。

　
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

感
じ
た
近
江
さ
ん
は
2
0
1
4
年
、
温
泉
津
の

主
婦
を
集
め
て
「
温
泉
津
女
子
会
」
を
結
成
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
漁
師
飯
を
提
供
す
る
飲
食
店

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
あ
の
頃
、
ま
ち
づ
く
り

の
会
合
に
行
く
と
男
性
ば
か
り
で
し
た
。
女
性

の
私
た
ち
で
も
何
か
で
き
な
い
か
な
、
と
思
っ

て
結
成
し
た
の
が
温
泉
津
女
子
会
。
で
も
、
皆

さ
ん
を
ま
と
め
る
器
量
が
私
に
は
な
く
て
、
飲

食
店
は
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

地
元
食
材
を
ご
ち
そ
う
に

変
え
る
場
の
確
保

　
次
に
何
を
し
よ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
い
た
と

き
、
民
家
に
泊
ま
っ
て
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
す

る
「
し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
知
り
、
民

泊
な
ら
お
寺
の
仕
事
と
両
立
で
き
そ
う
だ
と
考

え
た
。
そ
し
て
、
近
所
の
空
き
家
を
活
用
し
た

I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー
ン
者
が

「
つ
な
が
り
」
の
価
値
を
生
む

　
料
理
人
に
地
元
の
漁
師
や
食
材
を
紹
介
し
、

町
の
人
に
宿
泊
客
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
み
な

顔
見
知
り
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
。
近
江

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
湯
る
り
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

だ
が
、
泊
ま
る
所
は
あ
っ
て
も
、
食
べ
る
所

が
な
け
れ
ば
旅
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
こ
で

2
0
2
2
年
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
と
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
ド
ミ
ト
リ
ー
を
備
え
た

複
合
施
設
「
W
A
T
O
W
A
」
を
オ
ー
プ
ン
。

S
N
S
で
評
判
の
よ
い
料
理
人
を
招
き
、
期

間
限
定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
地
元
食
材
を
ご
ち
そ
う
に
変
え
る
場
を
確

保
し
た
。

　
近
江
さ
ん
は
、
公
的
な
補
助
金
も
活
用

し
な
が
ら
施
設
を
改
修
し
、
現
在
（
株
）

W
A
T
O
W
A
で
は
7
棟
を
運
営
し
て
い
る
。

経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
プ
ロ
を
招
き

入
れ
組
織
体
制
を
整
え
、
自
ら
は
顧
客
満
足

度
を
上
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
力
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「地域の資源」をつなぐ

❶WATOWAの飲食スペース。地元
の人も通う交流の場だ　❷シェアリン
グキッチンでは期間ごとに料理人が
変わる　❸地元の食材を使った一品　
❹WATOWAには地元で採れた食材
が集まってくる　❺（株）WATOWAが
運営する一棟貸しの宿「HÏSOM」(ひ
そむ)。観光客が来ることのない日祖地
区の住民と、温泉津の未来のために
と対話を重ねた末に理解を得てスター
トさせた　❻古民家をリフォームした
HÏSOMの室内　❼（株）WATOWA
代表取締役社長 近江雅子さん（左）
と娘の風花さん（右）
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さ
ん
は
顧
客
の
満
足
度
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
を
応
援
し
、
温
泉
津

の
様
々
な
人
を
紹
介
し
つ
な
げ
る
ハ
ブ
と
し
て

も
活
躍
す
る
。

　
い
ま
、
近
江
さ
ん
が
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
が
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。
近
江
さ

ん
は
、
こ
の
人
だ
！
と
思
う
人
が
い
た
ら
食
事

に
誘
い
、
温
泉
津
エ
リ
ア
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
同
席
し
て
も
ら
い
、

直
接
人
脈
を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。「
温
泉
津
囲
い
込
み
っ
て
い
う
ん
で
す
け

ど
（
笑
）。
地
元
の
人
の
応
援
や
関
わ
り
が
あ

る
こ
と
で
、
こ
こ
で
な
ら
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
っ
て
、
思
っ
て
も
ら
え
ま

す
よ
ね
」。

　
囲
い
込
み
が
効
果
を
発
揮
し
、
温
泉
津
の

町
に
は
い
ま
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
相

次
い
で
い
る
。
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
や
ア
ー
ト
を

楽
し
め
る
カ
フ
ェ
「
本
と
喫
茶
の
ゲ
ン
シ
ョ
ウ

シ
ャ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
西
田
優
花
さ
ん
夫
婦
、

間
伐
材
を
燃
料
に
し
た
サ
ウ
ナ
や
ス
ナ
ッ
ク
な

ど
の
複
合
施
設
「
時と

き

津つ

風か
ぜ

」
を
オ
ー
プ
ン
し
た

合
同
会
社
里
山
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
が
代
表
例
だ
。

　
温
泉
津
の
町
に
な
か
っ
た
も
の
を
創
り
出

し
、
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
い
る
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
の
若
者
た
ち
。
そ
ん
な
若
者
を
快
く

受
け
入
れ
て
い
る
の
が
、
他
で
も
な
い
、
地
元

住
民
だ
。

　
な
ぜ
温
泉
津
エ
リ
ア
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ

タ
ー
ン
者
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
て
い
る
の

か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
て
く
れ
た
の
が
、
温
泉

津
温
泉
旅
館
組
合
の
会
員
の
方
た
ち
だ
。
大
正

時
代
か
ら
続
く
老
舗
温
泉
旅
館
「
の
が
わ
や
」

の
代
表
、
河
原
文
孝
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
温

泉
津
は
か
つ
て
天
領
だ
っ
た
歴
史
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
来
た
人
が
商
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
よ
そ
者
を
排
除
し
な
い
と

い
う
土
地
の
文
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
温
泉
津
で
唯
一
露
天
風
呂
を
持
つ
「
輝
雲

荘
」
の
代
表
、
金
崎
公
一
さ
ん
は
、「
昔
か
ら

の
住
民
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
い
く
の

に
は
、
や
っ
ぱ
り
限
界
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

外
部
か
ら
来
た
若
い
人
が
空
き
家
を
活
用
す
る

動
き
は
す
ご
く
大
事
。
彼
ら
が
こ
こ
に
定
着
で

き
る
よ
う
、
調
整
役
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　
玄
関
口
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
を
新
設
し
た

「
な
か
の
や
」
の
後
継
者
・
河
野
弘
さ
ん
は
、

3
年
前
、
大
手
企
業
を
辞
め
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き

た
。
ゆ
の
つ
組
が
S
N
S
で
温
泉
津
エ
リ
ア
の

様
子
を
発
信
し
て
い
る
の
を
見
て
、
旅
館
を
継

ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
。「
若
い
人
た
ち

の
盛
り
上
が
り
を
知
り
、
こ
れ
な
ら
や
れ
る
と

思
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
は
移
住
者
が
入

り
に
く
い
雰
囲
気
も
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
も

と
も
と
温
泉
街
は
、
外
か
ら
来
た
観
光
客
を
受

け
入
れ
て
き
た
所
。
だ
ん
だ
ん
応
援
す
る
気
運

が
高
ま
っ
て
来
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」。

新
旧
住
民
が
生
み
出
す

ヒ
ッ
ト
商
品

　
新
旧
の
住
民
た
ち
が
交
じ
り
合
い
、
プ
ラ

ス
の
化
学
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
温
泉
津
エ
リ

ア
。
い
ま
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
名
産
品
も
誕
生

さ
せ
て
い
る
。
地
元
の
女
性
た
ち
が
結
成
し
た

温
泉
津
女
子
会
は
2
0
2
0
年
、「
ゆ
の
つ
か

ら
エ
ー
ル
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
―
に
、地
ビ
ー

ル
「
ゆ
の
つ
エ
ー
ル
」
を
開
発
し
た
。
地
ビ
ー

ル
メ
ー
カ
ー
勤
務
の
方
が
、
西
念
寺
の
檀
家
に

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
元
の
農
産

物
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
作
り
を
実
現

し
た
。

　
他
に
も
、
漁
師
と
地
元
食
品
メ
ー
カ
ー
の
間

に
小
川
さ
ん
が
入
り
、
浜
で
採
れ
る
わ
か
め
を

加
工
し
た
商
品
を
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
大
ヒ
ッ

ト
。
い
ず
れ
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生

み
出
し
た
新
し
い
価
値
だ
。

アートと響き合う
観光まちづくり 島根県大田市温泉津

「新たな発想」が

❶温泉津女子会が開発した「温泉津温泉
元湯ボトル」　❷地元特産品「板わかめ」
はつまみでも人気　❸温泉津女子会のメ
ンバー左から近江雅子さん、渡利章香さん、
宮里陽子さん。地ビールメーカの和多谷さ
ん　❹「温泉津ビール」（左）「ゆのつエール」

（右）　❺温泉津温泉旅館組合の皆さん

❶サウナ、カフェ＆スナック、ショップ＆ギャラリーの複合施設 時津風　
❷スナック「津」では朝食も提供

●❷

●❸

●❹

●❺

●❶
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外
か
ら
の
「
知
見
」
と
「
視
点
」
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

　「
温
泉
津
の
町
は
ど
ん
な
町
で
す
か
？
」。
そ

う
聞
か
れ
た
と
き
、
即
座
に
温
泉
津
の
良
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
“
町
の
価
値
を
言
語
化
”
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
前
出
の
「
本
と

喫
茶
の
ゲ
ン
シ
ョ
ウ
シ
ャ
」
を
夫
婦
で
営
む
Ｉ

タ
ー
ン
移
住
者
の
西
田
さ
ん
だ
。

　
西
田
さ
ん
が
最
初
に
温
泉
津
エ
リ
ア
に
や
っ

て
来
た
の
は
、
東
京
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
で
石

州
和
紙
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た

頃
。
現
地
リ
サ
ー
チ
の
つ
い
で
に
温
泉
津
温
泉

に
立
ち
寄
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
た
め
に
独
立
。

地
方
に
一
定
期
間
滞
在
し
、
ア
ー
ト
作
品
を
作

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
1
カ
月
半
ほ
ど
温
泉
津
エ

リ
ア
に
と
ど
ま
り
、
作
品
を
作
っ
た
。「
私
は

も
と
も
と
ア
ー
ト
好
き
。
温
泉
津
エ
リ
ア
は
自

然
素
材
を
自
由
に
入
手
で
き
る
所
だ
か
ら
、
何

で
も
作
れ
ま
す
」。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
東
京
に
い
る
必
要
性
を
感
じ

な
く
な
っ
た
あ
る
日
、
西
田
さ
ん
は
近
江
さ
ん

の
記
事
を
読
ん
だ
。「
I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー
ン

を
し
た
も
の
の
、
地
元
の
方
た
ち

と
価
値
観
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
ら

ず
に
都
会
に
戻
る
と
い
う
話
を
よ

く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
近
江
さ
ん

の
記
事
で
は
、
対
話
を
重
ね
る
こ

と
で
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
」。

　
さ
っ
そ
く
空
き
家
バ
ン
ク
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
夜
神
楽
を
行
っ
て
い
る

龍
御
前
神
社
の
す
ぐ
隣
に
空
き
家
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
西
田
さ
ん
は
、
自
ら
神
楽
団
へ

の
入
団
を
希
望
す
る
ほ
ど
の
神
楽
好
き
。
こ
れ

は
運
命
だ
と
思
い
、
雨
漏
り
す
る
空
き
家
を
改

装
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

作
り
が
得
意
な
夫
と
、
ア
ー
ト
を
さ
り
げ
な
く

飾
る
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
西
田
さ
ん
は
2
0
2
3
年
1
月
、
中
国
経

済
産
業
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
て
開
催

さ
れ
た
「
温
泉
津
1
0
0
人
会
議
」
で
、
温
泉

津
ら
し
さ
を
紐
解
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
画

し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
。
地
元

住
民
か
ら
出
て
き
た
温
泉
津
の
魅
力
を
、
外
部

に
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
＃
湧
く
で
温
泉
津
」

が
誕
生
し
た
。
温
泉
津
の
良
さ
を
言
語
化
し
、

そ
の
価
値
を
外
部
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
西
田
さ
ん
。
世
界
中
に
温
泉
津
フ
ァ
ン
を
つ

く
る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描
い
て
い
る 

。

石
見
地
方
の
名
所
を
舞
台
に

総
合
芸
術
祭
の
開
催
へ

　
一
方
、「
劇
場
で
は
な
く
、
本
物
の
古
民
家

や
石
切
り
場
を
舞
台
に
し
た
演
劇
が
、
や
っ
ぱ

り
い
い
で
す
よ
ね
」
と
語
る
の
は
、
温
泉
津
出

身
の
舞
台
俳
優
、
竹
内
大
樹
さ
ん
。
石
見
地
方

に
あ
る
名
所
を
演
劇
の
舞
台
に
す
る
と
い
う
斬

新
な
発
想
で
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
公
演
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
東
京
で
の
舞
台
公
演
で
収
入
を
得
な
が
ら
、

芸
術
で
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る

竹
内
さ
ん
。
こ
の
ほ
ど
、
竹
内
さ
ん
が
立
ち

上
げ
た
芸
術
に
よ
る
町
お
こ
し
「
I
W
A
M
I 

A
R
T
S 

P
R
O
J
E
C
T
」
が
文
化
庁
の
事

業
に
採
択
さ
れ
、
大
田
市
内
の
小
中
高
生
を
対

象
と
し
た
演
劇
公
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
と
応
援
が
そ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
演
劇
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、
音
楽
、
現
代
美

術
、
こ
れ
ら
を
融
合
し
た
総
合
芸
術
祭
を
開
催

す
る
の
が
、
直
近
の
竹
内
さ
ん
の
夢
。「
芸
術

祭
へ
の
参
加
を
目
的
に
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
や
っ
て
来
れ
ば
、
温
泉
津
の
町
が
潤

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
冬
場
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

や
り
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
バ
ス
会
社
や
旅
館

に
貢
献
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

住
民
た
ち
の
動
き
が
後
押
し

「
大
田
市
新
観
光
振
興
計
画
」

　
温
泉
津
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
は
い
ま
、
住

民
主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
見
守

り
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
る
と
話
す
の
が
、
大

田
市
観
光
振
興
課
の
下
垣
英
樹
さ
ん
だ
。
以

前
、
観
光
振
興
課
で
観
光
業
務
に
携
わ
り
、

2
0
2
1
年
か
ら
再
び
観
光
振
興
課
に
配
属
さ

れ
た
。
そ
の
時
、
町
の
様
子
の
変
化
に
気
づ
い

た
と
言
う
。

　「
か
つ
て
は
若
い
人
の
活
動
に
あ
ま
り
協
力

的
で
は
な
い
印
象
だ
っ
た
ん
で
す
が
、 

地
元
の

方
が
『
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
の
時
代
。
若
い
人

を
応
援
す
る
』
と
仰
る
の
を
聞
い
た
時
、変
わ
っ

て
い
く
温
泉
津
を
実
感
し
ま
し
た
」。

　
ゆ
の
つ
組
を
組
織
し
、
町
の
ま
と
め
役
を

担
っ
て
い
る
小
川
さ
ん
、
地
域
住
民
と
対
話
を

重
ね
て
旅
館
と
は
違
う
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
を

作
り
、
幅
広
い
客
層
の
取
り
込
み
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
近
江
さ
ん
、
カ
フ
ェ
を
運
営
し
な

が
ら
、
住
民
が
実
現
し
た
い
こ
と
と
行
政
の
支

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺●❻●❼

❶「温泉津100人会議」のメンバー　
❷温泉津出身の舞台俳優　竹内
大樹さん　❸竹内さんが演じる舞台　
❹西田優花さん夫婦が営む「本と喫
茶のゲンショウシャ」　❺人気メニュー
のスパイスカレー　❻西田優花さんと
ご主人の高田率さん　❼西田さんの
石州和紙のアート作品

広げる「つながり」
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援
事
業
と
を
つ
な
ぐ
西
田
さ
ん
、
こ
の
3
人
の

存
在
が
変
化
の
促
進
剤
に
な
っ
て
い
る
と
、
下

垣
さ
ん
は
見
て
い
る
。

　
住
民
の
動
き
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
。
下

垣
さ
ん
は
、
市
が
掲
げ
た
「
大
田
市
新
観
光

振
興
計
画
」
を
示
し
な
が
ら
語
る
。「
地
域
に

ど
れ
だ
け
観
光
客
が
来
る
か
で
は
な
く
、
観
光

客
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
経
済
循
環
が
生
ま
れ
る

か
。
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
た
計
画
で
す
。
こ
う
し

た
計
画
を
策
定
で
き
た
の
も
、
ま
ち
づ
く
り
を

が
ん
ば
る
住
民
の
動
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

す
」。

　
行
政
と
し
て
は
今
後
、
民
間
で
は
カ
バ
ー
し

き
れ
な
い
こ
と
を
支
援
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

例
え
ば
空
き
家
の
改
修
。
温
泉
津
の
温
泉
街

は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
改
修
や
増
改
築
に
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
空
き
家

を
活
用
し
た
い
人
が
、
望
む
テ
イ
ス
ト
を
改
修

に
反
映
し
な
が
ら
、
伝
統
建
築
を
守
れ
る
よ
う

に
、
文
化
財
の
保
存
に
長
け
た
技
師
を
つ
な
ぐ

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
温
泉
津
在
住
の
大
田
市
議
会
議
長

小
林
太
さ
ん
は
、、
代
々
受
け
継
ぎ
守
っ
て
き

た
地
元
住
民
の
思
い
や
誇
り
、
共
助
の
精
神
を

I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー
ン
の
人
た
ち
に
伝
え
な
が

ら
、
町
の
発
展
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
表

明
し
て
い
る
。

住
民
が
興
し
た
新
会
社
が

行
政
と
連
携
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
今
後
、
温
泉
津
エ
リ
ア
は
ど
の
よ
う
に
発

展
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
鍵
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
の
が
、「
温
泉
津
み
ら
い
合
同
会
社
」
だ
。

温
泉
旅
館
組
合
や
温
泉
津
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
人
々
が
立
ち
上
げ
た
、
い
わ
ば

「
地
元
住
民
が
興
し
た
住
民
の
た
め
の
会
社
」

だ
。
も
と
も
と
は
、行
政
へ
の
補
助
金
申
請
や
、

国
が
行
う
公
募
事
業
へ
の
応
募
な
ど
を
行
う
た

め
に
発
足
し
た
が
、
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
組
織
と
し
て
機
能
す
る

見
通
し
だ
。
個
人
で
は
で
き
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
、
個
々
の
住
民
が
組
織
を
通
し
て
一
体
と
な

り
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
広
げ
て
い
く
。
近

い
将
来
、
そ
の
姿
を
見
ら
れ
る
は
ず
だ
。

アートが

　
温
泉
津
と
の
出
合
い
は
、
20
年
ほ
ど
前
、
後
継
者

の
い
な
か
っ
た
木
造
3
階
建
て
の
旅
館
を
、
所
有
者

か
ら
依
頼
を
受
け
た
東
京
の
会
社
が
購
入
し
、
そ
の

会
社
か
ら
若
者
を
育
て
る
場
と
し
て
運
営
を
任
さ
れ

た
、
当
時
24
歳
の
若
女
将
を
訪
ね
た
の
が
最
初
だ
っ

た
。
若
女
将
は
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
開
拓
者
と
な
り
活
躍
し
て
い
く
が
、残
念

な
が
ら
し
ば
ら
く
し
て
旅
館
は
休
業
し
、
灯
は
消
え

た
。
そ
の
後
、温
泉
津
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
の
は
、
前
職
の
高
崎
経
済
大
学

時
代
の
2
0
2
0
年
。
山
陰
自
動
車
道
の
全
通
に
向

け
た
集
会
で
出
会
っ
た
大
田
市
の
楫か

じ
の野
弘
和
市
長
か

ら
、
市
内
で
の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
相
談
を

受
け
、夏
の
3
週
間
、温
泉
津
温
泉
の
旅
館
で
の
就
労

体
験
に
学
生
2
人
を
派
遣
し
た
。
そ
の
学
生
に
会
い

に
行
っ
た
の
が
約
15
年
ぶ
り
の
温
泉
津
訪
問
だ
っ
た
。

　
全
国
的
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
高
齢
化
が

顕
著
で
、
い
か
に
し
て
若
者
が
住
み
、
活
躍
で
き
る

地
域
と
す
る
か
が
課
題
で
、
温
泉
津
も
同
様
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
の
温
泉
津
は
本
文
に
あ
る
と
お

り
、
若
者
た
ち
の
移
住
が
続
く
町
に
な
り
、
小
規

模
温
泉
地
の
お
手
本
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
お
そ
ら
く
山
陰
自
動
車
道
が
出
雲
と
直
結
す
る

2
0
2
4
年
度
後
半
に
は
、
一
気
に
世
界
中
か
ら
注

目
さ
れ
る
温
泉
地
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
前
出
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
中
に
は
毎
年
温

泉
津
を
繰
り
返
し
訪
れ
、
移
住
が
決
ま
っ
た
卒
業
生

も
い
る
。
い
ま
温
泉
津
の
町
を
歩
い
て
い
る
の
は
20

～
40
代
が
多
い
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
後
継
者
の
い

な
い
温
泉
旅
館
の
再
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
来
の

見
え
る
温
泉
地
に
は
資
本
支
援
を
し
て
く
れ
る
金
融

セ
ク
タ
ー
が
必
ず
存
在
す
る
。

　
旅
館
も
再
生
さ
れ
、
温
泉
津
の
新
時
代
が
完
成
す

る
日
は
近
い
。

　温泉津の新時代が完成へ　  
観光まちづくり学部　教授　井門 隆夫

アートと響き合う
観光まちづくり 島根県大田市温泉津

●❽

❾

●�

❽約1300年の歴史があるといわれる温泉津
温泉　❾重要伝統的建造物群保存地区と
なっている温泉津温泉街　�温泉津のシンボ
ルでもある日本最大級の「温泉津焼」登り窯
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國
學
院
大
學
の
学
び
や

知
の
財
産
へ

　
第
一
部
冒
頭
で
は
、
針
本
正
行
國
學
院
大

學
学
長
が
、
来
賓
お
よ
び
出
席
者
へ
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
岐
阜
県
高
山
市
、
千
葉

県
香
取
市
佐
原
地
区
、
三
重
県
鳥
羽
市
を

は
じ
め
、
各
地
と
の
包
括
連
携
協
定
の
進
捗

や
、
2
0
2
2
年
夏
に
行
わ
れ
た
学
部
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
そ
し
て
、「
本
日
い
た
だ
い
た
ご
提
言
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の

道
標
と
な
る
と
と
も
に
、
未
来
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
学
の
構
築
に
も
つ
な
が
り
、
國
學
院

大
學
の
学
び
や
知
の
財
産
と
し
て
息
づ
く
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」の
理
念
が

大
学
の
学
部
と
し
て
結
実

　
続
い
て
、
来
賓
の
水
嶋
智
氏
（
国
土
交
通

審
議
官
）
か
ら
、
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
水

嶋
氏
は
、
当
日
、
岸
田
総
理
大
臣
の
随
行

員
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
の

G
2
0
首
脳
会
談
に
出
張
し
て
い
た
た
め
、

ビ
デ
オ
で
の
あ
い
さ
つ
と
な
っ
た
。 

　
ま
ず
水
嶋
氏
は
、
第
1
期
生
と
な
る
新
入

生
に
入
学
へ
の
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、「
國
學

院
大
學
の
よ
う
な
、
地
域
づ
く
り
に
焦
点
を

当
て
た
学
部
は
た
い
へ
ん
貴
重
」
と
、
本
学

部
へ
の
期
待
を
に
じ
ま
せ
た
。
ま
た
、
小
泉

内
閣
以
来
、
2
0
0
8
年
に
観
光
庁
を
設
立

し
、
政
府
が
今
ま
で
観
光
立
国
を
目
指
し
て

き
た
背
景
に
触
れ
、「
国
土
交
通
省
と
観
光
庁

は
、
西
村
先
生
か
ら
の
長
年
の
ご
指
導
を
通

し
て
、
先
生
の
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』
の
理

念
を
政
策
に
取
り
入
れ
て
き
た
。
そ
の
理
念

が
大
学
の
学
部
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
は
、

観
光
政
策
を
担
当
し
て
き
た
者
と
し
て
は
非

常
に
あ
り
が
た
く
感
じ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
実
践
を
重

視
す
る
姿
勢
や
、
現
場
で
の
経
験
が
豊
富
な

教
員
陣
に
も
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
の
懸
念
で

あ
る
コ
ロ
ナ
禍
に

つ
い
て
は
、
日
本

の
水
際
の
規
制
緩

和
に
対
し
て
、
国

連
総
会
や
G
2
0

の
観
光
大
臣
会
合
で
、
各
国
か
ら
大
き
な
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
た
う
え

で
、「
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
経
済
・
社

会
を
ど
う
動
か
す
か
が
問
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

少
人
数
授
業
や

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
に
注
力

　
続
い
て
、
西
村
学
部
長
か
ら
、
あ
い
さ
つ

と
学
部
の
概
要
説
明
が
な
さ
れ
た
。
西
村
学

部
長
は
、
開
設
初
年
度
と
な
る
2
0
2
2
年

度
の
授
業
風
景
を
紹
介
し
な
が
ら
、
1
年
次

の
必
修
授
業
「
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
」
の
満

足
度
が
95
％
を
記
録
し
た
こ
と
、
少
人
数
授

業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
に
注
力
し
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
集
大
成
と
し
て
予
定

さ
れ
て
い
る
卒
業
研
究
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
西
村
学
部
長
は
、
学
部
の
基
礎
を

な
す
４
つ
の
分
野
（
社
会
、
資
源
、
政
策
・

計
画
、
交
流
・
産
業
）
と
メ
ソ
ッ
ド
科
目
に

つ
い
て
触
れ
、「
こ
れ
ら
４
つ
の
分
野
を
理

解
し
、
実
践
が
で
き
る
専
門
家
を
育
て
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

2022年11月15日、第3回「観光まちづくりフォーラム」が開催された。新学部が
開設されて初のフォーラムでは、本学部が考える観光まちづくりと、持続可能な
地域の実現をどのように成し遂げていくか、活発な議論が交わされた。第一部
では、主催者と来賓のあいさつのほか、2023年4月より本学部に着任した吉見
俊哉氏の基調講演と、吉見氏と西村幸夫学部長との対談を実施した。

動き出した
観光まちづくり学部

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催
報
告

持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
に
向
け
て

第3回

第
一
部

西村幸夫教授
（観光まちづくり学部長）

針本正行國學院大學学長

来賓の水嶋智氏
（国土交通審議官）
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第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、吉
見
俊
哉
氏

（
東
京
大
学
教
授〔
当
時
〕）が
、〈
ま
ち

す
る
た
び
〉と〈
た
び
す
る
ま
ち
〉と
題

す
る
基
調
講
演
を
行
い
、自
身
が
考
え
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱
負
と
、都
心
北

東
部
で
展
開
す
る

「
東
京
文
化
資

源
会
議
」で

の
活
動
を

語
っ
た
。

　
ま
ず
吉
見
氏
は
、
2
0
2
3
年
4
月
に
観

光
ま
ち
づ
く
り
学
部
に
着
任
す
る
こ
と
へ
の

期
待
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
氏
が
考
え
る
観

光
ま
ち
づ
く
り
像
、
自
身
が
取
り
組
ん
で
き

た
「
東
京
文
化
資
源
区
」
構
想
、
氏
が
考
え

る
都
市
の
未
来
の
３
点
に
つ
い
て
話
し
た
。

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
」と
は

「
た
び
ま
ち
学
部
」

　
吉
見
氏
は
ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
私
た
ち

の
社
会
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
の
あ

り
方
）
の
変
化
に
触
れ
る
。「
高
度
成
長
期

か
ら
、
私
た
ち
は
『
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、

よ
り
強
い
」
社
会
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
程
度
の
豊
か
さ
を
実
現
し
た

今
、
む
し
ろ
『
よ
り
愉
し
く
、
よ
り
し
な
や

か
に
、
よ
り
末
永
く
』
の
生
活
を
実
現
す
べ

く
、
社
会
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

語
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
都
市
を
形
作
る
さ
ま

ざ
ま
な
異
な
る
速
さ
の
移
動
手
段
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
社
会
（
移
動
社
会
）
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
そ
の
う
え
で
吉
見
氏
は
、「
観
光
」
を
非

日
常
に
身
を
置
く
と
い
う
意
味
で
「
た
び
」、

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
日
常
の
世
界
に
住
ま
う

と
い
う
意
味
で
「
ま
ち
」
と
言
い
換
え
、
移

動
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
「
た
び
」
と
「
ま

ち
」
が
接
近
し
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、

日
常
の
中
の
「
た
び
」
で
あ
る
ま
ち
歩
き
を

楽
し
む
人
や
、「
た
び
」
の
中
に
住
ま
う
二

拠
点
居
住
の
人
口
が
増
え
て
い
る
と
の
デ
ー

タ
が
示
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
は
、
こ

の
切
り
離
せ
な
い
「
た
び
」
と
「
ま
ち
」
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
教
員
と
学
生
が
協
働

し
、
既
存
の
学
知
と
つ
な
げ
、
発
展
さ
せ
て

い
く
場
、
い
わ
ば
「
た
び
ま
ち
学
部
」
だ
と

語
っ
た
。

都
心
北
東
部
か
ら
俯
瞰
す
る
、

都
市
の
未
来

　
続
い
て
氏
は
、
自
身
が
取
り
組
ん
で
き
た

「
東
京
文
化
資
源
区
」
構
想
に
つ
い
て
語
る
。

東
京
文
化
資
源
区
と
は
、
東
京
の
北
東
部
の

谷や

根ね

千せ
ん

、
根
岸
一
帯
に
は
じ
ま
り
、
上
野
、

本
郷
、
湯
島
、
神
保
町
、
神
田
、
秋
葉
原
に

至
る
地
区
を
指
す
。
高
度
成
長
期
、
東
京
の

文
化
の
中
心
は
、
都
心
の
北
東
か
ら
都
心
の

南
西
に
移
っ
た
。
そ
の
時
に
大
規
模
な
開
発

か
ら
取
り
残
さ
れ
た
都
心
北
東
部
に
は
、
近

世
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
文
化
資
源
が
残
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
区
は
わ
ず
か
半
径

2
㎞ 

の
徒
歩
圏
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
区
の
つ
な
が
り
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
が
あ
る
。
東
京
文
化
資
源
区
構
想

は
、
こ
の
一
帯
に
集
積
す
る
文
化
資
産
を
さ

ら
に
生
か
す
こ
と
で
、
高
度
成
長
期
に
失
わ

れ
た
東
京
の
豊
か
な
資
源
を
再
生
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
湯
島
、

神
田
、
上
野
に
集
積
す
る
６
つ
の
宗
教
・
学

術
施
設
※
1
が
協
働
し
、
宗
教
的
寛
容
性
を
世

界
に
発
信
す
る
「
社
寺
会
堂
研
究
会
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
氏
は
、「
自
動
車
、徒
歩
、自
転
車
、船
、

ト
ラ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
速
さ
の
交
通
手

段
を
、
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
ま
ち
を
ど

う
つ
く
っ
て
い
く
か
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
」

と
語
り
、
現
在
実
現
に

向
け
て
活
動
中
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。

　
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
大

都
市
で
の
脱
ク
ル
マ
の

動
き
に
触
れ
な
が
ら
、

東
京
の
都
心
に
ト
ラ
ム

を
復
活
さ
せ
、
ス
ロ
ー

な
移
動
を
楽
し
め
る
都
市
を
つ
く
る
構
想

や
、
東
京
都
心
に
あ
る
余
剰
な
首
都
高
速
道

路
を
取
り
払
い
、
ま
ち
の
一
体
性
を
取
り
戻

す
構
想
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

　ポ
ス
ト
成
長
社
会
に
お
け
る

「
た
び
ま
ち
学
部
」
の
役
割

　
最
後
に
、
國
學
院
大
學
と
観
光
ま
ち
づ
く

り
学
部
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
た
。

　
吉
見
氏
は
、「
ポ
ス
ト
成
長
社
会
の
、
古
さ

に
こ
そ
新
し
さ
が
あ
る
と
い
う
価
値
は
、
國

學
院
大
學
の
理
念
と
も
共
鳴
し
ま
す
」
と
語

る
。
続
い
て
、
ア
ー
ト
で
の
町
お
こ
し
を
手

掛
け
る
石
川
県
珠
洲
市
や
I
T
化
を
進
め
る

徳
島
県
神
山
町
に
触
れ
つ
つ
、「
か
つ
て
は

新
し
い
動
き
は
東
京
か
ら
起
こ
っ
た
が
、
今
、

日
本
で
一
番
新
し
い
動
き
は
、
む
し
ろ
地
方

か
ら
起
こ
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
。

　
そ
し
て
、「
地
方
か
ら
の
動
き
を
大
き
な

力
に
変
え
て
い
く
媒
介
と
し
て
、
ま
た
日
本

を
変
え
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
場
と
し
て
、『
た

び
ま
ち
学
部
』
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
。
私
も
そ
の
一
助
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
大
変
光
栄
で
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

基
調
講
演

※1 神田明神、湯島天神、寛永寺、湯島聖堂、ニコライ堂、アッサラームファンデーション

湯島天神

神田明神

湯島聖堂

ニコライ堂

社

アムステルダム中央駅とトラム
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東
京
は
地
域
の
志
あ
る
人
々
の

交
流
の
場
と
し
て
、

価
値
が
出
て
く
る 

（
吉
見
）

ア
ジ
ア
の
中
で

東
京
の
古
層
を
見
直
す

　
ま
ず
話
題
は
、
東
京
の
歴
史
資
源
の
特
徴

か
ら
始
ま
っ
た
。
西
村
学
部
長
は
、
世
界
遺

産
の
審
査
を
務
め
た
経
験
か
ら
、「
東
ア
ジ
ア

の
首
都
中
心
部
に
は
歴
史
的
な
世
界
遺
産
が

あ
る
が
、
東
京
の
世
界
文
化
遺
産
は
国
立
西

洋
美
術
館
の
み
。
東
京
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
重
き
を
置
か
ず
に
き
た
と
感
じ
る
」
と

語
っ
た
。

　
吉
見
氏
は
、
東
京
の
場
合
に
は
、
戦
災
や

関
東
大
震
災
で
、
多
く
の
古
い
も
の
が
焼
け

た
こ
と
を
指
摘
。「
戊
辰
戦
争
で
ほ
と
ん
ど

が
焼
き
払
わ
れ
た
寛
永
寺
の
伽
藍
も
、
も
し

残
っ
て
い
れ
ば
間
違
い
な
く
世
界
遺
産
。
だ

が
、
今
で
も
少
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、
江
戸

や
明
治
の
痕
跡
は
た
く
さ
ん
見
え
て
く
る
」

と
答
え
た
。

地
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
な
ぐ
場
、
東
京

　
続
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
と
東
京
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。
吉
見
氏
も
西
村
学
部
長
も
、
現
代
で

は
、
新
し
い
動
き
は
地
方
か
ら
起
き
て
い
る

と
語
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
西
村
学
部
長
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
東
京
の
文
化
資
源
の

活
用
に
取
り
組
み
続
け
る
苦
労
と
意
義
に
つ

い
て
、
吉
見
氏
へ
問
い
か
け
た
。

　
こ
れ
に
応
え
て
吉
見
氏
は
、「
た
し
か
に

東
京
は
、
そ
の
巨
大
さ
や
危
機
感
の
低
さ
ゆ

え
、
文
化
資
源
区
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
一

番
難
し
い
都
市
だ
と
実
感
す
る
。
そ
の
反
面
、

東
京
を
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
方
が
、知
識
人
、市
民
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

行
政
に
関
わ
る
人
な
ど
多
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
組
織

の
人
が
集
ま
る
『
準
脱
藩
志
士
連
合
』
み
た

い
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
ど

こ
か
で
維
新
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

期
待
を
語
る
。

　
さ
ら
に
西
村
学
部
長
は
、「
東
京
と
地
方

の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
取
る
べ
き
か
」
と
問

い
か
け
る
。
そ
れ
に
対
し
て
吉
見
氏
は
、「
こ

れ
か
ら
の
東
京
は
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
、
価
値
を
持
っ
て
い
く
」

と
述
べ
る
。
今
は
情
報
の
や
り
取
り
も
容
易

で
、
地
方
を
盛
り
立
て
よ
う
と
す
る
人
同
士

が
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
持
ち
、
世
界
と

地
域
が
直
に
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
時
代

だ
と
、
両
者
は
語
る
。

　
吉
見
氏
は
、「
江
戸
が
参
勤
交
代
で
集
ま
っ

た
武
士
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
場
に

な
っ
た
よ
う
に
、
東
京
は
、
地
域
の
志
あ
る

人
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、
価
値
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

学
生
主
体
の

授
業
を
目
指
す

　
最
後
に
、
対
談
は
「
た
び
ま
ち
学
部
」
こ

と
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
が
、
新
た
な
時
代

に
果
た
す
役
割
へ
と
及
ん
だ
。
西
村
学
部
長

は
、
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
が
多
様
化
し
て
い
く

新
し
い
時
代
の
中
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

が
、
少
人
数
教
育
な
ど
の
、
新
し
い
教
育
を

模
索
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
吉
見
氏
は
、
自
身
が

委
員
を
し
て
い
た
中
央
教
育
審
議
会
が
、

2
0
1
8
年
に
発
表
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
答
申
で
、「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
へ
の
転

換
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
言
及
。「
決
し
て
学

生
が
お
客
様
、
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
学
生

が
主
体
的
に
考
え
、
社
会
を
変
え
て
い
こ
う

と
本
気
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
場
を
、
大

学
に
つ
く
り
出
す
こ
と
が
ね
ら
い
」
と
語
る
。

　
こ
れ
に
対
し
西
村
学
部
長
は
、「
ま
さ
に
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
演
習

と
い
う
授
業
を
つ
く
っ
た
」
と
応
じ
る
。
観

光
ま
ち
づ
く
り
演
習
は
、
学
生
が
グ
ル
ー
プ

作
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
課
題
の
解
決
策
を

提
案
す
る
授
業
だ
。「
学
生
主
体
で
、
教
員

は
横
で
見
守
り
応
援
す
る
役
割
」
だ
と
い
う
。

　
こ
の
演
習
の
構
想
に
対
し
て
、
吉
見
氏
も
、

自
身
が
2
0
1
7
年
か
ら
1
年
間
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
教
授
と
し
て
授
業
を
担
当
し
て

い
た
時
、
学
修
者
主
体
の
教
育
の
価
値
を
実

感
し
た
と
語
る
。「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
授
業

の
中
心
は
T
A
※
1
と
学
生
で
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
は
、
後
ろ
の
方
で
見
守
る
役
割
」
だ
っ

た
と
い
う
。
両
者
は
、
演
習
も
そ
の
よ
う
な

学
生
主
体
の
授
業
を
目
指
し
た
い
と
、
こ
れ

か
ら
の
学
部
教
育
へ
の
期
待
を
述
べ
、
対
談

は
幕
を
閉
じ
た
。

第
一
部
の
後
半
は
、吉
見
氏
と
本
学
部
長
の
西
村
幸
夫
に
よ
る
対
談
を
実
施
し
た
。

ポ
ス
ト
成
長
社
会
に
お
け
る
地
方
と
東
京
の
役
割
や
、

そ
の
中
で
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
役
割
に
つ
い
て
、活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

吉
見
教
授
×
西
村
学
部
長 

対
談

地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
方
同
士
の

す
ご
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

地
元
に
も
全
国
的
に
も
あ
る 

（
西
村
）

※1　学部学生などへの教育補助業務を行なう大学院生

23

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ア
ル
、

そ
し
て
未
来
」

地
域
に
引
き
継
が
れ
る

持
続
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
を

西
村
：
本
日
は
、
熊
野
、
伊
勢
、
遠
野
と
い

う
日
本
の
古
層
に
ゆ
か
り
の
あ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
代
表
理
事
、

文
化
財
行
政
官
と
い
う
、
立
場
の
違
う
方
が

来
ら
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
聞
け

る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　
ま
ず
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
上
綱
久
美
子
さ
ん

に
、
生き

な
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
具
体
化
な
さ
る

過
程
で
の
ご
苦
労
を
、
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

上
綱
：
ま
ず
、
観
光
案
内
サ
イ
ン
を
立
て
る

場
所
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
に
気
を
使
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
内
宮
前
を
筆
頭
に
、
外
宮

や
お
は
ら
い
町
は
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高

い
。
そ
れ
ら
の
観
光
地
か
ら
ち
ょ
っ
と
外
れ

た
市
街
地
は
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
低
く

な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
場
所
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
時
間
の
か
か
る
木
を
、
そ
う
じ
ゃ
な
い

と
こ
ろ
に
は
石
を
使
う
な
ど
で
す
。

西
村
：
な
る
ほ
ど
、
素
材
に
よ
っ
て
変
え
て

い
く
の
で
す
ね
。

上
綱
：
は
い
。
そ
れ
か
ら
、
施
工
か
ら
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
含
め
、
費
用
面
は
と
て
も

シ
ビ
ア
で
す
ね
。
特
に
素
材
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
に
直
結
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
設
備
の

種
類
や
地
域
の
特
色
に
よ
っ
て
、
使
う
こ
と

の
で
き
る
素
材
も
限
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
ど
の
よ

う
に
地
域
の
要
望
や
特
色
に
沿
っ
た
質
感
に

仕
上
げ
る
か
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
車
両
用
サ
イ
ン
に
は
鉄
骨
を
使
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
が
、
伊
勢
市
で
は
、
な
る
べ

く
メ
タ
ル
感
を
見
せ
な
い
仕
上
げ
を
施
し
ま

第3回
「観光まちづくりフォーラム」開催報告

持続可能な地域の実現に向けて

第
二
部
で
は
、「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ア
ル
、そ
し
て
未
来
」と
題
し
て
、3
名
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に

よ
る
事
例
紹
介
に
続
き
、西
村
学
部
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
吉
見
氏
を
交

え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
共
通
性
と
、こ
れ
か

ら
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

第
二
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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「生なり」のアーバンデザインで、
まちににぎわいと誇りを
デザイナー、design office kk 代表、本学部非常勤講師　

上綱 久美子 氏

　上綱氏は、伊勢市の観光地デザインとまちづくりについて、自身がデザ
イナーとして関わってきた経験をもとに、「伊勢市生なりのアーバンデザ
インのその後」というテーマで講演した。
　伊勢市は三重県の中東部に位置し、伊勢神宮の鳥居前町として発展して
きた。神宮をはじめ、多くの名所・旧跡を有する観光都市でもあり、20年
ごとの式年遷宮を節目に、まちのハード整備を行ってきた。
　上綱氏と伊勢市の関わりは、当時所属していた株式会社GK設計にて、
1991年に伊勢市の街路景観基本計画の策定業務の担当となったことから
始まった。計画の中で、市がアーバンデザインの基本理念として掲げたの
が、素材の持つ美しさやありのままの純粋な状態を指す「生なり」という
キーワードだ。上綱氏らチームは、この「生なり」を取り入れ、経年変化
も受け入れられる都市デザインを手がけた。
　一つ目の事例は、伊勢市の観光案内サイン。移動のしやすさを担保し
ながらも、まちと観光資源の魅力を伝えるデザインとした。歩行者向けに
は、誘導サイン「語り石」、案内板「語り壁」、マップなどを、主要な結節
点や分岐点に整備した。いずれもまちの景観によく溶け込む、木製や石製
のサインだ。オーバーハング型の車両誘導サインも設置した。
　もう一つの事例は、内宮おはらい町の石畳整備だ。内宮おはらい町で
は、1993年の第61回遷宮に向けて、1979年から伊勢市と地元住民と地元
企業が三位一体となって、町並みを形成してきた。さまざまな建築様式の
基準が作られ、観光客が集まるエリアとして成功をおさめていた。上綱氏
らは、世古（せこ・細い路地）の舗装整備、伊勢参りで人気のあった参宮
街道の遊歩道整備、広場の整備などの、街路景観整備を手がけた。
　また、徒歩での回遊性を高めるために、土地の観光、歴史や文化を学べ
るサインも併設した休憩所「お休み処」をデザイン。こちらは、実施設計
を地元の建築家に任せた。
　最後に、伊勢のまちづくりの課題として、内宮以外のエリアの回遊性を
挙げ、「比較的客足の少ない河崎地区や二見地区にも、歴史的町並みや資
源がある。もっと多くの方に訪れてほしい」と熱く語った。

し
か
も
生
な
り
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
の
質
感

を
保
つ
た
め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な

る
、
今
で
言
う
持
続
可
能
性
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
こ
れ
は
地
元
に
渡
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
、
常
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
や
っ
と
で
き
た
の
が
、「
お
休
み
処
」

の
設
計
で
す
。

熊
野
の
歴
史
的
古
層
を

日
本
と
世
界
に
伝
え
る

西
村
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て
、

し
た
。

西
村
：
そ
う
な
の
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
外

の
人
間
と
し
て
、
地
元
に
入
る
時
の
ご
苦
労

や
工
夫
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
ど
、
い
か

が
で
す
か
。

上
綱
：
私
が
伊
勢
の
景
観
づ
く
り
に
携
わ
っ

た
の
は
、
1
9
9
0
年
代
か
ら
2
0
0
0
年

頃
で
す
。
住
民
を
巻
き
込
ん
で
の
景
観
づ
く

り
が
、
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
時
代
で
し
た
。

　
で
す
が
、
実
施
設
計
や
建
築
確
認
申
請
な

ど
は
、
地
元
の
建
築
家
の
方
が
や
り
や
す
い
。

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
多

田
稔
子
さ
ん
に
質
問
で
す
。
大お

お
ゆ
の
は
ら

斎
原
と
い
う
、

地
域
の
精
神
的
支
柱
を
見
つ
け
た
こ
と
が
、

重
要
な
ス
タ
ー
ト
地
点
だ
っ
た
と
の
お
話
で

し
た
。
そ
の
合
意
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

多
田
：
正
直
に
言
い
ま
す
と
、
走
り
な
が
ら

行
き
つ
い
た
と
い
う
の
が
事
実
で
す
。
言
語

化
で
き
る
感
覚
で
は
な
い
の
で
す
が
、
何
も

な
い
空
間
で
あ
る
ゆ
え
の
迫
力
や
、
大
斎
原

に
全
て
の
古
道
が
集
結
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
支
柱
と
し
て
大
斎
原
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
や
は
り
皆
、
地
域
で
大
事
に
し
て
い
る
も

の
は
違
っ
て
も
、
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
共

通
の
歴
史
的
古
層
に
行
き
つ
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
方
が
大
事
に
す
る
歴
史
を
探

る
こ
と
が
、
観
光
振
興
を
成
功
に
導
く
カ
ギ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

西
村
：
ま
た
、
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
海
外
出
身
の
方
の
目
で
発

信
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
さ

1 2

3 4

1 おはらい町通り　
2 語り石　
3 語り壁
4 お休み処

25

　田辺市熊野ツーリズムビューローの目的は、地域の人々が笑顔で暮らせ
る地域づくり。観光振興はその手段だという。田辺市は紀伊半島の南西部
に位置し、森林面積が多く、人口減少が進んでいる。同ビューローは、世
界文化遺産である紀伊山地の霊場と参詣道をキラーコンテンツとして活用
しており、地域の暮らしの風景を守ることを重視している。特に、熊野本
宮大社旧社地の大斎原は、全ての古道が交わる象徴的な場所であり、観光
振興の「精神的支柱」と多田氏は語る。
　田辺市内の観光セクションでは役割分担を行っており、同ビューローで
は熊野エリア全体の観光情報収集・プロモーションを担当している。基本
戦略としては、「ブーム」より「ルーツ」を大切にし、「保全・保存」に重
点を置き、「個人」にターゲットを絞り、住民の生活への負担が少ない観
光を提供する。
　欧米豪のFIT（海外個人旅行客）をメインターゲットとし、外国人の感性
に合わせた受け入れ地の整備を行っている。熊野の魅力を伝えるために、
アルファベットを活用したコミュニケーションツールの整備や翻訳作業を
行い、受け入れ側の外国人対応のレベルの向上に取り組んでいるという。
　その結果、90か国以上から観光客が訪れるようになった。このことが住
民の地域への誇りを醸成したと、多田氏は語る。
　しかしコロナ禍の影響で、熊野の着地型旅行業の売り上げは大幅に減少
した。外国人旅行者が売り上げの9割を占めていたため、組織は困難な状
況に立たされた。そこで、日本人旅行者の誘致や教育旅行プロジェクトを
展開し、市の協力を得てマーケットチェンジに取り組んだ。多田氏は、イン
タープリターの養成や官民共創の観光地づくりが成功の秘訣であると考え
ている。
　最後に多田氏は、「私たちのモットーは、責任（Responsible）を持ち、
地域と観光客を尊重（Respect）し、経済的な実現可能性（Reality）を担保
するという、『３つのR』。これを大切にした観光施策を進めていきたい」
と締めくくった。

異
な
る
日
常
を
生
き
て
い
ま
す
か
ら
、
着
眼

点
も
見
え
方
も
異
な
り
ま
す
。

　
外
国
人
の
書
い
た
プ
レ
ス
を
読
む
と
、

撮
っ
て
い
る
写
真
が
日
本
人
と
ま
っ
た
く
違

う
ん
で
す
。
例
え
ば
、
障
子
の
桟
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
い
た
り
。
外
国
人
の
感
性
で
、
外

国
の
常
識
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
に
伝
わ
る

よ
う
に
熊
野
の
説
明
を
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
さ
ら
に
海
外
の
方
に
魅
力
が
伝
わ
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

西
村
：
や
は
り
、
そ
う
い
う
方
が
発
信
し
た

こ
と
で
、
海
外
の
観
光
客
が
集
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
と
こ
ろ
で
、
海
外
の
個
人
観
光

客
へ
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
分
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
森
林
を
活
用
し
た
教
育
旅
行
と

い
う
、
新
た
な
道
を
発
見
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
っ
て
き
て
、

忙
し
く
な
っ
た
時
に
、
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
続
け
て
い
こ

う
と
お
考
え
で
す
か
。

多
田
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
す
で
に
戻
っ
て

き
つ
つ
あ
り
、
忙
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で

す
が
今
後
を
考
え
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ

け
で
は
リ
ス
キ
ー
で
す
。
や
は
り
、
き
ち
ん

と
国
内
の
需
要
も
満
た
し
つ
つ
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
受
け
入
れ
た
い
。
で
き
れ
ば
50
対
50

ぐ
ら
い
の
割
合
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
村
：
あ
と
、
チ
ャ
ッ
ト
で
コ
メ
ン
ト
が
来

て
い
ま
す
ね
。
観
光
地
で
も
、
無
料
の
所
に

は
人
が
入
る
が
、
安
く
て
も
入
館
料
を
取
る

所
に
は
、
全
然
人
が
入
っ
て
く
れ
な
い
こ
と

れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
仕
事
で
熊
野
に
行
く

と
、
欧
米
豪
か
ら
の
観
光
客
の
多
さ
に
驚
き

ま
す
。
や
は
り
、
海
外
の
方
の
視
点
は
、
地

元
の
方
と
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

多
田
：
地
元
で
生
ま
れ
て
育
つ
と
、
比
べ
る

も
の
が
な
い
の
で
、
全
て
が
当
た
り
前
に
し

か
感
じ
ま
せ
ん
。
熊
野
の
魅
力
を
十
分
に
理

解
す
る
に
は
、
歴
史
と
宗
教
に
関
す
る
背
景
・

知
識
が
必
要
な
た
め
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
、

わ
か
り
ず
ら
い
だ
け
の
も
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
外
国
の
方
は
わ
れ
わ
れ
と
は

第3回
「観光まちづくりフォーラム」開催報告

持続可能な地域の実現に向けて

一般社団法人 田辺市熊野ツーリズムビューロー
代表理事　多田 稔子 氏

ブームよりルーツへ　
持続可能なツーリズムを目指して

1

3

2

4

1 熊野本宮大社旧社地　 2 外国人旅行者　
3 精神的な文化　 4 森林環境学習
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地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す

遠
野
遺
産
認
定
制
度

西
村
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
は
遠

野
市
文
化
課
の
前
川
さ
お
り
さ
ん
に
お
伺
い

し
ま
す
。
従
来
の
文
化
財
と
比
べ
る
と
、
地

域
の
人
の
主
観
が
基
準
と
な
る
「
遠
野
遺
産
」

は
、
斬
新
で
す
ね
。
認
定
の
し
か
た
と
地
域

へ
の
効
果
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

前
川
：
地
域
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
か

が
悩
み
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
問
題
は
、

欧
米
豪
な
ど
の
海
外
の
方
に
は
あ
ま
り
関
係

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

多
田
：
た
し
か
に
近
く
か
ら
来
る
方
は
、
そ

れ
ほ
ど
お
金
は
使
い
ま
せ
ん
よ
ね
。
で
す
が
、

遠
く
か
ら
来
る
方
は
お
金
を
使
う
し
、
む
し

ろ
、
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
使
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

西
村
：
そ
う
い
う
方
々
に
き
ち
ん
と
対
応
す

れ
ば
、
よ
り
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
観
光
を

提
供
で
き
そ
う
で
す
ね
。

ど
う
か
を
基
準
に
、
年
代
の
新
旧
や
有
形
無

形
を
問
わ
ず
、
認
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

遠
野
遺
産
認
定
調
査
委
員
会
の
客
観
的
な
視

点
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
遍
的
な
遺

産
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
、
有
形
遺
産
の
審
査
で
あ
れ
ば
、

委
員
会
調
査
の
時
に
、
手
入
れ
が
行
き
届
い

て
い
る
か
を
確
認
し
た
り
、
地
元
の
方
か
ら

聞
き
取
り
を
し
た
り
し
て
、
本
当
に
地
域
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
所
か
を
見
極
め
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
の
活
動
内
容
も
、
事
前
に
調

査
し
て
い
ま
す
。
面
白
い
も
の
で
は
、
市
民

演
劇
や
ワ
サ
ビ
の
栽
培
技
術
な
ど
も
、
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

西
村
：
認
定
さ
れ
る
と
、
地
域
の
雰
囲
気
は

変
わ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
遠
野
遺
産
が
盛
り

上
が
る
こ
と
で
、
従
来
型
の
文
化
財
に
も
影

響
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

前
川
：
認
定
記
念
に
市
民
を
集
め
た
学
習
会

が
開
か
れ
る
な
ど
、
地
域
は
活
性
化
し
ま
す

ね
。
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
遠
野
遺
産

住民の手で見つけ、
育てる遠野の宝
遠野市文化課・市史編さん室次長（学芸員）　

前川 さおり 氏

　前川氏は、岩手県遠野市における独自の地域遺産認定制度である「遠野
遺産」について紹介した。遠野市は岩手県の中央部に位置し、柳田国男の
『遠野物語』の舞台として知られる。遠野の観光の歴史では、高原観光か
ら始まり、『遠野物語』のブームを受けて博物館や伝承園が建設され、昔
話まつりなどの文化イベントも開催されるようになった。1995年に、どぶ
ろく特区への認定を受け、濁酒製造などのグリーンツーリズム事業も展開
されてきた。最近ではビアツーリズムやサイクルツーリズムなどのマイク
ロツーリズムが人気となっている。
  「遠野遺産」は、指定文化財制度の限界を克服するために作られた。指定
文化財制度では、文化財の守り手が所有者と行政の二者しかおらず、所有
者が高齢化し、市の財政が苦しい中では、文化財を守っていくのは困難と
いう問題がある。地域ぐるみで文化資源を守る仕組みが求められていた。
　遠野遺産は地域の人々の主観を重視し、地域の人々が愛着を持つものを
遺産として認定している。認定の条件は、遠野らしい魅力を示しているこ
と、市民の手で保護・活用されること、地域づくりの団体からの推薦があ
ること。年に1回の公募が行われ、適切なものは市長によって認定される。
　現在、169件の遠野遺産が認定されており、有形・無形・自然・複合遺
産の4形態がある。
　遠野遺産の保護・活用には、市内11地区に年間300万円ずつ配分され
る、「みんなで築く遠野推進事業」補助金が利用できる。活用実績とし
ては、コロナ禍の中で考案されたサイクルツーリズム（ちゃりぶら）があ
る。遠野遺産や棚田などの景観、地域の人々とのふれあいを楽しみながら
巡るプランだ。
　行政としては、市民に楽しんでもらうことを重視し、看板設置やパンフ
レットの配布、観光ガイド研修や、ケーブルテレビでの発信を手がける。
今後は、インバウンド向けの観光ガイド育成や情報発信、IT化などの課題
に取り組みたいという。

1

3 4

2

1 遠野遺産ポスター　 2 語り部　 3 遠野遺産の看板　 4 サイクルツーリズム

27

古
さ
に
こ
そ
未
来
を
見
る

21
世
紀
的
な
視
点

西
村
：
吉
見
先
生
、こ
こ
ま
で
お
聞
き
に
な
っ

て
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
見
：
こ
の
第
二
部
は
す
ご
く
巧
み
に
組
ま

れ
て
い
る
な
と
、
感
嘆
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
伊
勢
と
熊
野
と
遠
野
の
3
つ
の
共

通
性
を
語
る
こ
と
は
、
日
本
の
古
層
を
語
る

こ
と
に
等
し
い
。
さ
ら
に
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

の
皆
様
が
専
門
と
さ
れ
る
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
文
化
財
行
政
の
3
つ
の
分
野

か
ら
の
視
点
が
つ
な
が
る
と
、
ま
さ
に
日
本

の
古
層
に
対
し
て
、
こ
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
が
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
か
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
私
の
取
り
組
む
上
野
や
神
田
は
、

江
戸
・
東
京
の
古
層
な
の
で
、
私
た
ち
４
人

は
皆
、「
古
層
の
再
生
」
を
目
指
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
は
、
古
さ
に
こ
そ
未
来
を
見

て
い
く
と
い
う
、
21
世
紀
的
な
視
点
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
皆
さ
ん
へ
コ
メ
ン

ト
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、
前
川
さ
ん
の
お
話
は
、『
遠
野
物
語
』

を
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
へ
生
か
す

と
い
う
ベ
ク
ト
ル
で
し
た
。
今
度
は
、
こ
の

物
語
を
、
世
界
に
向
け
て
ど
う
発
信
し
て
い

く
の
か
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
先
ほ
ど
国
立
国
会
図
書
館
が
運

用
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
」

で
「
遠
野
」
と
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と

１
万
２
５
７
件
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ヒ
ッ
ト
し

ま
し
た
（
2
0
2
2
年
11
月
15
日
時
点
）。

と
重
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
客
観
的
に
も
立

派
で
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
愛
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
半
面
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
実
は

あ
っ
て
、
こ
こ
が
保
全
の
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

西
村
：
外
部
の
人
へ
の
発
信
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

前
川
：
何
げ
な
い
神
社
と
か
石
と
か
風
景
に
、

遠
野
遺
産
の
看
板
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
こ
は
地
域
の
人
た
ち
に
大
切
に
さ
れ
て
い

る
場
所
な
ん
だ
と
、
目
で
見
て
分
か
る
と
い

う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
詳
し
い
こ
と
は
、
た
ま
た
ま
通
り

か
か
っ
た
地
域
の
人
か
ら
話
を
聞
か
な
い
と

分
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。

西
村
：
や
は
り
、『
遠
野
物
語
』
に
関
す
る

遺
産
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

前
川
：『
遠
野
物
語
』
ゆ
か
り
の
伝
説
の
あ

る
場
所
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
っ
た
く
関
係
の

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
遠
野
遺
産
認
定
制

度
が
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　『
遠
野
物
語
』
ゆ
か
り
の
も
の
の
み
な
ら

ず
、
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
地
域
資
源
も
遍

在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
大
き
な

面
が
で
き
れ
ば
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
な

ど
の
客
観
的
な
価
値
を
持
つ
エ
リ
ア
に
な
っ

て
い
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
期
待
し

て
い
ま
す
。

西
村
：
何
げ
な
い
風
景
と
思
わ
れ
て
い
た
も

の
が
、
文
化
的
景
観
と
し
て
の
価
値
付
け
を

得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
１
万
件
以
上
の
文
化
資
源
を
つ
な
ぐ
物

語
を
、
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力

し
な
が
ら
作
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
発
信
力
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
ま
す
。

　
次
に
、
多
田
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、

以
前
私
が
キ
ュ
ー
バ
を
訪
れ
た
時
、
非
常
に

知
的
レ
ベ
ル
の
高
い
歴
史
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
体

験
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
高
単
価
で
少
人
数
を
相
手
に

し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
世
界
中
の
歴
史
的
文

化
遺
産
を
持
つ
地
域
で
試
み
ら
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
で
す
か
ら
、
豊
か
な
歴
史
資
源
と

自
然
資
源
を
持
つ
熊
野
も
、
ま
ず
は
世
界
中

の
教
養
の
高
い
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
、
高
単
価
の
観
光
を
発
展
さ
せ
て
、
だ
ん

だ
ん
国
内
に
も
広
げ
て
い
く
方
法
が
い
い
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
上
綱
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
で

す
。
僕
は
昔
、
伊
勢
参
り
の
こ
と
を
調
べ
て

い
た
時
代
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
伊
勢
に

行
く
と
奇
跡
的
な
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う
信

仰
が
、
多
く
の
日
本
の
大
衆
の
間
、
特
に
女

性
と
子
ど
も
の
間
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
、
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
勢
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
女
性
た
ち
と
伊
勢
と
い
う
ジ
ェ
ン

ダ
ー
面
で
の
つ
な
が
り
な
ど
、
ま
だ
考
え
る

べ
き
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

前
川
：
遠
野
は
豊
富
な
文
化
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
料
理
す
る
方
法
を
、

地
域
の
人
々
は
ま
だ
十
分
に
知
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
の
し
か
た

を
知
っ
て
い
る
外
部
の
方
や
、
市
民
の
方
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
発
信
の
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
民
間
の
観
光
、
都
市
デ

ザ
イ
ン
と
文
化
遺
産
保
全
の
3
つ
が
一
緒
に

な
れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

多
田
：
熊
野
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
宗
教

を
受
け
入
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
で
す
が
、

世
界
遺
産
制
度
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ど
、
い

ま
の
熊
野
の
観
光
を
取
り
巻
く
も
の
は
、
西

洋
の
概
念
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
自

分
た
ち
の
日
本
的
な
良
さ
を
世
界
に
伝
え
る

手
法
づ
く
り
が
、
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
綱
：
デ
ザ
イ
ン
の
意
味
も
変
容
し
つ
つ
あ

り
、
ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
の
有
形
の
物
か
ら
、

無
形
の
デ
ザ
イ
ン
へ
と
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
、

仕
組
み
づ
く
り
や
情
報
発
信
な
ど
、
上
流
で

プ
ロ
セ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
一
緒
に
や
っ
て

い
け
た
ら
、
も
っ
と
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

西
村
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
き
ょ
う

の
テ
ー
マ
は
、「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ア

ル
、
そ
し
て
未
来
」
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
お

話
か
ら
は
、
未
来
は
過
去
の
中
に
こ
そ
あ
り
、

そ
れ
を
見
つ
め
直
す
こ
と
こ
そ
が
、
わ
れ
わ

れ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
地
域
を
見
つ
め
る
」

こ
と
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
地
域
を
動
か
す
、
次
の
時
代
を
動

か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程

に
、
わ
れ
わ
れ
の
学
部
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
　
稲
葉
　
あ
や
香
）

第3回
「観光まちづくりフォーラム」開催報告

持続可能な地域の実現に向けて
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　第7回のカフェは、愛媛・内子町のゲ
ストハウス「内子晴れ」のオーナーである、
山内大輔氏が講師として登壇した。
　第1部では、米田誠司教授基礎ゼミ
ナール※で内子町フィールドワークを行っ
た学生が登壇し、内子町の町並み保存の
概要を発表した。1975年に始まった伝
統的建造物群保存地区制度の発足をきっ
かけに、一軒一軒の家を訪れて町並み保
存の重要性を訴え、住民の賛同を取り付
けた元内子町職員の岡田文淑氏の活動を
紹介した。1976年には内子の町並み保
存会が結成され、1982年には全国で18
番目の重要伝統的建造物群保存地区に登
録された。学生は、町並み保存の持続性
は努力によるものだと実感したと述べた。
講師の山内氏はじめ、内子に魅力を感じ
る移住者が多い一方で、地元住民のまち
づくりへの関心が低いと問題提起し、小
学校での町職員によるまちづくり出張授
業を、高校における地域学習カリキュラ
ムへと展開するなどの提案を行った。
　山内氏の講演では、自身の経験を基に、
地域に根付く観光やまちづくりの重要性
が語られた。山内氏は、24歳で会社を
退職し、世界旅行で地域にとけこむ楽し
さを見いだしたという。その後、四国遍
路での人々との触れ合いから四国への移
住を考え、地域おこし協力隊に応募し内
子町への移住を実行した。協力隊一期生
として、山間部の盛り上げ担当となった
山内氏は、そこで美しい山林や里の景色、
そしてそれを維持している一人一人の営
みに気付く。このことを、外部に伝える
役割を果たすために、伝建地区でゲスト
ハウスを開業。伝建地区の物件を選んだ

のは、古民家が好きという感覚と、人通
りが多く里山につなげる拠点として好立
地との考えからだった。内子は若い移住
者が増えているが、コロナの影響もあり
地元住民間の交流の場が不足していると
考え、移住者と地元住民の交流を深める
イベントをいくつか企画。その後、伝建
地区の入り口にある工場跡を官民一体で
広場にするプロジェクトが発足し、住民、
移住者、役場職員、建築関係の人らと理
想の広場についての議論が始まったこと
が、皆が町のビジョンに目を向けるきっ
かけになったという。山内氏は、地域を
深く知るとともに、地域の未来を見据え
て行動することで、地元住民にも、移住
者にも「この町並みだからここにいる」
という意識を育てることの重要性を強調
した。
　第2部では、山内氏に加え、米田教授と、
基礎ゼミ生によるトークセッションが行
われた。学生は、内子町での体験を基に、
地元でまちづくりを行うための手がかり
が見えたという。また、異なる地域や背
景を持つ人々との関係性を築くことの価
値や楽しさの重要さにも気付いたという。
参加した学生との質疑応答も交わされ、
大変盛り上がったカフェとなった。

く、赤や黒や緑など、さまざまな色の米
を合わせて米として取り扱われていたと
指摘した。赤米は気候変動に強く収量が
安定していたため、食用として適してい
たが、時代の変遷とともに、味の好みが
変わり、赤米は主流でなくなったと述べ
た。このような前提知識を基に参加者は
トークセッションを聴くことができた。小
川直之文学部教授（当時）からは伝統行
事の継承への熱い思い、また、それを成
り立たせるための強い理念や確実な手法
が語られ、相川氏、石堂氏、小林稔教授、
松本貴文准教授により豊富な知見や異な
る視点からの議論が繰り広げられた。

「重伝建での“暮らし”から
“観光まちづくり”を考える」
開催日：2023（令和5）年6月28日
講師：山内 大輔氏 ゲストハウス「内子晴れ」オーナー（愛媛県喜多郡内子町）

第 7回

第5回カフェフライヤー

この学生は、吉野町に魅力を感じ、早速旅行計
画を立て始めたという

※�基礎ゼミナール：観光まちづくり学部1年後期〜
2年前期に履修するゼミナールで、学部教員の専
門性に沿ったフィールドワーク、制作、輪読など
を行う形式の授業

種子島からロケットに乗ってきたという、
学芸員の石堂氏による赤米神事継承のため
の様々な取り組みについての発表の様子

軽快な語り口で内子町の
観光まちづくりについて
語る山内氏

基礎ゼミ生の内子町に対する
素直な感想に聞き入る山内氏

29

い高品質な杉を生み出すことができ、天
然林に近い木質となっていると紹介した。
　また、吉野町の大きな課題である、高
齢化と空き家の問題への対応策や、観光
資源である吉野山の桜に関する取り組み
についても述べた。
　第2部のディスカッションは、吉野町
長とのつながりが深い南雲勝志教授が進
行役を務めた。下村彰男教授は、吉野町
が、桜の観光地と、吉野杉を産出する林
業地であることの二面性について触れ、
山守でありつつも町長となった中井氏に、
その全く異なる二つの面の結びつけ方を
質問した。中井氏は、桜の繁忙期と、他
の季節の閑散期に触れ、信仰と産業を来
訪者にしっかりと伝えることで、二つの
面をうまくつなげられると答えた。児玉

　第5回の観光まちづくりカフェは、奈
良県吉野郡吉野町から町長の中

なかい

井章
あきもと

太氏
を招いて開催された。
　第1部の講演「地域資源を生かした吉
野町のまちづくり」では、まず、家業で
ある「山

やまもり

守※」の7代目であり、吉野材
の生産事業企業「中

なか

神
しん

木材」の社長でも
あると自己紹介をした。吉野は、500年
前から人工林を造成し、特徴的な密植植
林方法を用いている。密植とは、苗木の
間隔を狭く植える植林方法で、一般的に
は1haあたり3,000〜5,000本の植林を
するところ、吉野では、約3倍の8,000
〜12,000本の植林を行っている。加えて、
間伐回数が多い多間伐、そして伐採され
る林齢が100〜200年と一般的な林齢
より長い長伐期施業により、木目の細か

千絵専任講師からは、山守という存在が、
単なる経済的側面から見た山の所有者と
いう形だけではない、大局観を持ち社会
の中での役割を担っている点がユニーク
だとの発言があった。
　第1部の講演を聴いて、早速友人と吉
野町への旅行計画を立て始めたという学
生からは、お薦めのスポットや、地域の
人と触れ合える場所などについての質問
があった。中井氏は、ゲストハウスでの
宿泊や地域おこし協力隊が運営している
食堂への訪問を勧め、観光まちづくりを
知る機会になると回答した。その他の学
生や教員からも多くの質問がなされ、参
加者は吉野町やその取り組みへの理解が
一層深まった。

「地域資源を生かした吉野町のまちづくり」
開催日：2022（令和4）年10月12日
講師：中井 章太氏 吉野町長（奈良県吉野郡）

第 5回

　第6回のカフェは、歌手の相川七瀬氏、
鹿児島県熊毛郡南

みなみ

種
た

子
ね

町
ちょう

から同町教育
委員会学芸員の石堂和博氏が講師として
登壇した。この回は、タウンニュース横
浜市青葉区版により周知がなされ、大学
近隣住民も参加しての開催となった。
　講演「赤米行事をめぐる現状と継承
への取り組み」は、相川氏が赤米に興味
を持ったきっかけから語られた。相川氏
は、20代から神道に興味を持ち、対馬
で行われるコンサートの前後に、対馬の
神社を調べて回った。その際に偶然、多

た

久
く

頭
ず

魂
だま

神社の赤米神田で出会った赤米に
感動。地元住民との話から赤米を神格化
する神事や、その継承問題を知ることに
なった。行政や地域住民が赤米神事をサ
ポートしない理由など、素朴に疑問を持
ち、コンサートのMCでこの問題につい

て語った。赤米に魅了された相川氏は、
対馬に通い、稲刈りなどにも参加し、赤
米大使にも任命される。さらに、赤米の
勉強を通じて、種子島や岡山県総社市で
も赤米神事があることを知り、それぞれ
の赤米神田と神社を訪ねることになった。
この経験が石堂氏との出会いにつながっ
ている。相川氏は、赤米神事の継承の難
しさについて、神事の決まり事を守ろう
とするあまり、担い手への要求が社会の
現状と乖離しているとの問題を指摘した。
　次に、石堂氏は、南種子町の宝

ほうまん

満神社
の赤米神事である御田植祭について説明
した。赤米神事を実施している各地との
赤米文化交流によって、南種子町の赤米
神事継承に変化の兆しが見られると述べ
た。離島の伝統行事の継承は、都市部か
らのボランティア不足などの課題があっ

たが、赤米文化交流により、地域外の注
目を集め、トップダウン・ボトムアップの
双方からの行事の継承の意欲が高まる効
果があると強調した。交流の成果として、
「地域の祭を継承するかしないかは、保存
会だけでなく地域全体で考えるべき」と
いう認識が広がったと述べた。
　トークセッションは文化庁調査官時代
に南種子町の赤米神事を調査した石垣悟
准教授が進行役を務めた。田植えは世界
的に見れば特殊な作物の育て方であり、
それが神事として残っていると石垣准教
授が説明。また、米食が一般的になった
のは戦後からであり、かつては白ではな

2022（令和4）年10月から2023（令和5）年6月にかけて、計3回の「観光まちづくりカフェ」が開催された。
教職員や学生のみならず、たまプラーザキャンパス近隣住民が参加した回もあり、一層のにぎわいを見せた。

　（文責 ： 仲野 潤一）

第 5 回 ～ 第 7 回「 観 光まち づくりカフェ」開 催 報 告

「伝統行事の継承と地域社会」
開催日：2023（令和5）年2月22日
講師：相川 七瀬氏 歌手・石堂 和博氏 南種子町教育委員会 学芸員（鹿児島県熊毛郡）

第 6回

2023（令和 5）年で退官される小川教授からの白
熱した話題提供を中心に、トークセッションは大い
に盛り上がった

※山林監守のこと
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部
の
４
者
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』
に

関
す
る
協
定
書
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
蔵
の
街
エ
リ
ア
を

主
な
研
究
対
象
地
域
に
設
定
し
、
歴
史
的
建
造
物
等
の
観
光

活
用
や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
に
関
す
る
研
究

活
動
を
、
産
官
学
共
同
で
行
い
ま
す
。
今
後
、
本
共
同
研
究

パ
ー
ト
ナ
ー
4
者
に
よ
る
定
期
的
な
検
討
会
議
の
開
催
や
、

地
域
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
お
よ
び
蔵
の
街
エ
リ
ア

に
お
け
る
蔵
の
活
用
調
査
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連
盟
神
奈
川
支
部

（
J
A
F
神
奈
川
支
部
）、
神
奈
川
県
国
際
文
化
観
光
局
観
光

課
と
本
学
部
と
の
、
産
学
官
共
同
・
連
携
事
業
の
実
施
に
関

す
る
覚
書
が
、
2
0
2
3
年
5
月
25
日
（
木
）
に
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
参
画
す
る
3
者
の
産
学
官
連
携
に
お

い
て
、
神
奈
川
県
内
の
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
発
掘
し
、
観

光
振
興
や
、
本
学
部
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
よ
る

教
育
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
が
、
神
奈
川
県
秦
野
市
、
厚
木
市
、
伊
勢
原
市
、

愛
川
町
、
清
川
村
エ
リ
ア
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

魅
力
の
発
見
や
写
真
撮
影
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
発
行
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
9
月
19

日
（
火
）
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
C
M
I
は
、
本
学

部
と
地
域
・
社
会
を

結
び
、
両
者
の
発
展

に
寄
与
し
、
観
光
を

軸
と
し
た
持
続
可
能

な
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
国

内
外
を
問
わ
ず
、
各

地
域
と
の
連
携
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

CMI

包
括
連
携
地
域
と
の
交
流 

　
本
学
部
と
C
M
I
で
は
、
魅
力
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
地
域
・
団
体
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
学

生
・
教
員
と
の
交
流
や
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
連

携
地
域
は
岐
阜
県
高
山
市
（
P 

32 

〜 
33
の
「
地
域
連
携
最

前
線
」
に
活
動
報
告
を
掲
載
）、
千
葉
県
香
取
市
佐
原
地
区
、

三
重
県
鳥
羽
市
で
、
2
0
2
2
年
12
月
、
新
た
に
大
分
県
由

布
市
と
愛
媛
県
内
子
町
と
も
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
愛

媛
県
内
子
町
に
は
、
2
0
2
3
年
2
月
に
米
田
誠
司
教
授

の
基
礎
ゼ
ミ
生
30
名
が
2
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
3
泊

4
日
で
滞
在
し
、
町
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
内
子
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
、
町
民
の
方
々
と
の
会
話
を
通
じ
て
、
内
子
町

へ
の
理
解
を
深
め
、
ゼ
ミ
の
活
動
報
告
会
で
は
今
後
も
内
子

町
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
、
継
続
的
な
交
流
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
（
P 

28 

に
ゼ
ミ
生
が
宿
泊
し
た
内
子
町
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
内
子
晴
れ
」

オ
ー
ナ
ー
山
内
大
輔
氏
を
ゲ
ス
ト
講
師
に
招
聘
し
た
第
7
回

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
」
の
報
告
記
事
を
掲
載
）。

　
ま
た
、
鳥
羽
市
で
は
、
ま
ち
な
か
へ
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
設
置
を
通
し
て
、
鳥
羽
う
み
文
化
の
発
信
と
交
流
の
場
の

創
出
を
目
指
す
「
鳥
羽
う
み
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
C
M
I
の
「
観
光
ま
ち
づ
く

り
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
包
括
連
携
協
定
締
結
地
域
と
は
、
2
0
2
4
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
正
課
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
受
講
生
の
受
け
入
れ
や
新
た
な
共
同
研
究

を
開
始
す
る
な
ど
、
密
な
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
共
同
研
究
・ 
事
業
の
開
始 

　
2
0
2
3
年
5
月
16
日
（
火
）、
栃
木
県
栃
木
市
、
東
武

鉄
道
株
式
会
社
、
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
と
本
学

2023年5月16日（木）栃木市役所での締結式。左か
ら東武トップツアーズ（株）竜江義玄取締役執行役
員、大川秀子栃木市長、西村幸夫本学部長、東武鉄
道（株）本保芳明執行役員待遇

2022年12月19日（月）由布市役所での締結式。
（右）相馬尊重由布市長、（左）針本正行本学長

2022年12月17日（土）内子町役場での締結式。
（左）小野植正久内子町長、（右）針本正行本学長

地域マネジメント研究センター（CMI）

の活動

2023年9月19日（火）インターンシップのオリエンテーション
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た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
「
若
木
21
」
1
階

の
C
M
I
内
に
あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」（
以
下
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
は
、
本
学
部

に
お
け
る
学
び
お
よ
び
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
専
門
図
書
・
資
料
や
情
報
を
収
集
・
保
存
し
提

供
す
る
専
門
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
す
。
國
學
院
大
學

の
学
生
・
教
職
員
が
主
な
利
用
対
象
で
、
司
書
資

格
を
有
す
る
研
究
員
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
学
生
な
ど
の
資
料
相
談
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
蔵
書
は
「
渋
谷
図
書
館
」、「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

図
書
館
」
と
連
携
し
て
収
集
し
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
は
専
門
図
書
約
3
0
0
0
冊
、
専
門
雑
誌
約

1
4
0
誌
を
目
標
に
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
館
内
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
一
部
書
架
は
、
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
岐
阜
県
高
山
市
の
飛
騨
家

具
メ
ー
カ
ー
の
製
品
で
、
無む

く垢
の
木
の
温
も
り
を

感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
教
員
図
書
や
企
画
展
示
、

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
地
域
の
パ
ネ
ル
紹
介
や

モ
ニ
タ
ー
で
の
観
光
地
の
映
像
紹
介
な
ど
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
も

行
っ
て
お
り
、今
後
は
企
画
展
示
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

イ
ベ
ン
ト
も
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　所蔵図書には、学部教育に関わる基本書、全集、レファレンス資料（辞典・事典等）、
シラバス図書、教員図書、ガイドブック、包括連携地域関連資料など、また雑誌には、
観光・まちづくりに関する主要雑誌（学術誌を含む）や全国各地の地域情報誌（ロー
カル誌）などがあります。
　このうち学部教育や研究の参考となる基本書は、「KM（観光まちづくり）分類」と
いう独自分類により、学部カリキュラムの体系に合わせて資料を排架しています。
　2023 年 3 月には、本学部の導入講義のために編さんした入門テキスト『「観光ま
ちづくり」のための地域の見方・調べ方・考え方』が基本書に加わりました。
　その他、全国各地の歴史的町並みの保全や観光振興に関する調査計画書など専門
性の高い資料も収集しています。

　本学部教授陣が執筆。「地域を見つめ
る」（調査）、「地域を動かす」（実践）の
二部構成により、観光を主軸に置いたま
ちづくりが何を目指し、どのように進めるべきかを解説。地域の
見方・調べ方にとどまらず、地域の個性をどのように評価し、生
かしていくかという「考え方」まで丁寧に示しており、観光まち
づくりを学ぶ学生だけでなく、地域の実践者にもぜひ一読いただ
きたい一冊です（本誌 P36〜41で執筆者の教員の座談会を掲載）。

　歴史的町並みや伝統的建
造物群保存地区や文化的景
観の保護・保存計画、都道
府県・市区町村が策定した
観光振興計画などは、観光
まちづくりの実践資料として
大変貴重です。ライブラリー
では古い資料も含めて、全国の代表的な調査計画資料を
収集しています。

KM分類
KM０ 國學院関係・教員図書
KM１ Ⅰ類：社会
KM２ Ⅱ類：資源
KM３ Ⅲ類：政策・計画
KM４ Ⅳ類：交流・産業
KM５ メソッド
KM６ ガイドブック・地図
KM７ 統計・調査計画資料

「
観
光
ま
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地
域
連
携
最
前
線

田
谷 
孝
幸
　地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
／
元
高
山
市
企
画
部
長

本
学
部
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
地
域
で
は
、
教
員
・
学
生
と
の
交
流
や
共
同
研
究
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
共
同
研
究
を
開
始
し
て
3
年
目
を
迎
え
、
持
続
可
能
な
観

光
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
研
究
に
取
り
組
む
岐
阜
県
高
山
市
を
紹
介
し
ま
す
。

国
際
観
光
都
市 

飛
騨
高
山
が
抱
え
る
課
題

　
岐
阜
県
北
部
に
位
置
す
る
高
山
市
は
、
1
9
3
6

（
昭
和
11
）
年
に
市
制
施
行
さ
れ
、
2
0
0
5 

（
平

成
17
）
年
に
は
周
辺
９
町
村
と
の
合
併
に
よ
り
、

日
本
一
広
い
市
と
な
り
ま
し
た
（
東
京
都
と
ほ
ぼ

同
じ
面
積
）。
東
西
約
81
㎞
、
南
北
約
55
㎞
の
同
市

は
、乗
鞍
岳
を
は
じ
め
、北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
自
然
、

高
山
祭
な
ど
の
伝
統
、
飛
騨
牛
な
ど
の
食
が
有
名

で
す
。
市
内
各
地
は
、
暮
ら
し
も
歴
史
も
地
域
資

源
も
産
業
形
態
も
規
模
も
異
な
る
中
で
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
主
産
業
で
あ
る
観
光
で
は
、観
光
地
「
飛
騨
高
山
」

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
観
光
入
込
客
数
年
間

4
7
0
万
人
超
、
外
国
人
観
光
客
年
間
60
万
人
超

（
宿
泊
）
と
、
国
内
有
数
の
国
際
観
光
都
市
に
ま
で

成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
観
光
客
が
中
心
市
街

地
の
古
い
町
並
み
に
集
中
し
て
お
り
、
合
併
し
一

層
豊
か
に
な
っ
た
自
然
や
農
山
村
な
ど
、
そ
の
他

の
魅
力
的
な
地
域
資
源
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い

な
い
、
市
内
経
済
の
波
及
効
果
が
十
分
で
は
な
い

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
大
幅
な
来
訪
者
減
と
な
り
、
大
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
従
業
員

の
確
保
が
難
し
い
状
況
か
ら
、
宿
泊
施
設
の
受
け

入
れ
制
限
や
、
食
事
を
提
供
し
な
い
宿
の
増
加
に

よ
り
、
い
わ
ゆ
る
夕
食
難
民
が
発
生
し
て
い
る
状

況
で
す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
個
人
旅
行

者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
駐
車
場
不
足
へ
の
対

応
な
ど
、
新
た
な
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

本
学
と
高
山
市
と
の

連
携
の
背
景
・
経
緯

　
前
述
の
よ
う
な
高
山
市
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
産
学
の
連
携
は
重
要

で
す
が
、
飛
騨
地
域
に
は
４
年
制
大
学
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、
大
学
連
携
の
総
合
的

な
推
進
を
図
る
た
め
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年

に
、
一
般
財
団
法
人
飛
騨
高
山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
、
国
内
外
の
大
学
と
の
共
同
研
究
お
よ

び
市
内
に
お
け
る
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
市
は
、2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
5
月
に
、

「
世
界
を
魅
了
し
続
け
る
『
国
際
観
光
都
市 

飛
騨
高

山
』
の
実
現
」
を
掲
げ
、
国
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
に
選
定
さ
れ
、
取
り
組
む
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
産
学
連
携
の
推
進
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
同
市
と
國
學
院
大
學
観
光
ま
ち

づ
く
り
学
部
は
、
2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
、
持

続
可
能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
学
部
設
置
に
先
駆
け

て
同
年
7
月
に
は
、
同
市
と
共
同
研
究
の
実
施
に

関
す
る
覚
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
本
学
部
設

置
後
の
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
４
月
に
は
、
同

市
と
本
学
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た

背
景
に
は
、
学
部
長
の
西
村
幸
夫
教
授
が
、
同
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
40
年
余
り
に
わ
た
っ
て
関
わ
っ

て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
飛
騨
地
域
の
町
並
み

や
農
山
村
を
、
全
国
で
も
稀
少
な
地
域
で
あ
る
と

評
価
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
市
と
本
学
部
に
と
っ

て
の
大
き
な
架
け
橋
と
な
る
も
の
で
し
た
。

共
同
研
究
の
ス
タ
ー
ト

　
共
同
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
同
市
か
ら
は
、

「
市
全
体
の
持
続
可
能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
理
念
や
考
え
方
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
理
念

だ
け
で
な
く
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
た
具
体
的
な

事
業
に
も
取
り
組
み
た
い
。
モ
デ
ル
地
区
は
、
古

い
町
並
み
に
依
存
し
す
ぎ
な
い
観
光
モ
デ
ル
と
し

て
周
辺
地
域
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
に
し
た
い
」

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市
は
国
や

岐
阜
県
、
長
野
県
、
松
本
市
な
ど
と
と
も
に
松
本

～
高
山
間
の
魅
力
を
高
め
る
「
ビ
ッ
グ
ブ
リ
ッ
ジ

構
想
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
協
議
の
結
果
、
高
山
市

北
東
部
に
位
置
し
、
古
い
町
並
と
奥
飛
騨
温
泉
郷

と
の
間
に
あ
る
丹
生
川
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と
定

五色ヶ原の森での現地調査

　丹
生
川
地
域
の
国
道
を
車
で
走
る
と
、
田
畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
広
が
る
農
村
の
風
景
や
、
谷
間
の
集
落
、
山
林
、
さ

ら
に
は
遠
く
の
飛
騨
の
山
々
な
ど
が
目
に
映
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
中
山
間
地
域
の
風
景
で
あ
り
、
ま
た
お
そ
ら
く
は

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
日
常
の
当
た
り
前
の
風
景
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
そ
れ
は
何
世
代
に
も
わ
た
る
人
々
の
暮
ら

し
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
風
景
で
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
当
た
り
前
で
あ
る
が
ゆ
え
に
気
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
表
情
や
物

語
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
地
域
の
新
た
な
魅
力
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
も
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
い
の
も
と
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
視
点
か
ら
丹
生
川
地
域
を
見
つ
め
る
試
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ひ
と
つ
の
視
点
が
水
環
境
で
す
。
丹
生
川
地
域
で
は
集
落
の
多
く
が
川
沿
い
に
形
成
さ
れ
、
用
水
路
や
た
め
池
と
い
っ
た
水

利
施
設
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
水
を
た
ど
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
の
か
た
ち

が
映
し
出
さ
れ
た
、
場
所
場
所
の
風
景
に
出
会
い
ま
す
。
水
を
軸
に
地
域
の
成
り
立
ち
や
地
域
構
造
を
捉
え
る
こ
と
で
、
地

域
の
新
た
な
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
農
業
が
盛
ん
に
な
る
以
前
は
、
鉱
業
、
養
蚕
業
、

木
材
関
連
業
等
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
過
去
の
生
業
に
着
目
し
て
地
域
の
方
々
に
お
話
を
伺
っ
て
い
く
と
、
丹
生

川
地
域
と
周
辺
地
域
の
関
係
性
や
丹
生
川
地
域
内
の
集
落
間
の
関
係
性
な
ど
も
浮
か
び
上
が
り
、
集
落
ご
と
の
個
性
や
今

日
の
行
政
の
中
心
を
絶
対
と
し
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
中
心
性
へ
の
関
心
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　丹
生
川
地
域
で
は
人
々
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
活
を
営
み
、
地
域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
か
。
土
地
と
暮
ら
し
の
歴
史
を

探
り
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
源
と
な
る
地
域
性
の
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
物
語
を
探
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

　准
教
授

藤
岡
麻
理
子
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め
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
2
0
2
1

（
令
和
3
）
年
７
～
10
月

に
、
複
数
の
教
員
が
実

地
踏
査
（
予
備
調
査
）

お
よ
び
地
元
住
民
と
の

座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
、
西
村
教
授
を
リ
ー

ダ
ー
に
、
観
光
政
策
や

観
光
メ
デ
ィ
ア
、
観
光
統
計
、
ま
ち
づ
く
り
、
風

景
計
画
、
都
市
農
村
交
流
、
農
村
社
会
学
、
文
化

遺
産
な
ど
を
専
門
と
す
る
10
名
の
教
員
に
、
現
地

駐
在
の
客
員
研
究
員
を
加
え
た
11
名
の
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
分
野
の
メ
ン
バ
ー
で
共
同
研
究
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
現
地
踏
査
に
加
え
、
観
光
関
連
事

業
者
や
行
政
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
丹
生
川

地
域
の
個
別
集
落
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
現
地
調

査
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、2
0
2
2（
令

和
4
）
年
12
月
に
は
、
同
市
内
で
開
催
さ
れ
た
飛

騨
高
山
学
会
に
、
本
学
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
。
梅
川
智
也
教
授
が
共
同
研
究
の
全
体
概
要

を
説
明
、
個
別
研
究
と
し
て
、
農
村
社
会
学
の
観

点
か
ら
松
本
貴
文
准
教
授
、
地
域
性
の
観
点
か
ら

藤
岡
麻
理
子
准
教
授
が
調
査
研
究
の
中
間
報
告
を

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
部
全
体
で

総
合
的
に
取
り
組
む
姿
勢
や
、
観
光
客
目
線
の
前

に
ま
ず
は
住
民
目
線
に
立
ち
地
域
を
深
掘
り
し
て

い
く
方
法
に
、
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
山
市
内
の
中
学
校
や
高
等
学
校
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
、
西
村
教
授
が
、
自
分
た
ち
が

住
む
地
域
に
興
味
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
講
義
を
複
数
回
行
い
ま
し
た
。

共
同
研
究
の
成
果
と
課
題

　
こ
れ
ま
で
２
年
間
の
共
同
研
究
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
ま
だ
十
分
な
成
果
を
得
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
段
階
で
は
、

教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
や
集
落
の
特
徴
に
着

目
し
た
研
究
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
地
元
に
と
っ

て
活
動
が
見
え
に
く
い
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
丹
生
川
地
域
で
は
、
乗
鞍
岳
や
五

色
ヶ
原
の
森
、
木
地
屋
渓
谷
な
ど
の
自
然
や
、
農

山
村
の
暮
ら
し
、
農
業
な
ど
の
生
業
、
丹
生
川
マ

ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
資
源

の
付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

新
た
な
観
光
を
考
え
る
若
者
ら
の
動
き
も
興
味
深

い
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、中
高
生
は
、

「
答
え
を
見
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
問
い
を
探
す
こ

と
」
と
の
西
村
教
授
の
講
義
に
触
発
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
、
地
域
と
し
て
は
、
教
員
に
大
学
生

も
加
わ
り
、
実
践
の
場
に
お
い
て
、
住
民
と
共
同

し
て
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
３
カ
年
の
調
査
研
究
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
高
山
市
に

と
っ
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と
を
、
提
言
の
形
で
ま

と
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
部
の

教
員
に
よ
る
、
持
続
可
能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

概
論
を
、
地
域
住
民
が
学
ぶ
機
会
を
作
る
こ
と
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
市
と
本
学
部
で
は
、
来

年
度
以
降
も
活
動
を
継
続
し

て
い
く
方
向
で
調
整
を
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
共
同
研
究

が
、
地
域
連
携
モ
デ
ル
の
ひ

と
つ
と
な
る
よ
う
に
、
地
域

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

個人宅にてヒアリングをする様子

斐太高等学校での講義

飛騨高山学会発表

図　共同研究の全体像

　今
回
の
共
同
研
究
に
お
け
る
私
の
役
割
は
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
観
光
ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
丹
生
川
地
域
の
町
内
会
役
員

の
方
々
を
中
心
に
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
動
内
容
や
歴
史
的
変
化
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
な
か
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
丹
生
川
地
域
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ
小
規
模
集
落
で
あ
っ
て
も
、
道

路
の
草
刈
り
や
用
水
路
の
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）、
神
社
の
お
祭
り
な
ど
の
地
域
活
動
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

が
地
域
環
境
や
地
域
文
化
を
保
全
す
る
機
能
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
地
域
活
動
に
、
丹

生
川
地
域
の
他
の
集
落
や
高
山
市
内
の
他
の
地
域
に
住
む
お
子
さ
ん
た
ち
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
活
動
に
住
民
以
外
の
参
加
を
認
め
て
い
く
こ
と
は
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
持
続
可
能
な
も

の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
工
夫
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　と
は
い
え
、
集
落
に
よ
っ
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
将
来
的
に
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
動
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
と
の
見
通
し
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
、
観
光
や
交
流
を
ど
う
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

　准
教
授

松
本
貴
文
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観光まちづくり学部
専任教員紹介

こ
の
学
部
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

研
究
実
績
や
現
場
経
験
を

豊
富
に
持
つ
教
員
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

学
生
自
身
の
興
味
関
心
に
合
う

専
門
分
野
を
持
っ
た
教
員
の
下
で
、

学
問
に
い
そ
し
め
る
こ
と
が

本
学
部
の
特
色
の
一つ
で
す
。

氏
名
の
後
に
各
教
員
の
専
門
分
野
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

1 

石
垣 

悟 
准
教
授

　 ISH
IG

A
K

I, Satoru

　 

民
俗
学
、博
物
館
学
、

　 

文
化
財
保
護
論

2 

松
本 

貴
文 

准
教
授

　 M
AT

SU
M

O
T

O
, Takafum

i

　 

農
村
社
会
学
、地
域
社
会
学

7 

下
間 

久
美
子 

教
授

　 SH
IM

O
T

SU
M

A
, K

um
iko

　 

文
化
財
保
護
、都
市
保
全
、

　 

文
化
的
景
観

8 

梅
川 

智
也 

教
授

　 U
M

EK
AW

A
, Tom

oya

　 

観
光
地
経
営
、観
光
計
画
、

　 

観
光
政
策

9 

楓 
千
里 

教
授

　 K
A

ED
E, C

hisato

　 

地
域
の
観
光
情
報
メ
ディ
ア

18 

小
林 

裕
和 

教
授

　 K
O

BAYA
SH

I, H
irokazu

　 

観
光
学
、観
光
イ
ノ
ベ
ー
ション
、

　 

観
光
Ｄ
Ｘ
、持
続
可

19 

潘 

梦
斐 

助
教

　 PA
N

, M
engfei

　 

文
化
社
会
学
、

　 

近
代
ア
ジ
ア
美
術
、

　 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・ス
タ
ディ
ー
ズ

20 

清
野 

隆 

准
教
授

　 SEIN
O

, Takashi

　 

コ
ミ
ュニ
ティ・
デ
ザ
イ
ン
、

　 

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

　 

ま
ち
づ
く
り

 

29 

十
代
田 

朗 

教
授

　 SO
SH

IR
O

D
A

, A
kira

　 

社
会
工
学
、観
光
計
画
、

　 

都
市･

地
域･

国
土
計
画

30 

稲
葉 

あ
や
香 

助
手

　 IN
A

BA
, Ayaka

　 

社
会
学
、文
化
人
類
学
、

　 

メ
ディ
ア
文
化
研
究

31 

嵩 

和
雄 

准
教
授

　 K
A

SA
M

I, K
azuo

　 

地
域
計
画
、都
市
農
村
交
流
、

　 

移
住・
定
住

フィールドワークの様子
※ 1：群馬県草津町 草津温泉
※ 2：千葉県南房総市 道の駅とみうら枇杷倶楽部
※ 3：埼玉県川口市 鋳物工場

※1

※2 ※3
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3 

塩
谷 

英
生 

教
授

　 SH
IO

YA
, H

ideo

　 

観
光
統
計
、観
光
経
済
、

　 

旅
行
市
場
分
析

4 

米
田 

誠
司 

教
授

　 YO
N

ED
A

, Seiji

　 

公
共
政
策
、観
光
政
策

5 

大
門 

創 

准
教
授

　 D
A

IM
O

N
, H

ajim
e

　 

都
市
計
画
、交
通
計
画

6 

小
林 

稔 

教
授

　 K
O

BAYA
SH

I, M
inoru

　 

民
俗
学
、文
化
財
保
護
論

 

10 

石
本 

東
生 

教
授

　 ISH
IM

O
T

O
, Tohsei

　 

欧
州
の
観
光
政
策
、

　 

文
化
観
光

11 

南
雲 

勝
志 

教
授

　 N
A

G
U

M
O

, K
atsushi

　 

地
域
と
公
共
デ
ザ
イ
ン

　 

地
域
と
杉
の
デ
ザ
イ
ン

12 

山
島 

有
喜 

助
手

　 YA
M

A
SH

IM
A

, Yuki

　 

風
景
計
画
学
、造
園
学
、

　 

観
光
計
画
、都
市
緑
地

13 

藤
岡 

麻
理
子 

准
教
授

　 FU
JIO

K
A

, M
ariko

　 

文
化
遺
産
学
、

　 

歴
史
的
環
境
保
全

 14 

石
山 

千
代 

准
教
授

　 ISH
IYA

M
A

, C
hiyo

　 

地
域
デ
ザ
イ
ン
、観
光
計
画
、

　 

歴
史
的
環
境
保
全

15 

楊 

惠
亘 

専
任
講
師

　 YA
N

G
, H

ui-H
suan

　 

都
市
保
全
、都
市
デ
ザ
イ
ン
、

　 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン

16 

金 

今
善 

准
教
授

　 K
IM

, G
uem

sun

　 

地
方
自
治
論
、市
民
参
加
論

17 

児
玉 

千
絵 

専
任
講
師

　 K
O

D
A

M
A

, C
hie

　 

都
市
計
画
、都
市
デ
ザ
イ
ン
、

　 

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

21 

井
門 
隆
夫 
教
授

　 IK
A

D
O

, Takao

　 

観
光
経
営
論
、

　 

観
光
マ
ー
ケ
ティン
グ

22 

圓
山 

王
国 

助
手

　 M
A

RU
YA

M
A

, O
ukoku

　 

都
市
計
画
、多
文
化
共
生

23 

西
村 

幸
夫 

教
授

　 N
ISH

IM
U

R
A

, Yukio

　 

都
市
計
画
、都
市
保
全
計
画
、

　 

都
市
景
観
計
画

24  

黒
本 

剛
史 

助
手

　 K
U

R
O

M
O

T
O

, Takeshi

　 

都
市
計
画
、建
築
学
、

　 

町
並
み
保
全

25 

劉 

銘 

助
手

　 LIU
, M

ing

　 

造
園
学
、風
景
計
画
学
、

　 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン

26 

吉
見 

俊
哉 

教
授

　 YO
SH

IM
I, Shunya

　 

社
会
学
、都
市
論
、

　 

メ
ディ
ア
論

27 

ジョ
ル
ダ
ン・サ
ン
ド 

教
授

　 SA
N

D
, Jordan 

 

　
近
代
日
本
史
、建
築
史

 28 

中
川 

雄
大 

助
手

　 N
A

K
A

G
AW

A
, Yudai

　 

社
会
学
、都
市
研
究
　

32 

仲
野 

潤
一 

専
任
講
師

　 N
A

K
A

N
O

, Junichi

　 

Ａ
Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
等

　 

イ
ン
タ
ラ
ク
ティ
ブ
メ
ディ
ア
、

　 

情
報
観
光
行
動
論

33 
下
村 
彰
男 

教
授

　 SH
IM

O
M

U
R

A
, A

kio

　 

風
景
計
画
学
、造
園
学
、

　 

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
ション
論

34 

堀
木 

美
告 
教
授

　 H
O

RIK
I, M

itsugu

　 

造
園
学
、観
光
計
画
、

　 

観
光
資
源
論

 35 

河 

炅
珍 

准
教
授

　 H
A

, K
yungjin

　 

社
会
学
、Ｐ
Ｒ
、

　 

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション

36 

椎
原 

晶
子 

教
授

　 SH
IIH

A
R

A
, A

kiko

　 

都
市
計
画
、建
物
保
存
再
生
、

　 

エ
リ
ア
ア
ー
ト

37 

浅
野 

聡 

教
授

　 A
SA

N
O

, Satoshi

　 

都
市
計
画
、景
観
計
画
、

　 

防
災・
復
興
ま
ち
づ
く
り

1
23456

17
16

15 14 13
12 11

10
9 8 7

19202122
18

23242526
27

37
36 35 3334 32 31 30 29 28
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2022年（令和4）年にスタートした「観光まちづくり学部」も2年目を迎えました。
2年生からの必修科目「観光まちづくり演習」で使用する教科書

『「観光まちづくり」のための地域の見方・考え方・調べ方』を執筆した
16名の教員の中から3人の教員にそれぞれのパートの内容を詳しく聞きました。

第2回 教員座談会

執筆者に聞く！ 
教科書の読み方・使い方

「観光まちづくり」のための
地域の見方・調べ方・考え方
國學院大學地域マネジメント研究センター 編
朝倉書店、2023 年 3 月

「観光まちづくり」の学習における入門テキストとして、編集委員
長の西村幸夫学部長をはじめ、さまざまな専門分野の本学部教
員16名が執筆に携わりました。本書は「地域を見つめる」（調査）
と「地域を動かす」（実践）の二部構成となっており、観光まちづく
りの実践スキルや提案力を養う内容となっています。また、図表
や写真を多用し、各教員が研究している具体的な事例を分かり
やすく紹介している点が特徴です。観光まちづくりに興味をお持
ちの方にとって、本書は必ず役立つ一冊です。

司
会
：
今
日
は
『「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の

地
域
の
見
方
・
調
べ
方
・
考
え
方
』
の
３
人
の
執

筆
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
本
学
部
の
助
手
3
人

か
ら
、
執
筆
の
意
図
や
読
み
ど
こ
ろ
な
ど
を
お
伺

い
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浅野 聡　（あさの さとし）
國學院大學　観光まちづくり学部　
教授
東京都生まれ。早稲田大学理工学部
建築学科卒業、同大学院博士後期課
程修了。早稲田大学助手、三重大学
大学院工学研究科建築学専攻准教授、
教授、同大学地域圏防災・減災セン
ター副センター長を経て現職。専門
は、都市計画、景観計画、防災・復
興まちづくり。ジャパン・レジリエ
ンス・アワード 2015 金賞、日本建
築学会賞等を受賞。

洪水ハザードマップ（横浜市作成のものを筆者が加工）

防災気象情報と警戒レベル（気象庁 HP）

地震情報の発表タイミング（地震と津波、気象庁）

文：小林裕和　観光まちづくり学部教授
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り
上
げ
て
い
ま
す
。
自
治
体
が
作
成
し
て
い
る
観

光
地
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
資
料
な
ど
を
紹
介
し

て
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

圓
山
：
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
防
災
の
視
点
が
必

要
な
の
で
す
ね
。

浅
野
：
本
学
部
の
学
生
に
は
、
最
低
限
必
要
な
災

害
情
報
は
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
、 

首
都
圏
で
は
い
つ
地
震
が
起
き
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
し
、
近
年
は
地
球
温
暖
化
に
よ
り
台
風
が
巨

大
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
学
生
が
最
低
限
自

分
の
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
、
防
災
、
災
害
情

報
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
お
く
と
、
必
ず
役
に
立

つ
と
思
い
ま
す
。

 

地
域
内
外
の
つ
な
が
り
が 

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴 

圓
山
：
続
い
て
清
野
先
生
は
第
Ⅰ
部
の
第
4
章

と
、
第
Ⅱ
部
の
第
10
章
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

清
野
：
ご
覧
い
た
だ
く
と
わ
か
る
よ
う
に
、
つ
な

が
り
と
い
う
言
葉
が
ど
ち
ら
も
出
て
き
ま
す
。
第

Ⅰ
部
は
、「
地
域
を
見
つ
め
る
」、と
い
う
テ
ー
マ
で
、

地
域
の
理
解
と
把
握
、
第
Ⅱ
部
は
、「
地
域
を
動

か
す
」、
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
知
っ
た
情
報
を
踏
ま

え
て
、
地
域
を
新
し
く
変
え
る
、
計
画
す
る
、
構

想
す
る
、
と
い
う
明
確
な
位
置
付
け
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
つ
な
が
り
と
い
う
観
点
で
、
地
域
の

把
握
の
仕
方
と
、
動
か
し
方
と
い
う
両
方
を
担
当

し
ま
し
た
。

　
第
4
章
は
嵩
和
雄
先
生
と
一
緒
に
、「
地
域
の

社
会
構
成
と
つ
な
が
り
を
知
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
書
い
て
い
ま
す
。

圓
山
：
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
は 

 

身
近
な
と
こ
ろ
に 

圓
山
：
ま
ず
、
先
生
方
が
執
筆
を
担
当
さ
れ
た

パ
ー
ト
の
概
要
や
読
み
ど
こ
ろ
の
ご
紹
介
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

浅
野
：
担
当
し
た
第
Ⅱ
部
第
11
章
は
災
害
に
特
化

し
た
内
容
で
す
。
石
山
千
代
先
生
と
2
人
で
執
筆

し
ま
し
た
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
下
地
の
部
分
と
し
て
必
要
な

防
災
・
災
害
情
報
と
い
う
位
置
付
け
が
、
第
11
章

の
特
徴
か
と
思
い
ま
す
。

圓
山
：
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う

か
。

浅
野
：
ま
ず
前
半
の
部
分
で
す
が
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
で
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
な
ぜ
必
要
な
の
か

と
い
う
こ
と
。
次
に
、
日
本
の
社
会
で
用
い
ら
れ

て
い
る
災
害
情
報
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
触
れ
る
機
会

の
多
い
災
害
情
報
で
す
が
、
風
水
害
と
地
震
の
情

報
で
は
発
表
さ
れ
る
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違
う

な
ど
、
あ
ま
り
区
別
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実

で
す
。
大
き
く
風
水
害
、
地
震
、
津
波
と
い
っ
た

情
報
に
分
け
て
、
気
象
庁
の
情
報
発
表
の
仕
方
や
、

そ
の
受
け
取
り
方
を
解
説
し
ま
し
た
。

圓
山
：
た
し
か
に
知
っ
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

浅
野
：
後
半
は
、
そ
う
い
っ
た
災
害
情
報
を
活
用

し
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
備
え
る

か
、
ま
た
実
際
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
観
光
地
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
災
害
が
発
生

し
、
災
害
情
報
が
発
せ
ら
れ
た
後
の
時
間
軸
に

沿
っ
た
対
応
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
事
例
と
し
て
伊
豆
市
、
京
都
市
を
取

清野 隆 先生

聞き手：圓山 王国 助手

聞き手：山島 有喜 助手

浅野 聡 先生

堀木 美告 先生聞き手：中川 雄大 助手
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か
。

清
野
：
第
4
章
は
、
そ
の
地
域
に
い
る
人
た
ち
の

暮
ら
し
や
社
会
を
調
べ
る
方
法
に
つ
い
て
で
す
。

数
で
捉
え
る
よ
う
な
方
法
と
、
関
係
者
や
そ
の
関

係
性
を
調
べ
る
よ
う
な
質
的
な
こ
と
も
書
き
ま
し

た
。

　
嵩
先
生
が
担
当
さ
れ
た
箇
所
で
は
、
本
書
の
特

徴
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
「
外
」
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

圓
山
：
関
係
人
口
と
い
う
言
葉
も
よ
く
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

清
野
：
は
い
、
地
域
の
「
外
」
と
の
つ
な
が
り
の

把
握
の
仕
方
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

圓
山
：
「
外
」
と
の
つ
な
が
り
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

清
野
：
家
族
に
由
来
す
る
も
の
、
趣
味
や
興
味
で

つ
な
が
る
よ
う
な
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一

方
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
地
域
の
方
で
求
め
て

つ
く
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

幅
広
い
歴
史
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か

ら
は「
外
」と
の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
必
要
で
し
ょ

う
し
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
地
域
の
把
握
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
、
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
拡
張
し
て
い
く
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

圓
山
：
地
域
「
内
」
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
清

野
先
生
の
執
筆
担
当
で
す
ね
。

清
野
：
は
い
、
幅
広
い
地
域
の
中
で
の
組
織
の
見

方
を
書
い
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
制
度
や
、

民
間
を
活
用
す
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
の

中
で
、 

空
間
計
画
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
る
組
織

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
観
光
の
面
で
は
D
M
O（
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
）
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
地
域
に
あ
る
多
様
な
組
織
を
捉
え
て
い

く
こ
と
が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
に

役
立
つ
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。 

圓
山
：
た
し
か
に
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
歴

史
や
蓄
積
に
は
、
組
織
の
機
能
が
重
要
で
す
ね
。

清
野
：
ま
た
、
第
Ⅱ
部
第
10
章
は
多
様
な
主
体
と

つ
な
が
る
と
い
う
内
容
で
、
米
田
誠
司
先
生
と
一

緒
に
担
当
し
ま
し
た
。
つ
な
が
り
と
い
う
言
葉
自

体
は
、
多
分
、
東
日
本
大
震
災
以
降
で
し
ょ
う
か
、

す
ご
く
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
言
葉
で
、
私
た
ち
の
心
理

的
な
状
況
か
ら
も
す
ご
く
響
い
た
言
葉
な
の
で
、

大
事
な
も
の
と
し
て
長
く
取
り
上
げ
ら
れ
続
け
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

圓
山
：
そ
う
で
す
ね
。

清
野
：
そ
し
て
つ
な
が
り
の
中
身
が
大
事
で
す
。

私
が
担
当
し
た
の
は
、
そ
の
つ
な
が
り
を
ど
う
つ

く
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
な
が
り
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
、
ど
ん
な
時
間

軸
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

仕
掛
け
て
い
く
と
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
の
か

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ま
ち
歩
き
を
し

た
ら
地
域
の
人
と
仲
良
く
な
れ
て
つ
な
が
り
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
歩
く

人
に
地
域
の
こ
と
も
知
っ
て
も
ら
え
て
、
同
じ
興

味
と
か
関
心
を
共
有
で
き
る
よ
ね
、
み
た
い
な
こ

と
も
書
き
ま
し
た
。

　
あ
と
は
、 

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
場
や
空
間
、
場
づ
く

り
も
す
ご
く
大
事
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。
場
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
と
、
そ
こ
で
共
通
の

関
心
を
持
っ
た
人
が
つ
な
が
れ
る
。
い
ろ
ん
な
立

場
の
人
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
一
つ
の
資
源
を
ど

う
し
て
い
こ
う
か
と
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
り
、

新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
た
り
す
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
そ
う
い
う
動
き
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
た
ら
い

い
か
、
と
い
う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

 

地
域
の
風
景
と 

 

暦
を
通
じ
た 

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
深
化 

圓
山
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
堀
木

先
生
が
担
当
さ
れ
た
箇
所
は
、
第
Ⅰ
部
第
1
章 

「
地
域
の
風
景
を
知
る
」
と
、
第
2
章
「
地
域
の

暦
を
知
る
」
で
す
ね
。
こ
ち
ら
の
概
要
や
読
み
ど

こ
ろ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

堀
木
：
第
1
章
「
地
域
の
風
景
を
知
る
」
で
は
、

下
村
彰
男
先
生
が
ま
ず
「
地
域
の
資
源
と
個
性
」

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
編
集
会
議
の
初
期

の
段
階
で
、
こ
の
パ
ー
ト
を
ど
こ
に
置
く
べ
き
か

悩
み
ま
し
た
。

圓
山
：
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

堀
木
：
第
Ⅱ
部
に
「
地
域
資
源
を
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
、
魅
力
を
つ
く
る
」
と
い
う
章
が
あ

る
の
で
、
先
に
地
域
の
資
源
や
個
性
に
ど
こ
か
で

触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
第
1
章
で
地

域
の
風
景
に
つ
い
て
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
冒
頭
で
地
域
の
資
源
と
個
性
に
つ
い
て
触
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圓
山
：
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
の

で
す
ね
。

堀
木
：
は
い
、
風
景
は
重
要
な
地
域
資
源
の
一
つ

で
す
か
ら
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と

も
な
し
に
気
軽
に
写
真
を
撮
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か

ら
こ
そ
、
改
め
て
地
域
の
風
景
を
し
っ
か
り
自
分

の
目
で
見
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い

な
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

圓
山
：
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

堀
木
：
写
真
を
撮
る
時
に
は
、
撮
影
者
の
視
点
と

撮
影
対
象
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
の
中
で
一
つ
の

風
景
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で

地
域
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
よ
う
に
し
て
風
景
を
捉
え

る
こ
と
も
重
要
な
の
で
す
が
、
そ
の
根
幹
に
な
る

の
も
、
や
は
り
地
域
を
よ
く
見
る
こ
と
に
他
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
ど
う
説
明
す
る

か
が
難
し
く
、
悩
み
ま
し
た
。

圓
山
：
第
2
章
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す

か
。

堀
木
：
風
景
を
含
め
て
地
域
の
現
状
に
つ
い
て
の

調
査
は
取
り
組
み
や
す
い
の
で
す
が
、
現
在
に
至

る
ま
で
の
変
遷
、
時
間
軸
を
調
べ
て
ま
と
め
よ
う

と
す
る
と
、
そ
れ
な
り
の
ス
キ
ル
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ら
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
手
法
の
一
例
と
し
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て
、フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
自
然
や
文
化
の
移
り

変
わ
り
を
1
年
を
通
し
て
み
る

こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。

研
究
者
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
に

入
り
込
め
ば
そ
う
い
っ
た
活

動
も
し
ま
す
け
れ
ど
、 

一
つ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
1
年
間
追
い
か

け
る
こ
と
は
、
学
生
で
は
な
か

な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
源
を
利
用
し
て
、
四

季
に
応
じ
た
地
域
資
源
の
移
り

変
わ
り
の
様
子
を
整
理
し
て
み

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
第
1
章
の
風
景
も
第
2
章

の
暦
も
、
自
分
の
身
の
回
り
に

あ
る
普
段
あ
ま
り
意
識
し
な
い

も
の
も
地
域
資
源
だ
と
い
う
点

を
、
少
し
意
識
的
に
捉
え
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

圓
山
：
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
を
通

じ
て
地
域
を
多
面
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

読
者
は 

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る 

 

学
生
か
ら
専
門
家
ま
で 

山
島
：
続
き
ま
し
て
、
私
か
ら
は
こ
の
本
の
お
勧

め
の
読
み
方
や
活
用
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
Ⅰ
」

を
ご
担
当
さ
れ
た
清
野
先
生
か
ら
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

清
野
：
ま
ず
、
こ
の
本
を
執
筆
し
た
の
は
本
学
部

が
ち
ょ
う
ど
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
な
の
で
す
が
、
学

部
生
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
が
一
番
念

頭
に
あ
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
大
学
院
生
は

も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
や
地
域
で
実

務
を
さ
れ
て
い
る
方
に
も
使
っ
て
い
た
だ
い
て
遜

色
な
い
内
容
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
内
容
を
学
部
生
向
け
の
文
章
に
す
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

山
島
：
そ
う
で
す
よ
ね
。

清
野
：
執
筆
者
は
皆
苦
労
し
な
が
ら
、
伝
え
方
の

工
夫
も
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
写
真
や
図

版
が
多
い
の
も
、
こ
の
本
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
写
真
や
風
景
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
、
苦
労
し
工
夫
し
た
点
か
な
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
執
筆
者
は
全
員
で
16
人
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
専
門
の
分
野
を
生
か
し
て
執
筆
し
て
い

ま
す
。
各
先
生
が
関
わ
っ
た
地
域
の
写
真
が
多
く

掲
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
本
を
通
じ
て
執
筆
者
の

先
生
方
を
ち
ょ
っ
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

浅
野
：
私
の
パ
ー
ト
は
、
災
害
情
報
に
関
し
て
で

す
。
日
本
は
災
害
大
国
で
す
の
で
観
光
や
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
ら
な
く
て
も
、
い
つ
自
然
災
害
に
遭

う
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
全
て
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
情
報
の
活
用
方
法
で
す
が
、
い
つ
ど
こ
に

誰
と
行
く
か
、
そ
の
条
件
の
中
で
観
光
地
の
行
き

先
と
宿
泊
場
所
を
選
ぶ
時
に
は
、
安
全
な
と
こ
ろ

を
選
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
例

え
ば
、
小
さ
い
子
供
を
連
れ
た
家
族
旅
行
の
時
は
、

行
き
先
を
決
め
た
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
調
べ
て

沿
岸
部
で
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
の
ホ
テ
ル
を

選
ぶ
、
と
い
う
使
い
方
を
し
ま
し
た
。

山
島
：
と
て
も
身
近
で
実
用
的
に
使
え
る
の
で
す

ね
。

浅
野
：
学
生
を
連
れ
て
知
ら
な
い
町
に
調
査
旅
行

に
行
く
際
に
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
必
ず
見
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
沿
岸
部
で
真
夜
中
に

津
波
が
発
生
し
た
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
真
っ
暗
で
、

ど
の
方
向
の
標
高
が
高
い
か
が
わ
か
ら
ず
、
海
の

方
に
行
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
調
査
時
に
は
必
ず
学
生
と
避
難
所
や
避
難
場
所

を
共
有
し
、
全
員
に
マ
ッ
プ
を
持
た
せ
て
観
光
地

の
調
査
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

山
島
：
そ
れ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
る
際
に
は
必
要

な
こ
と
で
す
ね
。

浅
野
：
本
学
部
の
学
生
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
地
に
調
査
に
行
く
機
会
が
あ
る
の
で
、
い

つ
、
ど
こ
へ
、
誰
と
行
く
の
か
、
そ
の
条
件
を
自

分
の
頭
の
中
に
入
れ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。
小

さ
な
子
供
や
高
齢
者
と
一
緒
で
あ
れ
ば
、
よ
り
安

全
な
と
こ
ろ
、
高
台
な
ど
立
地
の
良
い
と
こ
ろ
で

選
ぶ
な
ど
。

　
観
光
旅
行
や
大
学
の
授
業
で
観
光
地
に
調
査
に

行
く
時
な
ど
に
、
気
象
情
報
を
理
解
し
て
、
台
風

の
接
近
が
予
測
さ
れ
た
ら
勇
気
を
持
っ
て
旅
行
を

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
、 

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
生
か
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
入
門

編
の
基
礎
知
識
を
記
載
し
ま
し
た
。

堀
木
：
活
用
の
し
が
い
が
あ
る
本
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
昨
年
の
基
礎
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
鎌
倉
を
訪
れ
、
興
味
を
引
か
れ
た

風
景
を
撮
影
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学

堀木 美告　（ほりき みつぐ）
國學院大學　観光まちづくり学部　
教授
千葉県生まれ。東京大学農学部林学
科卒業、同大学院農学生命科学研究
科森林科学専攻修士課程修了。専門
は造園学、観光計画、観光資源論。（公
財）日本交通公社にて観光政策・計
画を中心とする調査・研究業務に従
事した後、淑徳大学経営学部観光経
営学科准教授を経て現職。

穂高連峰と梓川を望む優れた視点場として賑わう河童橋（中部山岳国立公園・上高地）
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生
の
皆
さ
ん
の
関
心
事
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ

て
き
て
興
味
深
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
本
の
内

容
を
学
ん
だ
後
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
姿
を
捉
え
る

際
の
視
野
が
広
が
り
ま
す
か
ら
、
ま
た
違
っ
た
結

果
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

山
島
：
そ
れ
は
と
て
も
面
白
い
で
す
ね
。

堀
木
：
今
年
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
キ
ャ
ン
パ

ス
近
郊
の
里
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
訪
れ
ま
す
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
現
地
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
の
個
性
を
読
み
取
る
た
め
に
は
目

の
前
の
風
景
か
ら
春
や
夏
の
様
子
に
も
思
い
を
は

せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
ぜ
ひ
本
書
の
内
容
も

参
考
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

清
野
：
風
景
は
ま
ち
づ
く
り
で
も
大
事
な
も
の
で

す
が
、 

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
す
ぎ

て
そ
の
価
値
に
な
か
な
か
気
付
き
に
く
い
で
す
よ

ね
。
訪
問
者
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
風
景
だ
と

か
、
人
に
来
て
も
ら
え
る
と
か
、
あ
ま
り
考
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
普
段
当
た
り
前
に
受
け
止
め
て

い
る
も
の
を
一
度
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
提
示

し
、
隠
れ
た
資
源
を
発
掘
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
促

す
、
そ
う
い
う
内
容
が
こ
の
本
の
特
色
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
木
：
地
域
資
源
の
発
掘
で
は
、
住
民
の
方
々
に

季
節
ご
と
の
魅
力
に
な
り
そ
う
な
「
も
の
」
や
「
こ

と
」
を
挙
げ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
ね
。

あ
る
地
域
で
季
節
の
移
ろ
い
に
応
じ
た
自
然
環
境

の
様
子
や
、
祭
り
と
結
び
つ
い
た
伝
統
的
な
食
、

古
く
か
ら
の
伝
説
な
ど
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
、
イ
ラ

ス
ト
を
添
え
て
書
き
出
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
並
べ
る
と

3
6
5
日
の
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
る
ほ
ど
の
魅

力
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

　
清
野
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
地
域
外
の

人
に
言
わ
れ
て
初
め
て
足
元
の
魅
力
に
気
が
付
く

と
い
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
や
っ
て
み
た
ら
結

果
的
に
3
6
5
も
の
ア
イ
テ
ム
が
集
ま
っ
た
。
学

生
が
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
面

白
い
こ
と
が
お
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

清
野
：
地
域
の
人
も
自
ら
積
極
的
に
は
語
っ
て
く

れ
な
い
の
で
工
夫
も
必
要
で
す
よ
ね
。

堀
木
：
そ
う
で
す
ね
、
学
ぶ
側
、
指
導
す
る
側
で

の
事
前
準
備
が
大
切
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
こ

の
本
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
と
良
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

清
野
：
風
景
も
暦
も
、
一
つ
一
つ
の
要
素
が
実
は

つ
な
が
っ
て
い
て
、
連
鎖

す
る
生
態
系
み
た
い
な
も

の
を
理
解
す
る
助
け
に
も

な
り
ま
す
。
あ
る
特
殊
な

も
の
だ
け
を
守
ろ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の

背
景
に
あ
る
、
一
つ
一
つ

の
要
素
を
生
み
出
す
よ
う

な
自
然
で
あ
る
と
か
、
技

術
で
あ
る
と
か
、
人
の
知

恵
と
か
、
そ
う
い
う
も
の

を
ト
ー
タ
ル
で
ま
と
め
る

の
が
大
事
で
す
。

　
す
ご
く
キ
ャ
ッ
チ
ー
な

も
の
に
注
目
し
注
力
す
る

が
た
め
に
、
他
の
も
の
が

失
わ
れ
る
と
か
、
頑
張
っ

て
い
た
け
れ
ど
な
ぜ
か
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
に
、
風
景
と
か
、
時
空
間
の
広
が
り

と
の
つ
な
が
り
み
た
い
な
も
の
を
見
直
す
こ
と
が

す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
視
点

が
得
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
本
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。

山
島
：
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。

 

執
筆
の
想
い
は 

 

地
域
へ
の
エ
ー
ル 

中
川
：
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
言
葉
は
、
今
は

そ
れ
ほ
ど
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
の
教
員
は
、
都
市
計
画
や
、
社
会
学
、
造
園
、

観
光
と
い
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
分
野
ご
と
に
教
科
書
や
書
籍
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視

清野 隆　（せいの たかし）
國學院大學　観光まちづくり学部　
准教授
山梨県生まれ。東京工業大学で社会
工学、コミュニティ・デザインを学ぶ。
博士（工学）。2022 年より現職。専
門は歴史を生かしたまちづくり、都
市農村交流、エコロジカル・デモク
ラシーの都市デザイン。共著に『は
じめてのまちづくり学』（学芸出版社、
2021）、『地域文脈デザイン』（鹿島
出版会、2022）。

❶まちなかを貫く清流（静岡県三島市）　
❷汐待の港の風情が残る町並み（新潟県佐渡市）
❸雪解け水を活かした棚田（新潟県長岡市山古志地域）
❹在来の草花で染色を楽しむWS（東京都世田谷区）

●❶

●❸

●❷

●❹

41

　
本
書
の
全
体
構
成
は
、
地
域
の
見
方
・
調
べ
方

に
、
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
と
い
う
視
点
が
入
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
例
え
ば
第
5
章
は
、
都

市
の
人
の
動
き
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
観
光
と
切
り
離
し
て
み
て
も
重
要
な
要
素
、

視
点
だ
と
思
い
ま
す
し
、
第
6
章
は
、
観
光
の
経

済
的
な
数
字
面
で
の
捉
え
方
や
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
を
構
想
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
12
章
は
情
報
発
信
や
情
報
戦
略
が

テ
ー
マ
で
す
が
、
情
報
発
信
の
前
に
地
域
を
理
解
、

把
握
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
地
域
の
本
質
を

ど
う
伝
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
丁

寧
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
点
が
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
な
ら
で
は
の
内
容
で
す
。

中
川
：
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
な
ら
で
は
の
本

の
要
素
に
つ
い
て
お
話
が
伺
え
た
か
な
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会
：
以
上
で
座
談
会
を
終
わ
り
に
し
ま
す
。
本

日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
方
に
配
慮
し
な
が
ら
、
か
つ
読
者
に
と
っ
て
勉

強
に
な
る
よ
う
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
、
い
つ

も
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

堀
木
：
第
Ⅰ
部
は
、「
地
域
を
見
つ
め
、
動
か
す
」、

と
い
う
取
り
組
み
の
う
ち
、「
見
つ
め
る
」
た
め

の
手
法
を
広
く
カ
バ
ー
す
る
内
容
で
す
。
観
光
ま

ち
づ
く
り
は
非
常
に
広
範
に
わ
た
る
取
り
組
み
な

の
で
、
ま
ず
は
一
つ
で
も
二
つ
で
も
、
自
分
の
関

心
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
身
に
付
け
て
み
よ
う
、
と

い
う
読
み
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
全
体
を
パ
ラ
パ
ラ
と
眺
め
る
と
、
執

筆
を
担
当
し
た
教
員
の
専
門
分
野
に
触
れ
る
こ
と

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
学
び

の
視
野
を
広
げ
て
い
く
、
自
分
が
関
心
を
持
っ
て

い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
新
た
に
少
し
自
分

の
視
野
を
広
げ
て
い
く
。
自
分
の
進
路
を
考
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

清
野
：
本
書
に
掲
載
し
た
図
や
場
所
は
、
観
光
の

た
め
じ
ゃ
な
く
て
、
地
元
の
人
た
ち
が
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
行
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
観
光
が
目
的

に
な
っ
た
り
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
に
伝
わ
っ
た
り

す
る
の
は
嫌
だ
、
そ
う
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
ま
し

た
。
読
者
は
執
筆
者
の
意
図
か
ら
離
れ
て
理
解
す

る
こ
と
も
あ
り
、
魅
力
的
だ
な
と
思
え
ば
観
光
の

対
象
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
点
に
は
執
筆
の
際
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

中
川
：
た
し
か
に
そ
う
で
す
ね
。

清
野
：
そ
の
際
に
は
、
観
光
目
的
と
し
て
書
い
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
が
行
っ
て
い
る

自
分
た
ち
の
大
切
に
し
て
い
る
場
所
を
守
る
た
め

の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
、
と
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

堀
木
：
第
2
章
で
は
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
地
域

で
作
成
さ
れ
た
事
例
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
し
た

が
、
具
体
例
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
懸
念
と
、

ど
の
事
例
を
選
択
す
る
か
判
断
が
難
し
か
っ
た
こ

と
か
ら
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
め
ま
し
た
。
全
国
各
地

で
作
成
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ

ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
併
せ
て
参
照
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

浅
野
：
ど
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
か
は
本
当
に
難

し
い
で
す
し
、
地
域
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
ね
。

清
野
：
地
域
に
エ
ー
ル
を
送
る
つ
も
り
で
掲
載
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
意
味
で
、
自
分
が
関
わ
っ
て
い
る
地
域
を
自
分

が
責
任
を
持
ち
な
が
ら
執
筆
す
る
姿
勢
が
大
事
か

と
。

浅
野
：
そ
れ
は
重
要
で
す
ね
。
自
分
と
信
頼
関
係

の
あ
る
地
域
の
事
例
を
掲
載
す
る
こ
と
が
一
番
良

い
で
し
ょ
う
。
今
後
、
本
学
部
の
1
学
年
3
0
0

人
の
学
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
行
っ
た
時
に
、
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の 

 

技
法
は 

 

今
後
の
執
筆
テ
ー
マ 

清
野
：
今
回
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
マ
ナ
ー
な

ど
に
つ
い
て
は
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
今
後

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
出
な
い
と
わ
か
ら
な
い
情
報
は
あ
る

の
で
、
調
査
の
技
法
や
心
構
え
、
地
域
と
の
関
係

づ
く
り
な
ど
は
伝
え
る
べ
き
か
な
と
思
い
ま
す
。

点
で
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
本
の
特
色
が
あ

る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
1
冊
の
本
を
組
み
上
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
や

方
向
性
に
つ
い
て
も
う
少
し
伺
え
れ
ば
、
と
思
い

ま
す
。

浅
野
：
原
稿
を
書
く
時
に
注
意
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
第
11
章
で
は
危
険
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に

触
れ
て
い
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
掲
載
す

る
か
ど
う
か
は
と
て
も
気
を
付
け
ま
し
た
。
関
係

す
る
自
治
体
や
関
係
者
、
マ
ッ
プ
内
に
住
ん
で
い

る
住
民
の
方
が
読
ん
で
も
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
事
例
で
は
、
地
元
の
事
例
が
学

生
に
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
考
え
、
横
浜
市
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
横
浜
市
中
区
の
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
か
ら
は
、
壊
滅
的
な
被
害
が
想
定
さ
れ

な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
取
り
上
げ
や
す
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

中
川
：
そ
う
い
っ
た
情
報
が
及
ぼ
す
周
囲
へ
の
配

慮
は
大
事
で
す
ね
。

浅
野
： 

そ
れ
か
ら
、
本
学
部
の
学
生
に
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た

の
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
私
は
以
前
三
重
大
学
に

勤
め
て
い
ま
し
た
の
で
、 

國
學
院
大
學
と
関
わ
り

の
深
い
伊
勢
神
宮
の
あ
る
伊
勢
市
が
良
い
だ
ろ
う

と
考
え
ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
の
立
地
は
、
先
人
た

ち
が
よ
く
考
え
て
い
て
、
標
高
の
少
し
高
い
と
こ

ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
敷
地
内
に
津
波
は

来
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
も
配
慮
し
、
神
社
の
あ
る

有
名
な
観
光
地
で
も
地
元
の
観
光
関
係
者
に
は
ご

迷
惑
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
災

害
情
報
は
大
事
な
情
報
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
地

聞き手：國學院大學　観光まちづくり学部　助手（右から）
圓山 王国（まるやま おうこく）　専門：都市計画学、多文化共生
山島 有喜（やましま ゆうき）　専門：風景計画学、都市緑地
中川 雄大（なかがわ ゆうだい）専門：社会学、都市研究
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分野を横断するテーマである観光まちづくり。
松本貴文准教授に地域社会の観点から語っていただいた。

（本記事は、國學院大學広報課が2022年12月7日に行った
インタビュー記事に松本貴文准教授が加筆し、再構成したものです）

研究クローズアップ

い
だ
り
地
下
水
を
涵
養
し
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、高
度
経
済
成
長
後
、そ
の
掘
割
が
汚
染
・

荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
民

と
行
政
の
共
同
に
よ
る
再
生
を
経
て
、
そ
の

保
全
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
興
味
深
い
の
は
、「
矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
」

な
ど
の
、
柳
川
市
外
に
ま
で
広
が
る
、
多
様

な
主
体
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織

の
存
在
で
す
。
こ
う
し
た
組
織
を
通
し
て
、

掘
割
と
矢
部
川
流
域
や
筑
後
地
方
一
円
と

い
っ
た
周
辺
の
地
域
へ
の
関
心
と
が
結
び
つ

い
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
し
て
市
外
の
人
た
ち
や
団
体
が
、
地
域
社

会
の
単
位
で
行
っ
て
い
る
掘
割
の
保
全
活
動

に
参
加
す
る
と
い
う
場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
例
は
、
至
る
所
で
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
集
落
の
お
祭
り
な

ど
の
地
域
活
動
に
、
集
落
を
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
担
い
手
と
し
て
手
伝
い

に
来
る
若
い
世
代
の
人
々
が
い
る
、
と
い
う

話
は
珍
し
く
な
い
で
す
し
、
集
落
外
か
ら
通
っ

て
い
る
と
い
う
農
業
後
継
者
の
方
か
ら
お
話

を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
国
や

地
方
自
治
体
が
行
う
統
計
調
査
だ
け
で
は
、

こ
う
し
た
細
か
な
移
動
や
人
間
関
係
を
捉
え

的
な
議
論
は
も
ち
ろ
ん
大
変
重
要
な
の
で
す

が
、
時
に
生
活
者
の
目
線
と
ず
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
農
村
に
お
け
る
伝

統
だ
け
で
な
く
、
変
化
に
も
着
目
し
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
う
し
た
変
化
に
も
ま
た
、
現

場
に
足
を
運
ば
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
農
村
の
地
域
社
会
に
お
け

る
変
化
と
い
う
も
の
は
、
統
計
に
表
れ
る
よ

う
な
高
齢
化
や
人
口
減
少
だ
け
で
な
く
、
町

内
会
・
自
治
会
な
ど
住
民
自
治
組
織
の
役
員

の
選
び
方
か
ら
、
そ
の
会
費
の
徴
収
の
仕
方
、

活
動
の
内
容
、
さ
ら
に
は
家
族
や
近
隣
と
の

関
係
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
現
代
の
地
域
社
会
の
変
化
を
捉

え
る
た
め
に
は
、
空
間
的
な
集
落
の
範
囲
を

超
え
た
関
係
性
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
の
存
在

　
福
岡
県
柳
川
市
に
お
け
る
「
掘
割
」
の
保

全
を
研
究
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
関
す

る
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
柳
川
市
内
は

元
来
、
真
水
を
確
保
す
る
の
が
大
変
困
難
な

地
域
で
、
水
を
効
率
よ
く
い
き
わ
た
ら
せ
利

用
す
る
仕
組
み
と
し
て
掘
割
が
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
掘
割
は
そ
の
他
に
も
災
害
を
防

現
場
に
足
を
運
ん
で
こ
そ

見
え
る
こ
と

　
で
き
る
だ
け
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
人

た
ち
の
現
実
感
覚
に
沿
っ
た
研
究
を
し
て
い

き
た
い
―
。
そ
う
願
い
な
が
ら
、
社
会
学
の

視
点
か
ら
農
村
の
地
域
社
会
を
研
究
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
大
局

生
活
者
の
目
線
で
、地
域
社
会
を
研
究
す

る
。文
字
に
す
る
と
簡
単
な
よ
う
だ
が
、単

に
外
部
か
ら
切
り
取
っ
た
り
の
ぞ
き
見
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、地
域
づ
く
り
に
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
て
い
け
る
よ
う
な

研
究
の
在
り
方
は
、常
に
試
行
錯
誤
の
な
か

に
あ
る
。松
本
貴
文
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
准
教
授
も
ま
た
、そ
う
し
た
ト
ラ
イ
を
重

ね
る
ひ
と
り
。地
域
社
会
研
究
に
目
覚
め
た

き
っ
か
け
を
交
え
な
が
ら
、「
生
活
者
の
リ

ア
リ
テ
ィ
」に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

1981 年、熊本県生まれ。熊本大学大学院社会文化科学研
究科修了。博士（学術）。専門は農村社会学、地域社会学。
尚絅大学文化言語学部助教、下関市立大学経済学部准教
授を経て現職。専門は農村社会学、地域社会学。
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で
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の
は
熊
本
県
南
部
、
球
磨
川
流
域
の
農
村
で

し
た
。
小
学
校
に
入
る
前
に
熊
本
市
内
に
引
っ

越
し
た
の
で
す
が
、
夏
休
み
な
ど
に
長
期
で

帰
省
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
生
ま
れ
た
土

地
は
ず
っ
と
自
分
の
原
風
景
と
な
っ
て
心
に

刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
祖
母
の
手
伝
い
で
茶

摘
み
や
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
も
し
て
い
ま

し
た
。

　
た
だ
、
大
学
に
入
っ
て
す
ぐ
に
農
村
や
地

域
社
会
の
こ
と
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、

特
に
明
確
な
意
識
を
持
つ
で
も
な
く
、
し
ば

ら
く
は
思
想
・
哲
学
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
現
代
社
会
の

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
社
会
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

　
そ
こ
で
社
会
調
査
の
実
習
授
業
を
履
修
す

る
こ
と
に
な
り
、
天
草
の
農
村
・
漁
村
調
査

に
参
加
し
ま
し
た
。
数
日
間
、
同
級
生
た
ち

と
一
緒
に
現
地
に
泊
ま
っ
て
家
々
を
訪
問
し

な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
、本
当
に
面
白
か
っ
た
ん
で
す
。
時
に
は
、

海
で
釣
り
な
ど
も
し
な
が
ら
…
…
（
笑
）。
社

会
調
査
の
楽
し
さ
と
い
う
も
の
を
知
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
た
め
、

熊
本
県
球
磨
郡
に
あ
っ
た
須
恵
村
―
「
平
成

の
大
合
併
」
に
よ
っ
て
2
0
0
3
年
、
あ
さ

ぎ
り
町
と
な
っ
た
―
を
調
査
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
エ
ン
ブ
リ
ー
と
そ
の
妻

の
エ
ラ
が
、
1
9
3
5
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
村
で
す
。

た
ま
た
ま
授
業
で
、
エ
ン
ブ
リ
ー
の
著
書
『
須

た
先
生
は
、
学
問
と
し
て
の
社
会
学
を
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
現
場
を
見
て
考

え
る
よ
う
に
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
様
々
な
地
域
に
実
際
に
足
を
運
び

な
が
ら
、
調
査
の
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
し

た
。
そ
の
過
程
で
現
実
の
社
会
を
分
析
す
る
、

そ
こ
か
ら
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
意
義
の
あ
る
研
究
が
で
き
た
ら
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

恵
村
』
が
、
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
戦
前
の

日
本
農
村
研
究
と
し
て
名
高
い
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
が
、
須
恵
村
は
私

の
生
ま
れ
故
郷
か
ら
も
ほ
ど
近
く
、
名
前
を

知
っ
て
い
る
地
域
で
し
た
か
ら
、
と
て
も
親

近
感
が
わ
き
、
調
査
を
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
須
恵
村
が
エ
ン
ブ
リ
ー

夫
妻
の
調
査
後
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
、
卒

論
の
テ
ー
マ
に
決
め
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
で
ひ
と
り
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
役
場

を
訪
ね
ま
し
た
。「
卒
業
論
文
を
書
く
た
め
に

調
査
を
し
た
い
ん
で
す
が
…
…
」
と
切
り
出

す
と
、
応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
方
に
、

「
そ
れ
で
、
ど
こ
に
泊
ま
る
の
？
」
と
聞
か
れ

ま
し
た
。
学
生
で
お
金
も
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
、「
現
地
で
キ
ャ
ン
プ
で
も
し
な
が
ら
調

査
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
と
、

な
ん
と
「
寒
い
か
ら
、
う
ち
に
泊
ま
れ
ば
い

い
よ
」
と
そ
の
職
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
本
当
に
、
職
員
さ
ん
の
お
宅
に
ご

厄
介
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方

の
ご
両
親
が
案
内
を
し
て
く
だ
さ
り
、
村
の

ほ
う
ぼ
う
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

知
り
合
い
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま

し
た
。
そ
の
職
員
の
方
は
既
に
退
職
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ご
縁
は
続
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
性
が
築
か
れ
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
農
村
や
地
域
社
会

に
つ
い
て
研
究
す
る
面
白
さ
に
目
覚
め
て
い

く
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

し
っ
か
り
現
場
を
見
て
考
え
る

　
学
部
・
大
学
院
で
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
地
域

の
変
化
を
す
く
い
と
り
づ
ら
い
、
と
い
う
面

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
現
場
に

足
を
運
ん
で
、
こ
う
し
た
具
体
的
な
生
活
の

な
か
で
の
変
化
を
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
お

話
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

地
元
出
身
地
で
の
縁
が

研
究
の
き
っ
か
け

　
な
ぜ
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
研
究
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
ま
ず
私

の
出
身
地
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
た

柳川市・北原白秋最後の思郷の詩
『帰去来』の詩碑

須恵村文化財案内図 書籍「新・全訳 須恵村 -日本の村- 」
（農山漁村文化協会 2021年）
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像
す
る
よ
う
な
「
危
機
」
と
は
異
な
る
リ
ア
リ

テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
た
し
か

な
ん
で
す
ね
。
私
が
調
査
員
や
共
同
研
究
者

と
し
て
参
加
し
た
農
村
調
査
の
結
果
や
、
他
の

研
究
者
に
よ
る
同
種
の
農
村
調
査
の
報
告
を

見
て
も
、「
生
き
が
い
」
や
「
地
域
の
住
み
心
地
」

に
つ
い
て
尋
ね
た
項
目
に
お
い
て
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
回
答
の
比
率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　「
限
界
集
落
」
と
い
っ
た
捉
え
方
に
、
全
く

リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
と

い
っ
て
、
生
活
全
体
を
見
て
み
れ
ば
、
生
き
が

い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
て
住
み
心
地
の
よ
い

地
域
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
矛
盾
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
人
間
関
係
を
通
し
た
支
援
の
存
在
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
で
農
道
の

草
刈
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
高

齢
化
が
進
め
ば
負
担
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
、
し
か
し
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
が

ち
ょ
っ
と
帰
省
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
ま

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
通
信
技
術

が
発
達
し
た
現
代
で
は
、
そ
う
し
た
つ
な
が
り

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
容
易
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

農
村
社
会
が
持
つ

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
価
値
と
は

　
一
口
に
農
村
と
い
っ
て
も
実
際
は
非
常
に
多

様
で
あ
り
、
地
域
環
境
や
農
村
景
観
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
こ
う
し
た
地
域
環
境
の
管
理
に

も
、
都
市
の
側
か
ら
は
見
え
に
く
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
里
山
は
か
つ
て
農
村
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
必
要
な
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。
と
こ
ろ

プ
の
場
面
で
「
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
。
す
る
と
、「
若
い
者

が
お
ら
ず
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
」、「
人
口
減

少
で
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
話
は
た

く
さ
ん
出
て
く
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
も
う
少

し
具
体
的
な
日
常
生
活
の
こ
と
、
例
え
ば
、「
買

い
物
が
不
便
」
と
か
「
病
気
に
な
っ
た
と
き
通

院
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
を

聞
い
て
み
る
と
、
意
外
と
そ
う
し
た
具
体
的
な

困
り
ご
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
く
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ご
と
の
深
刻
さ
に
は
大

き
な
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、少
な
く
と
も
、

外
側
か
ら
統
計
な
ど
の
数
字
だ
け
を
見
て
想

「
危
機
」
と
は
異
な
る
リ
ア
リ
テ
ィ　

　
私
が
研
究
者
の
道
を
歩
み
だ
し
て
以
降
、

2
0
0
0
年
代
か
ら
2
0
1
0
年
代
に
か
け
て

は
、
地
方
や
農
村
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
る
消
滅
危
機
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
過
疎

は
重
大
な
問
題
で
す
が
、
私
自
身
は
、
必
ず

し
も
「
危
機
」
だ
け
が
農
村
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で

は
な
い
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
現
地
で
の
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

生
活
者
の
目
線
を
意
識
し
た

地
域
社
会
研
究

「中山間地域の農山村」岐阜県高山市

「半島の農村・漁村」山口県長門市

「盆地の平地農村」広島県東広島市

多様な農村景観
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が
、
そ
の
管
理
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

と
い
う
地
域
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や

人
口
減
少
だ
け
で
な
く
、
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
管
理
を
続
け
た
い
と
い
う

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。
お
金
に
な
ら
な
い
な
ら

管
理
を
続
け
る
の
は
合
理
的
で
な
い
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
管
理
す
る
作
業
を

一
緒
に
行
う
こ
と
で
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
、
先
ほ
ど
ふ
れ
た
よ

う
な
農
村
の
人
々
の
生
き
が
い
や
住
み
心
地

に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
農
村
に
お
け
る
地
域
環
境
の
管
理
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
一
見
経
済
的

な
合
理
性
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
営

み
が
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な

意
味
を
持
つ
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
さ
ら
に

は
、
広
く
社
会
全
体
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
在
り
方
と
も
関
わ
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
農
村
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち

が
「
S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
て
こ
れ
こ
れ
を

実
践
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
お
っ

し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
、
普
段
の

生
活
の
な
か
で
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

地
域
づ
く
り

　
地
域
環
境
と
い
う
観
点
で
私
が
近
年
関
心

を
抱
い
て
い
る
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
づ
く
り
、
と
い
う
も
の

で
す
。
私
自
身
は
決
し
て
環
境
問
題
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
す

が
、
地
方
の
方
々
が
ど
ん
な
動
き
を
見
せ
て
い

る
の
か
実
際
に
現
地
で
話
を
聞
い
て
い
く
な
か

で
、
特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
に
目
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
で
す
。

　
例
え
ば
私
が
調
査
し
た
熊
本
県
の
あ
る
農

村
集
落
で
は
、
集
落
の
共
有
地
の
管
理
を
続

け
て
い
く
た
め
に
太
陽
光
発
電
所
を
誘
致
し
、

そ
の
収
益
を
も
と
に
耕
作
放
棄
地
の
管
理
を

再
開
す
る
な
ど
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
事
業
は
発
電

所
を
運
営
す
る
企
業
と
の
連
携
で
実
現
し
た

も
の
で
し
た
の
で
、
企
業
と
地
域
社
会
と
で
は

性
格
や
目
的
が
全
く
異
な
る
た
め
、
そ
の
調

整
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
よ
う
に
も
感

じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
地
域
環
境
の
新
し
い

活
用
方
法
を
見
つ
け
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
集
落

の
住
民
同
士
や
外
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
、
持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
と
い
う
方

向
性
は
、
と
て
も
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
こ
れ
は
海
外
の
事
例
に
な
り
ま

す
が
、ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
あ
る
グ
ロ
ー

ス
バ
ー
ル
ド
ル
フ
と
い
う
村
の
取
り
組
み
は
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
先

進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
南
部
の
人
口
1
0
0
0
人

に
も
満
た
な
い
小
さ
な
村
で
す
が
、
遊
休
農
地

の
他
、
村
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
や
倉
庫
の

屋
根
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
と
そ
の
廃
熱
を
活
用
し
た
地
域
熱
供
給
、

風
力
発
電
な
ど
、
地
域
環
境
を
活
用
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
も
そ
う
し
た
事
業
が
、
村
の
経
済
的

な
収
益
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
に

お
け
る
活
動
の
活
性
化
に
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
住
民
が
再
エ
ネ

事
業
に
投
資
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
し
か
し
再
エ
ネ
事
業
へ
の
関
心
は
広
く
住

民
に
共
有
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す
と
、

サ
ッ
カ
ー
や
音
楽
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
グ

ロ
ー
ス
バ
ー
ル
ド
ル
フ
村
に
は
数
々
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
住
民
が
地
域
社
会
に
参
加
す
る
窓

口
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
再
エ
ネ
事
業
か
ら

の
収
益
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
ク
ラ
ブ
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
生
活
や
地
域
社
会
の
充

実
に
貢
献
し
て
い
く
、
と
い
う
構
図
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
投
資
し
て
い
る
人
だ
け
が
見

返
り
を
得
る
の
で
は
な
く
、
皆
が
「
わ
れ
わ
れ

の
事
業
」
と
し
て
自
然
に
受
け
止
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
事
業
そ
の
も
の
も
受
容

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
仕
組
み
は
、
日
本
で
も
広

く
参
考
に
で
き
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
こ
と
を

住
民
の
方
と
一
緒
に
考
え
る

　
こ
れ
か
ら
の
私
自
身
の
研
究
と
い
う
こ
と
で

い
え
ば
、
九
州
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
は
西
日
本
中
心
の
調
査
を
行
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
今
後
は
東
日
本
の
農
村
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
も
大
事
に
し
た
い
の

は
、
専
門
家
・
研
究
者
と
し
て
の
視
点
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
こ
と
を
住
民
の
方
々
と
一
緒
に

考
え
る
と
い
う
姿
勢
を
持
つ
こ
と
で
す
。
地
域

の
方
々
に
と
っ
て
の
、
対
話
の
相
手
に
な
る
―

そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
今
後
も
調
査
・
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研究クローズアップ

ドイツ・グロースバールドルフ村のバイオエナジーアリーナサッカースタジアムドイツ・グロースバールドルフ村の音楽隊旗
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文化観光にも言及した改正博物館法がいよいよ施行されました。
今後、博物館には多様な人々が交流するまちづくりの拠点としての
役割も求められます。法改正前からこうした活動に取り組んできた
博物館を紹介します。

金
融
公
庫
の
融
資
を

受
け
た
最
初
期
の
公

庫
住
宅
で
あ
る
。
65

坪
の
敷
地
に
18
坪
の

小
住
宅
だ
。
設
計
者

は
一
家
の
主
で
東
京

都
の
建
築
技
師
だ
っ

た
小
泉
孝
。
資
材
や

ス
ペ
ー
ス
を
節
約

し
、
実
験
住
宅
の
よ

う
に
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。
登
録
の
要

件
で
あ
る
建
築
後
50

年
を
経
た
直
後
の
平

成
14
年
に
国
の
登
録

有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。

　
所
蔵
資
料
は
、
小
泉
家
の
旧
蔵
品
と
全
国
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
昭
和
40
年
代
頃
ま
で
の
生
活
道
具
で
あ
る
。

鋳
掛
を
し
た
鍋
や
継
ぎ
の
当
た
っ
た
風
呂
敷
な
ど
、

普
通
な
ら
真
っ
先
に
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
が
こ

こ
で
は
生
活
の
細
部
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

展
示
・
研
究
で
使
う
他
、
体
験
学
習
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
も
積
極
的
に
使
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
露
出

展
示
で
あ
る
た
め
傷
み
が
進
む
も
の
も
あ
る
が
、「
今

あ
る
も
の
を
今
の
人
に
伝
え
る
」
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
る
。

　
展
示
で
は
、
四
季
に
応
じ
て
し
つ
ら
い
替
え
を
す

る
常
設
展
の
他
に
、
勉
強
会
方
式
で
生
活
史
を
掘
り

起
こ
す
企
画
展
、
美
術
工
芸
関
連
の
特
別
展
を
開
催
。

建
築
・
家
具
関
連
の
歴
史
講
座
な

ど
を
開
催
す
る
他
、
障
子
張
り
や

お
釜
で
の
ご
飯
炊
き
、
繕
い
も
の
、

洗
い
張
り
と
い
っ
た
、
家
電
普
及

以
前
は
ど
の
家
で
も
行
っ
て
い
た

衣
食
住
に
関
す
る
家
事
仕
事
を
体

験
し
、
昭
和
の
知
恵
や
工
夫
を
学

ぶ
「
く
ら
し
の
学
校
」
と
い
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

  
昭
和
の
家
と
家
財
道
具
を
残
す

　
昭
和
の
く
ら
し
博
物
館
は
、
東
京
・
大
田
区
に
昭

和
26
年
に
建
っ
た
木
造
2
階
建
て
の
庶
民
住
宅
を
保

存
し
、
中
の
家
財
道
具
と
共
に
公
開
し
て
い
る
“
丸

ご
と
博
物
館
”
で
あ
る
。
家
具
・
道
具
・
室
内
意
匠

史
と
生
活
史
の
研
究
者
で
あ
る
小
泉
和
子
が
、
長
年

の
研
究
か
ら
、
一
番
身
近
な
く
ら
し
が
軽
ん
じ
ら
れ

て
き
た
歴
史
を
痛
感
し
、
実
家
だ
っ
た
建
物
を
修
復

し
、「
家
を
残
し 

く
ら
し
を
伝
え 
思
想
を
育
て
る
」

と
い
う
目
的
で
自
ら
館
長
と
な
り
1
9
9
9
年
に
開

館
さ
せ
た
。
常
勤
職
員
1
名
、
非
常
勤
3
名
。
年
間

来
館
者
は
4
〜
5
千
人
の
小
さ
な
手
作
り
博
物
館
で

あ
る
。

　
明
治
生
ま
れ
の
両
親
と
昭
和
8
年
か
ら
22
年
の
間

に
生
ま
れ
た
４
姉
妹
の
6
人
家
族
が
く
ら
し
た
、
昭

和
20
年
代
後
半
か
ら
30
年
代
前
半
の
郊
外
都
市
生
活

の
再
現
が
展
示
の
中
心
で
あ
る
。ち
ゃ
ぶ
台
、茶
箪
笥
、

足
踏
み
ミ
シ
ン
の
あ
る
お
茶
の
間
、
氷
冷
蔵
庫
、
七

輪
、
鰹
節
削
り
が
並
ぶ
台
所
の
他
、
書
斎
、
子
供
部

屋
な
ど
を
巡
り
、
高
度
経
済
成
長
期
前
夜
の
く
ら
し

の
情
景
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
旧
小

泉
家
住
宅
は
、
戦
後
の
住
宅
復
興
政
策
で
あ
る
住
宅

  
手
作
り
博
物
館
の
ス
タ
ー
ト

　
一
番
の
特
徴
は
、
私
設
で
の
運
営
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
館
長
は
、
国
や
地
方
自
治
体
、
企
業
の
文

化
財
の
保
存
活
用
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
と
は
い
え

一
研
究
者
に
は
一
軒
丸
ご
と
の
保
存
の
負
担
は
大
き

く
、
当
初
は
自
治
体
に
寄
贈
を
打
診
し
た
。
し
か
し

受
け
入
れ
が
叶
わ
ず
、
な
ら
ば
個
人
で
で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
や
ろ
う
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
始
ま
っ
た
。

　
展
示
自
体
も
正
真
正
銘
手
作
り
で
、
廃
材
を
転
用

し
て
パ
ネ
ル
や
展
示
什
器
を
作
る
こ
と
も
多
い
。
お

金
を
か
け
ず
に
頭
を
使
う
と
い
う
方
針
だ
。
運
営
費

や
広
報
面
で
の
公
的
支
援
が
な
い
こ
と
の
苦
労
は
大

き
い
が
、
援
助
が
な
い
分
制
約
も
な
い
。
活
動
の
自

由
度
が
高
い
の
が
最
大
の
利
点
で
あ
る
。
良
い
出
会

い
を
展
覧
会
や
講
座
に
す
ぐ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。
第

一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
を
招
い
て
講
座
を
開
催
す

る
一
方
で
、
市
井
に
眠
る
稀
有
な
技
術
や
経
験
を
持

つ
方
々
を
発
掘
し
て
交
流
す
る
“
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
”

も
行
っ
て
き
た
。
毎
年
8
月
の
夏
の
特
別
展
「
小
泉

家
に
残
る
戦
争
」
展
で
は
、

堂
々
と
反
戦
平
和
を
訴
え
る

展
示
が
で
き
る
。
特
別
展
で

は
、
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
の

最
後
の
孫
で
あ
る
鮫
島
純
子

さ
ん
の
本
の
原
画
展
や
、
漫

画
家
・
高
野
文
子
さ
ん
の
原

画
展
、
ア
ニ
メ
映
画
「
こ
の

世
界
の
片
隅
に
」
の
原
画
＆

丸ごと博物館24年間の挑戦

地域と歩む博物館 Vol.5

昭和のくらし博物館　学芸員　小林こずえ

住人がいるかのように再現しているお茶の間

小学生の体験学習にもボランティア
さんが活躍

竈と釜を使ったご飯炊きなど
昔の知恵を学ぶ講座
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こ
れ
か
ら
の
役
割

　
活
動
を
長
く
続
け
る
た
め
に
N
P
O
法
人
を
立
ち

上
げ
、
平
成
30
年
か
ら
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
人
手

と
資
金
不
足
に
は
変
わ
り
な
く
課
題
も
山
積
み
な
の

だ
が
、
夢
だ
け
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
着
実
に
増
え
て

き
た
海
外
か
ら
の
来
訪
者
に
は
、
ご
く
普
通
の
民
家

に
入
り
込
む
か
の
よ
う
な
体
験
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

羽
田
空
港
に
近
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
S
D
G
s
を
学
ぶ
小
中

高
生
だ
け
で
な
く
、
博
物
館
学
や
看
護
学
、
介
護
学

の
学
生
な
ど
、
来
館
者
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
一
方

で
、
昭
和
の
記
憶
と
技
術
を
持
つ
世
代
は
減
り
続
け

る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め

に
今
残
す
べ
き
こ
と
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

島
根
県
大
田
市
や
愛
媛
県
西
予
市
な
ど
連
携
し
て
い

る
地
域
も
あ
る
が
、
全
国
の
志
を
同
じ
く
す
る
施
設

と
も
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
近
隣
で
は
、

最
寄
の
東
急
池
上
線
沿
線
に
あ
る
池
上
と
い
う
町
が

近
年
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
元
々
寺
町
だ
っ

た
と
こ
ろ
に
民
家
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
や
シ
ェ
ア
型

書
店
な
ど
が
で
き
、
地
域
に
開
か
れ
た
場
が
増
え
る

こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
人
や
場
所
が
集
ま
る
町
に

変
化
し
て
い
る
。
ゆ
る
く
連
携
し
て
回
遊
で
き
る
地

域
を
広
げ
て
ゆ
け
れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
前
述
の
公
園
の
発
起
人
の
一
人
は
、
元
々
こ
の
地

の
出
身
で
な
か
っ
た
が
故
に
「
血
縁
だ
け
に
よ
ら
な

い
自
分
の
田
舎
（
ふ
る
さ
と
）
を
自
分
で
作
っ
た
」

と
語
っ
て
い
た
。
博
物
館
も
開
館
し
て
年
月
が
経
ち
、

初
期
の
学
芸
員
実
習
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
会
員
さ

ん
が
、
人
生
の
節
目
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
新
し
い
家

族
を
連
れ
て
遊
び
に
来
て
く
れ
る
と
い
う
嬉
し
い
場

面
も
増
え
て
き
た
。
来
年
は
開
館
25
周
年
を
迎
え
る
。

展
示
・
研
究
す
る
博
物
館
で
あ
り
な
が
ら
、町
の
中
で
、

立
ち
寄
り
、息
を
抜
き
、多
世
代
で
交
流
す
る
と
い
う
、

“
実
家
”
や
“
ふ
る
さ
と
”
の
役
割
も
果
た
せ
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

再
現
展
な
ど
を
開
催
し
、
多
く
の
来
館
や
つ
な
が
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
開
館
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
掲
げ
た
「
家
を
残
し 

く

ら
し
を
伝
え 

思
想
を
育
て
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

建
物
や
資
料
を
た
だ
保
存
す
る
の
で
は
な
く
、
研
究

を
研
究
の
ま
ま
に
せ
ず
、
今
後
の
自
分
た
ち
の
く
ら

し
を
見
つ
め
直
す
指
針
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
資
料
が
並
ぶ
だ
け
の“
死

ん
だ
博
物
館
”
に
は
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
も
あ

る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
こ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
所
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
も
願
い
の
一
つ

だ
。
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
際
、
館
内
で
一
番

人
気
の
場
所
は
、
お
茶
の
間
を
抑
え
て
縁
側
で
あ
っ

た
。
柿
の
木
の
枝
を
渡
る
風
を
感
じ
な
が
ら
縁
側
に

座
っ
て
の
ん
び
り
す
る
と
い
う
の
は
、
現
代
の
都
市

空
間
で
は
贅
沢
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

  
場
を
開
い
て
生
ま
れ
た
こ
と

　
博
物
館
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、多
く
の
方
が
集
ま
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
場
を
開
い
た
こ
と
に

よ
り
、開
館
前
に
予
想
し
て
い
た
以
上
の
活
動
が
次
々

に
生
ま
れ
た
の
だ
。

　
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
N
P
O
会
員
、
友
の
会

会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
近
隣
住
人
の
方
々

が
い
る
が
、
初
期
の
頃
は
友
の
会
の
運
営
メ
ン
バ
ー

が
八
面
六
臂
の
活
躍
だ
っ
た
。
会
員
を
つ
な
ぐ
お
た

よ
り
の
発
行
、
見
学
会
や
七
輪
体
験
会
な
ど
の
企
画
、

近
隣
を
取
材
・
調
査
し
て
の
ご
近
所
マ
ッ
プ
作
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
な
ど
な
ど
。
中
で
も
圧

巻
だ
っ
た
の
は
夏
の
お
ま
つ
り
で
、
演
劇
経
験
者
が

脚
本
を
書
き
、
会
員
か
ら
劇
団
員
を
募
っ
て
芝
居
の

稽
古
を
し
、
閉
館
後
に
一
夜
限
り
の
野
外
幻
燈
会
と

い
う
朗
読
劇
を
開
催
し
た
。
た
く
さ
ん
の
枝
豆
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ゆ
で
、
ス
イ
カ
を
た
ら
い
に
冷
や
し

て
お
く
。
小
さ
な
庭
に
、
老
若
男
女
1
6
0
名
の
会

員
が
集
ま
っ
た
年
も
あ
っ
た
。
冬
に
は
、
畳
上
げ
や

障
子
張
り
な
ど
の
大
掃
除
を
行
い
、
最
後
に
剝
が
し

た
障
子
紙
を
燃
や
し
て
お
釜
で
炊
い
た
ご

飯
を
皆
で
い
た
だ
く
。
家
を
残
し
た
こ
と

に
よ
り
、
さ
な
が
ら
昭
和
の
人
の
つ
な
が

り
ま
で
も
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
日
常
の
ガ
イ
ド
、
受
付
、
掃
除
、
庭
の

手
入
れ
な
ど
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
力
に
頼
る
場
面
が
多
い
。
着
付
け

や
修
理
な
ど
の
技
術
を
借
り
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和

2
年
3
月
か
ら
断
続
的
に
臨
時
休
館
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
休
館
中
で
も
す
ぐ
庭

は
荒
れ
、
資
料
に
埃
は
積
も
る
。
誰
に
も

観
て
も
ら
え
な
い
の
に
手
入
れ
だ
け
は
続

け
る
と
い
う
悲
し
い
状
況
だ
っ
た
が
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
近
隣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

密
を
避
け
る
形
で
集
ま
っ
た
。
掃
除
を
し
、
外
で
お

弁
当
を
食
べ
て
帰
っ
て
い
く
。
収
入
減
に
喘
ぐ
博
物

館
運
営
の
支
援
バ
ザ
ー
も
企
画
し
て
く
れ
た
。
時
に

は
お
悩
み
相
談
や
家
族
の
グ
チ
大
会
、
情
報
交
換
が

世
代
を
超
え
て
始
ま
る
。
そ
れ
が
楽
し
く
て
と
、
こ

の
時
期
に
定
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
は
、
近

隣
の
先
駆
者
の
存
在
も
大
き
い
。
静
か
な
住
宅
地
の

真
ん
中
に
突
如
オ
ー
プ
ン
し
た
た
め
に
、
当
初
は
な

か
な
か
つ
な
が
り
が
つ
か
め
な
か
っ
た
。
商
店
街
の

反
応
も
芳
し
く
な
く
、
役
所
で
は
「
民
間
だ
か
ら
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
中
、
強
力
な
支
援
者

と
な
っ
た
の
が
、
野
っ
原
を
「
く
さ
っ
ぱ
ら
公
園
」

と
し
て
住
民
運
動
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
た
方
々
だ
っ

た
。
多
く
の
協
力
者
を
紹
介
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

活
動
の
た
め
の
人
脈
が
広
が
っ
た
。

　
徐
々
に
活
動
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
、
公
的
な
支
援

者
も
増
え
た
。
区
の
担
当
部
署
の
他
、
観
光
協
会
、

文
化
振
興
協
会
と
い
っ
た
外
郭
団
体
と
イ
ベ
ン
ト
を

協
働
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
「
ま
ち
ご
と
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
企
画
で
区
の
助
成
金
に
応

募
し
、
商
店
街
や
近
代
建
築
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画

し
た
。
全
国
の
自
治
体
の
博
物
館
の
方
や
、
建
物
の

保
存
活
用
に
奮
闘
し
て
い
る
方
々
が
視
察
に
来
ら
れ

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。「
こ
れ
だ
け
小
さ
な
文
化
財
で

も
こ
れ
だ
け
色
々
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

全
国
に
発
信
し
た
い
」
と
い
う
創
立
時
の
館
長
の
思

い
は
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

博
物
館
情
報

東京都大田区南久が原
2-26-19

昭和のくらし博物館

詳しくはこちら

年代を問わず集まった方々と
大掃除の後のご飯会

庭が劇場となる友の会のまつりでの野外幻燈会
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民
参
加
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。
こ
う
し
た
着
想
に
は
、
02
年
に
伊
方

町
に
来
る
以
前
、
筆
者
が
香
川
県
の
某
博
物
館
準
備

室
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
、
後
に
は
臨
時
職
員
等
と

し
て
関
わ
っ
た
数
年
間
の
経
験
が
大
き
い
。

新
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
に
向
け
た
準
備

で
、
職
員
の
方
々
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
現

場
で
の
調
査
や
資
料
整
理
に
取
り
組
み
、

地
域
の
素
性
や
新
た
な
歴
史
を
探
求
し
、

い
つ
か
地
元
の
人
々
に
還
元
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
充
実
感
は
、

展
示
以
前
の
話
で
あ
る
が
、
博
物
館
の
重

要
な
魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
た
の
だ
。
も

ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
被
調
査
者
や
資
料
寄

贈
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
問
題
も
あ
っ

て
、
全
て
オ
ー
プ
ン
に
市
民
参
加
と
は
い

か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
何
が
で
き
る
の
か

を
模
索
し
て
い
っ
た
。

　
み
つ
け
隊
の
第
１
回
の
活
動
は
、
ひ
と

ま
ず
地
域
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
と
し
て
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
（
海
岸

の
漂
着
物
探
索
）
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
こ

  
は
じ
め
に

　
本
年
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
８
月
、
愛
媛
県
伊

方
町
に
佐
田
岬
半
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館
し
た
。

そ
の
館
名
の
と
お
り
、
四
国
の
西
端
の
日
本
一
細
長

い
と
い
わ
れ
る
佐
田
岬
半
島
に
位
置
す
る
、
出
来
た

て
ほ
や
ほ
や
の
博
物
館
で
あ
る
。

　
人
口
９
０
０
０
人
に
満
た
な
い
小
さ
な
町
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
を
後
押
し
し
た
要
因
の
一
つ
は
、

同
年
３
月
末
日
で
閉
館
し
た
前
身
の
博
物
館
―
町ま

ち
み見

郷
土
館
と
、
そ
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
「
佐
田
岬
み
つ

け
隊
（
以
下
、
み
つ
け
隊
）」
の
活
動
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
本
稿
で
は
、
町
見
郷
土
館
が
み
つ
け
隊
と
取
り

組
ん
で
き
た
活
動
を
ご
紹
介
し
、
新
し
い
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
引
き
継
が
れ
る
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
。

  
町
見
郷
土
館

　
町
見
郷
土
館
は
、１
９
９
７
年
３
月
に
閉
校
と
な
っ

た
旧
伊
方
町
立
町
見
中
学
校
の
校
舎
を
再
利
用
し
、

99
年
６
月
に
開
館
し
た
。
78
年
ご
ろ
か
ら
収
集
し
て

き
た
膨
大
な
民
俗
文
化
財
の
保
管
場
所
兼
展
示
場
が

欲
し
い
と
い
う
町
の
文
化
財
保
護
審
議
会
の
長
年
の

要
望
が
、
地
域
の
学
校

再
編
の
中
で
生
じ
た
空

き
校
舎
の
再
利
用
で
実

現
し
た
形
だ
。
し
か
も

単
な
る
資
料
置
き
場
と

せ
ず
、
そ
の
設
置
条
例

に
学
芸
員
１
名
配
属
を

う
た
っ
た
こ
と
が
、
こ

の
地
域
に
と
っ
て
は
画

期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。

た
だ
し
24
年
後
の
本
年

閉
館
す
る
ま
で
常
駐
の

正
規
職
員
は
結
局
学
芸

員
１
名
の
み
。
館
長
は

当
初
公
民
館
長
等
が
兼

佐田岬半島に位置する、
出来立てほやほやの博物館

地域と歩む博物館 Vol.6

佐田岬半島ミュージアム　髙嶋 賢二

務
し
（
の
ち
に
筆
者
が
兼
務
）、
途
中
か
ら
パ
ー
ト
の

事
務
補
助
員
が
１
名
増
員
と
い
う
状
況
で
（
昨
年
度

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
学
芸
員
１
名
も
加
わ
っ

た
）、
事
務
の
一
部
を
教
育
委
員
会
で
補
助
し
た
と
は

い
え
、
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
な
お
町
見
と
い
う
名
称
は
、
九
町
浦
と
二
見
浦
の

合
併
で
発
足
し
た
村
名
に
由
来
す
る
。
地
元
の
人
に

も
な
じ
み
深
い
た
め
館
名
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
奇

し
く
も
「
町
を
見
る
」
と
冠
し
た
館
名
は
、
後
述

す
る
市
民
と
の
二
人
三
脚
で
取
り
組
ん
だ
活
動
と
相

ま
っ
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
た
。

  
佐
田
岬
み
つ
け
隊
の
誕
生

　
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
み
つ
け
隊
が
発
足
し
た
の
は
、

平
成
の
大
合
併
で
現
伊
方
町
が
発
足
し
た
２
０
０
５

年
。
博
物
館
＝
「
展
覧
会
を
見
に
行
く
場
所
」
で
は

な
く
、
そ
の
①
展
示
企
画
の
背
後
に
あ
る
②
調
査
研

究
や
資
料
の
③
収
集
保
存
、
展
示
に
絡
め
た
見
学
会

や
講
演
会
な
ど
の
④
学
習
支
援
・
交
流
事
業
な
ど
、

い
わ
ば
博
物
館
の
４
つ
の
機
能
を
、
可
能
な
限
り
市

ミュージウマ

みつけ隊通信

町見郷土館
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外
・
県
外
の
佐
田
岬
半
島
ゆ
か
り
の
地
を
日
帰
り
探

訪
す
る
「
遠
征
」
は
年
に
１
度
。
と
に
か
く
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
佐
田
岬
半
島
を
深
く
知
り
、
楽
し

む
こ
と
を
優
先
し
て
、
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。

  
課
題
は
あ
る
が

　
も
ち
ろ
ん
課
題
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
人
間
関
係

の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
や
難
し
さ
は
常
に
付
き
ま
と
う

し
、
高
齢
化
に
よ
る
免
許
証
返
納
や
家
族
の
介
護
で

参
加
が
難
し
く
な
っ
た
隊
員
も
増
え
た
。
ま
た
近
年

は
新
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
の
準
備
も
抱
え
筆
者
の
動

き
も
鈍
く
な
り
活
動
を
低
迷
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
、さ
ま
ざ
ま
な
模
索
や
葛
藤
を
経
て
、隊
長
１
名
・

副
隊
長
２
名
を
筆
頭
に
い
ろ
ん
な
場
面
で
本
当
は

い
ち
い
ち
お
名
前
を
挙
げ
た
い
く
ら
い
絶
妙
な
フ
ォ

ロ
ー
で
助
け
て
く
れ
る
何
人
も
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も

い
て
、
現
在
老
若
男
女
約
80
名
を
抱
え
る
巨
大
組
織

と
な
っ
て
館
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

職
員
極
少
の
零
細
博
物
館
で
は
あ
る
が
、
常
設
展
示

と
企
画
展
示
（
近
年
は
休
止
中
）
を
開
催
す
る
傍
ら
、

資
料
目
録
３
冊
・
調
査
報
告
書
６
冊
・
研
究
紀
要
７

冊
や
館
報
等
も
刊
行
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
博
物
館

た
ろ
う
と
活
動
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
み

つ
け
隊
の
存
在
抜
き
に
は
語
れ
な
い
の
で

あ
る
。

　
関
連
不
明
だ
が
参
考
ま
で
に
、
町
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
「
佐
田
岬
半
島
全
体
の
伝
統

や
文
化
に
誇
り
や
愛
着
を
感
じ
て
い
る
」

に
回
答
し
た
町
民
の
割
合
（「
感
じ
る
」

と
「
ま
あ
ま
あ
感
じ
る
」
の
合
計
）
は
、

２
０
１
５
年
に
58
・
５
％
だ
っ
た
が
、
20

年
に
は
88
・
１
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

  
郷
土
館
か
ら

  
新
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

　
３
月
31
日
―
最
後
の
開
館
日
。
夕
方
か

ら
の
閉
館
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
の
振
る
舞
い
や
ギ
タ
ー
の
ミ
ニ

毎
月
何
か
し
ら
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
本
格
的

な
調
査
を
進
め
た
の
は
、
神
社
な
ど
に
あ
る
絵
馬
・

天
井
画
の
悉
皆
調
査
で
、
と
く
に
天
井
画
は
天
井
を

見
上
げ
て
首
が
痛
く
な
る
作
業
に
耐
え
な
が
ら
数
年

が
か
り
で
１
冊
の
調
査
報
告
書
刊
行
に
ま
で
こ
ぎ
つ

け
た
。
自
然
に
詳
し
い
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
進
め
た

セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
や
タ
ン
ポ
ポ
調
査
で
は
、
町
内

の
自
然
の
基
礎
デ
ー
タ
を
整
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
特
定
テ
ー
マ
で
有
志
が
集
い
活
動
す
る
「
部
活
動
」

と
称
す
る
小
グ
ル
ー
プ
も
発
足
し
た
。「
古
箪
笥
の
会
」

は
タ
ン
ス
に
眠
る
古
布
を
生
か
し
昔
の
く
ら
し
を
再

現
し
た
人
形
を
作
る
な
ど
往
時
の
服
飾
文
化
の
顕
彰

に
努
め
、
某
事
業
所
製
作
の
町
内
向
け
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
採
用
さ
れ
た
。
石
造
物
調
査
に
特
化
し
た「
ゴ

ロ
リ
ン
ズ
」
は
、
町
内
の
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
な
ど

１
４
０
０
点
超
を
悉
皆
的
に
調
べ
上
げ
、
２
冊
の
報

告
書
に
ま
と
め
た
ほ
か
、
そ
の
石
材
が
関
西
や
九
州

な
ど
西
日
本
各
地
に
点
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
各

地
の
研
究
者
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

後
に
岩
田
書
院
か
ら
『
石
造
物
が
語
る
中
世
の
佐
田

岬
半
島
』
と
い
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。「
は
ち
く
ま
隊
」
は
自
然
班
で
、
毎
月
第
４
水
曜

日
の
夜
に
「
佐
田
岬
半
島
の
自
然
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
」

を
開
催
し
、
通
算
第
１
８
０
回
を
数
え
て
新
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。　

ほ
か
、
町
内
に

あ
る
天
然
記
念
物

「
三
崎
の
ア
コ
ウ
」

の
毎
月
の
清
掃
活

動
や
、
例
年
２
～

３
月
頃
に
、
地
元

で
使
用
さ
れ
寄
贈

さ
れ
た
雛
人
形
の

飾
り
付
け
・
片
付

け
な
ど
は
、
隊
員

の
提
案
で
始
ま
っ

て
今
日
ま
で
続
く

恒
例
行
事
だ
。
町

ラ
イ
ブ
を
開
い
て
く
だ
さ
る
有
志
の
加
勢
も
あ
っ
て

動
員
な
し
で
数
十
人
が
集
う
中
、
み
つ
け
隊
の
隊
長
・

副
隊
長
が
そ
ろ
っ
て
登
壇
し
、
館
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
新
し
い
佐
田
岬
半
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
こ
う
し

た
地
域
の
市
民
パ
ワ
ー
を
引
き
継
い
で
開
館
し
た
も

の
で
、
施
設
規
模
も
職
員
数
も
ち
ょ
っ
と
ず
つ
増
え
、

館
内
に
は
み
つ
け
隊
を
念
頭
に
し
た
念
願
の
「
町
民

活
動
室
」
も
設
け
ら
れ
て
今
夏
よ
う
や
く
船
出
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
と
共
に
博
物
館
を
通
じ
て
地
域
を

深
く
見
つ
め
る
航
海
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。

で
参
加
者
に
み
つ
け
隊
の
趣
旨
を
説
明
し
て
、
賛
同

を
得
た
わ
ず
か
数
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、

み
な
さ
ん
で
何
か
地
域
の
調
べ
も
の
を
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
と
話
し
合
い
を
お
こ
な
い
、
昔
の
お
や
つ
調

べ
や
、
当
時
県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
ク
ツ

ワ
ム
シ
探
し
な
ど
を
開
始
し
た
。

　
隊
員
に
な
る
に
は
、
諸
連
絡
先
を
伝
え
、
毎
年
数

百
円
の
保
険
代
を
支
払
う
の
み
。
そ
れ
で
１
年
間
無

料
で
館
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
隊
員
証
と
、
隊
員

限
定
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
『
み
つ
け
隊
通
信
』
が
送

ら
れ
た
。
こ
の
『
み
つ
け
隊
通
信
』
は
Ａ
４
表
裏
だ

け
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
よ
う
な
小
さ
な
通
信
だ
が
、
今

こ
ん
な
活
動
を
し
て
次
は
こ
こ
に
行
き
ま
す
と
か
、

や
っ
て
み
て
分
か
っ
た
こ
と
、行
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ

た
な
ど
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
も
交
え
て
情
報
を
詰
め
込

ん
で
お
り
、
本
年
9
月
現
在
１
６
５
号
ま
で
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
中
に
は
、
地
元
出
身
だ
が
町
外
に
住
ん

で
い
る
た
め
参
加
は
難
し
い
も
の
の
、
こ
の
通
信
を

目
当
て
に
入
隊
し
た
と
い
う
隊
員
も
少
な
く
な
い
。

  
み
つ
け
隊
の
大
活
躍

　
か
く
し
て
み
つ
け
隊
の
活
動
は
本
格
化
す
る
。
町

内
各
地
の
町
歩
き
見
学
会
、
古
文
書
を
読
む
会
、
民

俗
資
料
の
整
理
体
験
、生
き
物
観
察
会
、星
空
観
望
会
、

解
体
前
の
古
民
家
見
学
会
等
々
、
初
期
の
数
年
間
は

博
物
館
情
報

愛媛県西宇和郡伊方町塩成乙２９３

佐田岬半島ミュージアム

詳しくはこちら

絵馬・天井画調査

閉館セレモニー

石造物シンポジウム
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観光まちづくり学部について、ホームページで詳しく紹介しています。
また、専任教員が専門分野や学生への期待などを動画で語っています。
以下からご覧ください。

観光まちづくり学 部 公 式
Ｘ（旧ツイッター）もぜひご
覧ください。学内のイベン
トやゼミや学生の活動を
アップしています。

観光まちづくり学部
ホームページ

観光まちづくり学部
専任教員動画
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たまプラーザ長津田中央林間

東急田園都市線

東京メトロ 半蔵門線乗り入れ

溝の口

二子玉川

三軒茶屋 表参道 永田町

渋谷

渋谷キャンパスたまプラーザキャンパス

●
ロローーソソンン

たまプラーザもみじ保育園たまプラーザもみじ保育園

新石川公園北側新石川公園北側 ローソン

●たまプラーザもみじ保育園

●
新石川小学校

ケーズ
デンキ

新石川公園
南口局

東急田園都市線

西勝寺北側

東急SC

正面入口

若若
木木
2121

國學院大國學院大學學
若
木
21

１号館１号館１号館

横浜市営地下鉄ブルーライン

南口バスのりば
渋谷→

横浜→

國學院大學

新石川公園北側 新石川小入口

たまプラーザ駅

〒

あ
ざ
み
野
駅

東
名
高
速
道
路

中
央
林
間
↓

◆入学試験に関して

　03-5466-0141  （入学課）

◆観光まちづくり学部について

　045-904-7700  （たまプラーザ事務課）

問い合わせ先

〒225-0003

神奈川県横浜市青葉区新石川3-22-1

國學院大學

横浜たまプラーザキャンパス

・たまプラーザ駅南口から…徒歩約 ５ 分

・あざみ野駅から……………徒歩約20分

・鷺沼駅から…………………徒歩約 15分

・渋谷駅から…………………東急田園都市線（長津田・中央林間行）で、たまプラーザ駅まで約25分

・横浜駅から………………… 横浜市営地下鉄ブルーライン（あざみ野行）終点あざみ野駅で、東急田

園都市線（渋谷・押上方面行）に乗換え、たまプラーザ駅まで約30分

・羽田空港から………………バスでたまプラーザ駅まで約50～70分

私たちが目指す観光まちづくりについて、いっしょに学んでみませんか？

観光まちづくり学部についてホームページで紹介しています。

観光まちづくり学部
ホームページ

観光学部こくぴょん
里山

観光まちづくり学部
「こくぴょん」

※本冊子をPDFでもご覧いただけます。
　（2023年12月中旬掲出予定）
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観光まちづくり学部 観光まちづくり学科 入試情報

◆令和6年度（2024年度）一般選抜入試

◆観光まちづくり学部特別選考入試 （V方式・A日程受験者対象）

國學院大學の
受験生WEBサイトを
確認しよう！

動画コンテンツ配信  大学の基本情報や、入試説明、学部学科の学び、模擬授業などを公開中。

バーチャルキャンパス  渋谷・横浜たまプラーザキャンパスを360度でご覧いただけます。

國學院大學　入学課（若木タワー1F）　TEL03-5466-0141（直通）　E-mail  exam@kokugakuin.ac.jp

入試制度 試験日 出願期間 合格発表日

V方式（大学入学共通テスト利用入試） 1/13(土) 
1/14(日) 1/4(木)～1/12(金)

2/13(火)
A日程

（全学部統一）

3教科型
（3科目の偏差値合計で判定） 2/2(金)

1/4(木)～1/22(月)得意科目重視型
（最高成績科目の偏差値を2倍換算） 2/3(土)

学部学科特色型
（学部学科独自の方法で判定） 2/4(日)

B日程（後期） 3/2(土) 1/4(木)～2/22(木) 3/11(月)

入試制度 試験日 出願期間 （消印有効） 合格発表日 入学手続期間 （消印有効）

観光まちづくり学部特別選考 書類選考のみ 1/4（木）～2/22（木） 3/11（月） 3/11（月）～3/18（月）

1

2

B日程で英語検定試験の利用が可能

観光まちづくり学部特別選考を実施

試験科目「外国語」の代わりに英語検定試験のスコアが利用可能。スコアに応じて本学外国語試験の得点に換算します。スコア
を提出したうえで本学外国語試験を受験した場合は、高い方の得点を合否判定に利用します。

令和6年度V方式・A日程において、観光まちづくり学部観光まちづくり学科を受験した者を対象に、以下3点の総合評価に
よって合否判定を行う入試です。一般選抜入試成績だけでなく、学びへの興味・関心や学修意欲も評価します。

【選考方法】 ①志望理由書（700～800字）　②V方式・A日程の成績　③調査書

入試検定料

入試のポイント

入試日程

試験会場

お問い合わせ先

受験生向けサイトを中心にオンラインでの情報発信を行っています。
ここから
アクセス

公募制自己推薦（AO型）の出願は
2023年10月6日に受け付けを終了しました。

同時出願

A・B日程

A・B日程

合計

38,000円
54,000円

83,000円
123,000円

43,000円
53,000円

16,000

40,000

10,000

18,000

43,00030,00013,000

3	 『観光まちづくり』第3号発刊に寄せて
	 國學院大學観光まちづくり学部長　西村	幸夫

特集	アートと響き合う観光まちづくり
4	 神奈川県相模原市藤野　
	 持続可能な暮らしと表現活動が
	 豊かな風景を生み出すまち
12	 島根県大田市温泉津　
	 神楽と温泉街の融合がにぎわいを創出

第3回「観光まちづくりフォーラム」開催報告
20	 第一部	動き出した観光まちづくり学部
21	 	 基調講演
	 	 〈まちするたび〉と〈たびするまち〉東京大学教授　吉見	俊哉氏

22	 	 吉見教授	×	西村学部長　対談
23	 第二部	シンポジウム「観光まちづくりのリアル、そして未来」
	 	 パネルディスカッション
	 	 プレゼンテーター
24	 	 上綱	久美子氏	 三重県伊勢市の観光地デザインの取り組み紹介
25	 	 多田	稔子氏	 和歌山県田辺市熊野ツーリストビューローの取り組み紹介
26	 	 前川	さおり氏	 岩手県遠野市遠野遺産制度の取り組み紹介

28	 第5回～第7回「観光まちづくりカフェ」開催報告

30	 地域マネジメント研究センター（CMI）の活動
31	 「観光まちづくりライブラリー」

32	 地域連携最前線　岐阜県高山市

34	 観光まちづくり学部	専任教員紹介
36	 第2回教員座談会　執筆者に聞く！教科書の読み方・使い方
42	 研究クローズアップ　
	 「変化する農村を調査するようになるまで」　松本	貴文准教授

地域と歩む博物館
46	 Vol.5　昭和のくらし博物館
48	 Vol.6　佐田岬半島ミュージアム

50	 観光まちづくり学部WEBサイト・観光まちづくり学部X（旧ツイッター）のご案内
	 観光まちづくり学部GUIDEBOOK	2023	全ページ公開のご案内
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表紙の言葉

タイトル“Fujino・Satoyama”

これは“藤野良品店”の“里
山クラフトチョコレート”のパッ
ケージのために描き下ろした
もの。
主人公のカップルのキジはこ
の辺ではよく見かける野鳥。
季節ごとに移ろう山 と々空を
映す湖の“magic	hour”は幻
想的で、時に霧に包まれた朝
は銀色に光る景色になる。そ
んな藤野の光景を自分の色
で描くのが好き。それにしても
山がラブレター持ってるなん
て…可愛いすぎない？

内田	松里（うちだ	まつり）
画家、イラストレーター
(相模原市藤野在住）


